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　神しん杖じようの聖都、天てん藍らんは、国土の中心に位置する杖じよう州しゆうの州都でもある。

　とはいえ、さほど広い街ではない。もともと杖州そのものが、小高い丘きゆう陵りよう地ち帯たいに囲まれた土地である。中心の彩さい湖こは今はなく、巨きよ大だいな窪くぼ地ちになっている。今になってみると、彩湖と呼ばれていた場所が、過去に谷だったのが見てとれた。

　杖州公の執しつ務む室の壁かべには、神杖の領土が描えがかれた地図が掲かかげられている。中央の杖州には未いまだに彩湖が記されていた。

「……おや、めずらしい」

　案内もなく、開け放たれたままの扉とびらから室内に入ると、執務机の前に座していた杖州公、賀が宗そうは目を上げた。

　賀宗は王族の長老を意味する冬ふゆ宮みやの称しよう号ごうを持つ。また、斎さい王おうである桜おう院いん雪せつ月げつ、つまり白しら雪ゆきの後見役だ。白雪の祖父、風ふう雅がの兄にあたり、年老いてはいるが矍かく鑠しやくたるもので、政まつりごとのほとんどは彼がいなくては成り立たないとも言われている。

　だが、現星せい曜よう館かん館長の夜よ鳩ばとを脅おどして聖王位簒さん奪だつに協力させていた罪は重かった。賀宗を処しよ刑けいし、彼の企たくらみに荷担していた他ほかの州公たちも連座させるべきだという意見が議場ではもっとも強固に支持されたが、白雪はそれを退けて、今も簒奪に関かかわった者たちを以前と同じ職に就けて働かせている。

　斎宮であった白雪には、斎職はともかく、政は一いつ切さいわからない。簒奪事件に関わった者を処分すれば、人材が足らず政が正常に立ちゆかなくなる。その危き惧ぐはもちろんだが、白雪は、科とが者ものだとしても容易に人の命を奪うばうことがどうしても納なつ得とくできなかった。殺すこと、滅ほろぼすことはいつでもできる。ただ、いったんそうしてしまったものは、二度と取り戻もどせない。人の命を無下に扱あつかった過去があっても、その後は心を入れ替かえて、自分の持ちうる能力をとことん世のために使うのならば償つぐないになるのではないか。それが白雪の出した結論だった。

「こんばんは、大おお伯父おじさま」

　白雪がそう声をかけると、ますます賀宗は胡う散さん臭くさげな顔つきをした。

「どうにも、困りますな。陛下がそのように儂わしに話しかけるとき、しかも九く連れんを携たずさえてらっしゃるということは、何かおねだりがあると思われるのですが」

「……おねだりというか」と、白雪は執務机の前に立つと、頭を下げた。「本当に、このたびはごめんなさい」

「何か、謝らなければならないようなことをしたのですか？」

　賀宗はそっけない。その態度からするに、白雪が何を謝りたいか、すでにわかっているのだろう。

「このところ、陛下はおとなしくしておられましたな。毎日朝議にも出られ、にこにこして皆みなの話を聞いておられた。薄うす気き味み悪わるいと言う者もいましたが、涼りよう州しゆう公あたりは呆あきれておいででした、九連をお持ちでない陛下は根っからの深窓の令れい嬢じようのようだと」

　現涼州公は道どう延えんといって、以前は青竜隊の侍じ司しだった。さらにそれ以前は白雪の母、白しら鷺さぎの騎き士しを務めていたため、白雪が神杖に来たばかりのころからの知ち己きだ。おかげで白雪の本性は知られている。

「また、こうも申しておりましたよ。他の者たちはよほど陛下にお淑しとやかでおとなしい女によ性しようであってほしいと望んでいるのだろう、そして今の陛下はそうした理想そのものだから、疑いもせず受け容いれるのだろうと。……もっとも、われわれは陛下の本質を存じ上げておりますので、御ぎよ座ざに九連が座っているのはどうにも微び妙みような心ここ地ちでしたが」

　やはり賀宗は白雪の不在にとうに気づいていたのだ。予測はしていたが、今さらながら白雪は恥はずかしくてたまらなくなった。

「本当に、ごめんなさい。さっき、九連にすべて教えてもらったわ」

「このところ、たいした案件はございませんでしたから、特に困ったことはありません。九連は立派に代わりを務めてくれましたが、あまりこのようなことは歓かん迎げいできませんな」

　ふう、と賀宗は息をついた。「で、なんのご用があって、わざわざ儂のもとまでいらしたのですか」

「その、……琥こ珀はくから聞いてるとは思うのだけど、小雪が、時とき津つが原はらに行ったの」

「そのようですね。小雪が」

　賀宗はむすりとしたまま返す。

　小雪というのは白雪の別名だ。斎王づきの御庭係として知られる小雪だが、実は斎王その人である。斎王としての白雪は、生まれつきの銀ぎん髪ぱつと空色の瞳ひとみのまま衆目に姿を晒さらすが、小雪のときは黒くろ髪かみと藍あい色いろの瞳に見えるよう術をかけている。また、斎王の尊顔を間近で拝した者は少なかったし、白雪が斎王として人前に立つときは髪型を変えたりしぐさや表情で意識して雰ふん囲い気きを変えるようにしていた。おかげで御庭係と斎王が実は同一人物であると気づいた者は今のところおらず、その事実を知っているのは限られた者のみだった。

「小雪は、……その、あちらで捕ほ縛ばくした者と話したの。七なな樹きという名の式しき師しです」

「その話を聞かせてくださるのですか」

「ええ」

　白雪がうなずくと、賀宗はゆっくりと立ち上がった。

「長くなりそうですね。陛下を立たせたままにはできません。こちらへ」

　科者でありながら執務にたずさわる賀宗は、夜鳩と同じく在室時に扉を閉じることを許されない。白雪は招かれて、あけられたままの扉をくぐって隣となりの控ひかえ室に入った。

「茶でもさしあげたいところだが、あいにく、侍じ従じゆうも側そば仕づかえも今はいない。儂が手ずから陛下に飲食物を振ふる舞まうのは禁じられていますので、」

「いいです、わたしがやるわ」

　白雪は賀宗の言葉を遮さえぎると、手にしていた九連を長なが椅い子すの傍かたわらに置き、部屋の片かた隅すみに用意されていた茶器を手にした。貴人の控え室に置かれている茶器は、いつでもあたたかくなるよう術が施ほどこされている。白雪はその場にあった茶葉の匂においを嗅かいで、よさそうなものを選んだ。琺ほう瑯ろうの湯差しに術で水を集めると、瞬またたく間にそれが湯に変わっていく。

「……術とは、便利なものですな」

　置かれていた長椅子に腰こし掛かけた賀宗は、そのさまを見ながら呟つぶやいた。

「……そうね」

「術が失われたら、この国はどうなるでしょうか」

　白雪は答えなかった。急きゆう須すに茶葉を入れ、湯差しから湯を注ぐ。蓋ふたを被かぶせても、あっという間にあたりに茶のよい香かおりが広がった。

「いい匂い」

　思わず呟く。疲つかれた体に染み渡わたるような、甘い香りだった。

　……時津原からしばらく行った村で馬を借りようとしたところで、七樹が自身に前もって術がきかないように打った式の効力が切れた。おかげで水鏡を通って帰ってこられたのだが、それでもこの半月ほどのあいだ、いろいろなことがありすぎた。疲れもする。

　しかも白雪は九連を身代わりにし、城から出ていないことになっている。そのため水鏡で他の者と一いつ緒しよに城内へ入るわけにはいかず、一いつ旦たん全員で城の近くへ出て、別経路で白雪だけが斎さい宮ぐう殿でんへ直接入った。その後はすぐに九連を呼び寄せてこれまでの記き憶おくを交こう換かんし、こちらを訪れた。今ごろ近この衛えたちは城内の水鏡から出て、事情を説明しているだろう。

　今は斎王である白雪が訪れているから、賀宗に報告が入るのはまだ先だ。斎王はこの城内でもっとも優先される存在だった。

「どうぞ、大伯父さま」

　盆ぼんに茶器を載のせてにっこりすると、賀宗はますます胡散臭げに白雪を見た。

「そうしていると、九連のようです」

　背の高い茶ちや杯はいを前に置くと、賀宗はそれを手にして目を細めた。なみなみと注そそいだ茶を一口すすると、彼はうなずく。

「陛下に茶をいれていただけるとは、光栄の極きわみ」

　しかし、と彼はじろりと白雪を見た。「ここまでしていただけるということは、そこそこに長い話が小雪から語られるのでしょうな」

　白雪は、黙だまってうなずいた。




　時津原で知ったことを、白雪は語った。七樹のこと、式師のこと、そして、竜りゆう珠しゆがこの大地を滅ぼしてしまうかもしれないということ……

　琥珀がある程度、時津原から散さん光こう信しんで夜鳩に報告していたのを聞いていたのだろう。拙つたない白雪の報告に、賀宗は一度も訊きき返すことなく黙って耳を傾かたむけていた。

　語りつづけた白雪の喉のどは、最後には痛みを覚えていた。見てきたことをすべて話した、と思った白雪がやっとのことで口を閉ざすと、しばらくしてから賀宗は、ずっと手にしていた茶杯を卓たくに置いた。

「陛下のおっしゃったことが、実際に起きたことであれば……」

　彼は考え込みながら、つづけた。「術の使用を禁じねばなりません」

　白雪は、賀宗が白雪の言葉を否定しなかったことにひとまずほっとした。次いで、何な故ぜ、自分の荒こう唐とう無む稽けいな話を信じたのか、と考える。

　すると、それが顔に出たのか、賀宗は白雪をじっと見た。

「琥珀どのから夜鳩どのに伝えられた報告とほぼ一いつ致ちするというのもありますが、この三年ばかり、世界各地に放った間かん諜ちようからの連れん絡らくが途と絶だえておるのです」

　初めて聞く話に、白雪は目を丸くした。

　神杖は、三年前まで国を鎖とざし、他国との交流を必要最低限に止とどめていた。そのため神杖国内の情報の流出は最小限であったが、他国の情報を得るために、世界各地の主要都市に、何人もの間諜を送り込んでいたのである。間諜という、情報収集のための影かげの存在は白雪も知っていたが、それが世界各地に放たれていること、連絡が途絶えていることなどは初耳だった。

「三年前、ちょうど陛下が斎宮として初めて閏うるう旬じゆんを過ごされたころですな。あのころから、各地の間諜が沈ちん黙もくしてしまった。新しく送った者からも、ほとんど連絡がありません。この結ユイの大陸内からのみ、かろうじて文ふみが送られてくる程度です。解カイの大陸、集シユウの大陸、合ゴウの大陸などからは、まったく戻って来てはおりません」

　白雪は動どう揺ようした。それはつまり、間諜として送られた者の身に何かがあったのだろう。

「式師たちの言げんが事実ならば、他の大陸で滅ほろんだ国があるのでしょう。間諜も、その滅びに巻き込まれてしまっていたら、連絡などできようはずもありません。──それに、陛下が見聞きしてきたことを、私情を交えず儂わしに伝えてくださったのは、わかります。あなたはいつでも、誰に対しても公平であろうと努めている……」

「大おお伯父おじさま、杖州公としての意見を聞かせてください」

　白雪は、意思を込めたまなざしを賀宗に向ける。「本当に、竜珠は大地を滅ぼすと思いますか？　だとして、どのようにして術を禁じますか？　この神杖で、術にまったく関かかわらずに生きている人などいません。それを、どうやって……」

「それは、致いたし方ありますまい」

　賀宗は穏おだやかに述べた。「陛下はそうおっしゃるが、儂は竜珠ではありません。だから術も使えませぬ。しかし、だからといって不自由した憶おぼえは特にない。ただ、竜珠に助けられたことは数えきれませぬ。──問題は、竜珠であることが生なり業わいそのものにつながっている者たちです。かれらの術を禁じれば、たちまち路頭に迷うでしょう。また、今、われわれは遠えん隔かく地ちでも情報のやりとりに困ったことがない。それが一いつ切さいなくなることがもっとも怖おそろしい」

　言われてみれば、その通りだった。

　建国時に輝キ石セキノ神カミによって整えられた光脈は、光の速さであらゆる情報を遠隔地に伝達する散光信として活用されている。これは庶しよ民みんにはまったく縁えんのない手段ではあったが、国にとっては貴重な情じよう報ほう網もうだった。

「ともあれ、竜珠をどうこうすることはまだ先の話です。あすの朝議では、この件を公表します。その、捕縛した式師にも、裏づけのために議場に出てもらわねばなりますまい」

　白雪は首をすくめた。

　この神杖に来てすぐのころ、白雪も議場に引き出され、真に先代斎宮の娘むすめであるかと疑われた。当時、白雪の左手には烙らく印いんがあり、それが斎宮の証あかしであると認められはしたものの、あのときの心細さは忘れない。父と信じていた人を亡なくしたと思い込み、母もないと知らされ……

「わたしも、立ち会わせてもらいます。彼が必要以上に責め立てられるのは、困りますから。かまいませんね」

「……陛下」

　ややためらうそぶりを見せ、賀宗は口を開いた。「さきほどから伺うかがっておりますと、その式師……」

「七樹のこと？」

「その者、もとは神杖の育ちで、わが曾ひ孫まごの茉まつ莉りと深く関わりがあるとか。どのような印象を、陛下はお持ちなのですか」

「どのような、って」

　賀宗の問いの意図がわからず、白雪は戸と惑まどった。「その、……彼は、青せい磁じと同じ救きゆう慰い寮りようで育ったのよ。だから、茉莉がなついていたんです。──茉莉には、あとで話さなければならないわ」

「そうではなく、陛下ご自身にとってその者は、どういう関わりがあるのですか？」

「わたし？　以前に涼州で一度会っただけです」

「涼州というと、あのときのことですな」

「……ええ」

　白雪はうなずいた。賀宗が夜鳩を脅おどして、雪ゆき嵐あらしの異変を起こさせていた件である。あのときは水鏡が凍こおり、騎き馬ばで涼州へ赴おもむいた。白雪の斎宮としての初めての征せい討とうだった。

「茉莉に話さなければならないというのは、何故ですか。そこまで茉莉はその者を慕したっていたと？」

「あの子、腕うで環わをしているでしょう。あれを渡したのが七樹よ。あの子は七樹を、実の兄のように思っているのよ……」

　なのに、その兄が科とが者ものとして捕ほ縛ばくされて帰ってきたのだ。知れば心を痛めるだろう。

「なるほど、『にゃにゃ』ですか」

　賀宗も、茉莉から聞いてその愛あい称しようだけは知っていたらしい。幼かった茉莉が『七樹兄ちゃん』と呼べず、『にゃにゃ』となったのが今もつづいているのだ。

　しかし、茉莉から聞いていた印象と、今の七樹はまったく違ちがう。何よりあの外見では、茉莉にも七樹とわかるだろうか。ふとそう考えて、白雪は切なくなった。ずっと会いたいと願っていた相手が近くにいても容易に会えず、一目でそれとわからぬほど様変わりしているなど、自分の身に引き合わせなくとも、考えただけで胸が痛む。

「……では、一度きちんと会って、感謝せねばなりますまい」

　賀宗は複雑な表情を浮うかべた。困こん惑わくしたような、それでいてどことなく微笑ほほえんでいるようにも見える顔つき。

「感謝？」

「儂が知らずとはいえ打ち捨てたままにしていた曾孫が、あのように歪ゆがまずに育ったのは、七樹という者が何くれとなくめんどうを見てくれたからだというのは、茉莉の話を聞いていればわかります。よく世話してくれたのでしょう。本当に、実の兄のことのように語ってくれるのです」

　白雪は、うなずいた。

「彼は、……わたしたちとは相あい容いれないかもしれませんが、まっすぐな性根の、いい人です。人を思いやる心を持っていると、思います」

　その言葉に、つと賀宗は視線を白雪に向けた。

「陛下は、その者にご興味がおありのようですな」

　どことなく案じるような賀宗の口調に、白雪は首をかしげる。

「そうかしら？」

「陛下が、一個人に興味を持って語ったことなぞ、今までこの賀宗、耳にした例ためしがありませんぞ。それはよいことだとは思うのですが……その点、ちと心配ではありますな」

「心配？　どうしてですか」

「その者は、今のところは国に害を為なそうとした科者、そうも思い入れを持つのは感心しませぬ」

　杖州公としてではなく、大伯父の賀宗として、彼は白雪に説いているようだ。

「……そんなに、彼に思い入れを持っているつもりは、ないです」

「ならば、よいのですが」

　老人は曖あい昧まいに呟つぶやくと、ゆっくり長なが椅い子すから立ち上がった。「さて、陛下は奥おく殿どのにお戻もどりください。由ゆ永えいがかんかんになっておるでしょう。このたびのおでかけについて、一言も何も聞かされなかった、と」

　白雪は促うながされて、九く連れん環かん杖じようを手にした。

「もう、夏か乃のさんに叱しかられたばかりなのに」

「それだけのことをなさったと、反省していただくことも必要じゃ」

　賀宗はしたり顔でうなずいた。










　杖州公の執しつ務む室から奥殿へ戻る途と中ちゆうで灰かい桜おうを呼び出した。

「どうした、白雪」

　すでに陽ひは暮れかかっている。建物の外向きの回かい廊ろうに長く伸のびた影かげから出てきた灰桜は、呼び出されたのがうれしいのか、にっこりして白雪を見上げた。

「灰桜は、七樹のことをよく知りたいのよね」

　尋たずねると、灰桜はうなずく。

「できれば、だが……」

「もし可能だったら、そのうち時間を作って、彼と話す時間を作ってみましょう」

「そうしてもらえると、ありがたい」

　答える灰桜は、しかしどことなく不安げな色を浮かべていた。「──彼自身の記き憶おくが曖昧ならば、……気が進まないが、俺が引き出せば済むことだ」

　回廊を歩きながら、白雪は驚おどろいて傍かたわらの灰桜を見た。

「引き出す？　記憶を？」

「できないことではない。──人は故意であれ無意識であれ、自分の経へてきた経験を思い出しにくくなるだろう。それが『忘れる』ということだ」

　灰桜は白雪を見上げて説明した。「俺はそれを調べて引き出せる。だから、本人が憶おぼえていないことでも読み取ることはできる」

「……憶えていない、ことも」

　白雪は繰くり返した。

　人が何かを忘れるのは、その『何か』を不必要だと感じたからだろう。その不必要と感じた原因もいろいろとあるはずだ。本当に不要な取るに足らないことであったり、また重要であっても、不快だったりすれば容易に忘れてしまえる。

　彼にとって不要でなく不快な記憶だとしたら、それを引き出すのはよいことだろうか。

「……白雪さま」

　聞き慣れた声に、立ち止まって物思いにふけっていた白雪は我に返った。

「茉莉」

　振ふり返ると、少女が近づいてくる。もう、以前のように駆かけ寄ってきたりはしない。城に上がってから、彼女はずいぶん淑しとやかになった。以前の子どもっぽさはなりをひそめ、その代わり、年相応の少女めいたしぐさが目立つようになっている。

「どうなさったのですか、このようなところで」

　茉莉はそう言いながら、ちらりと灰桜を見てにっこりした。灰桜は、その笑えみから逃にげるようにして白雪の後ろに隠かくれる。これは誰が相手でも同じ反応だ。彼は白雪や近衛以外の、よく知らない者の視線を避さける傾けい向こうがあった。どうやら、人に見られるのは恥はずかしい、と感じるらしい。

「少し、考えごとを」

　白雪は答えながら、複雑な思いで茉莉を見た。

「考えごと？」

　茉莉は、その大きな目でまじまじと白雪を見つめる。不思議そうな顔をして、彼女は口を開いた。

「白雪さま、……なんだか、不思議」

「わたしが？　なあに？」

「あの、その、違ちがう匂においがするの」

　茉莉は、自分でもわからない、というように首をかしげた。「いつも白雪さまは、ふわふわしてやさしい匂いがするんだけど、今日は……」

　白雪は思わず、自分の腕うでを持ち上げて袖そでの匂いを嗅かいだ。

「体の匂いじゃありません、……その、うまく言えないけど」

　茉莉は口ごもった。

　賀宗の曾ひ孫まごにあたり、蘇す芳おうの姪めいでもある茉莉は、実は竜珠だ。以前、その左手に斎宮の証あかしである烙らく印いんを捺おされもしたが、今は消えてしまった。これは、神杖の国土が烙印を有する斎宮を必要としなくなったためらしい。

　茉莉の竜珠はさほど重くないと思われていたし、竜珠としての鍛たん錬れんをやめてしまったのに、心語は今でも通じ、ちょっとした勘かんが働くこともある。だから、実は秘められた強さがあるのかもしれない。しかし茉莉は竜珠である自分を好まず、ふだんはその不思議の力を意識して使うことはなかった。それでも、ただの側仕え見習いのひいなとして城内で生活する中、見聞きでき感じてしまうことは、白雪に報告してくれる。

「なんでだろう、懐なつかしい匂いがするの」

「懐かしい？」

「うん……」

　礼法を身につけたひいなではなく、城外にいたころの子どもに戻ったかのように、彼女は不安げな顔をして白雪を見つめた。「それに、胸が、ざわざわするの。なんだか、……とてもだいじなことが、すぐそばで起きてる気がする……」

　白雪はぎくりとした。だが動どう揺ようを押し隠して首を振る。なんとか、微笑を浮かべられた。

「わたしはなんともないから、茉莉にだけ関わりのあることかもしれないわ」

　今まで、七樹を茉莉に会わせることだけを考えていた白雪だったが、今の七樹を見、彼のしたことを知れば、茉莉は衝しよう撃げきを受けるかもしれない。

「わたし、だけに」

　茉莉は眉まゆを寄せている。可か憐れんな顔が曇くもるのに白雪の胸も痛んだ。

「白雪」

　不意に、灰桜が白雪の袖を引いた。「あれを」

　灰桜が示した回廊の角を曲がって、人の群れが現れた。白雪は思わず息をのむ。茉莉は不思議そうな顔をして振り向いた。

「……！」

　駆け出そうとした茉莉の肩かたを、白雪は摑つかんで止める。

「だめ」

「白雪さま？」

　見上げてくる無む邪じや気きな瞳ひとみ。

　角を曲がってきた先頭には蘇芳がいた。次に青磁と、もうひとり。その後ろに琥珀と黒こく曜ようが従っている。

「だめよ」

　白雪は首を振ると、茉莉の肩を抱だいて回廊の壁かべぎわに下がった。

「……陛下」

　蘇芳が先に気づいた。微び妙みような表情をしていたが、茉莉が共にいるのをみとめるとその顔がほころぶ。それを見た者に、彼が茉莉をいかに大切にしているかがわかる微笑ほほえみだった。

　しかし、茉莉はその後ろから来る背の高い男を注視していた。

「にゃにゃ……？」

　離はなれて何年も経っただけではない。七樹は異国の服に身を包み、実際の年ねん齢れいよりも年上に見える。なのに茉莉は一目で七樹だとわかったのだ。

　七樹ももちろん茉莉に気づいていた。だが、それよりも彼は、茉莉が今の自分を見て自分だとわかったことに驚いたらしい。目を見開いてじっとこちらを見ている。その隣となりで青磁はひどく苦々しげな顔をしていた。

「白雪さま、離して」

　茉莉が腕から逃のがれようとするのを、逆に白雪はしっかりと抱きしめた。

「だめよ。彼は、……罪を犯したの。科者なのよ」

「……え」

　白雪を見上げる茉莉の目は驚きに瞠みはられている。

　結局は、隠し通せない。ここで会ってしまったのもそういう意味だろう。白雪は心を決めると、茉莉に告げた。

「あの人は、時津原で術師を殺した式師の仲間です」

　茉莉は絶句した。その小さな体が震ふるえている。

「彼は明日あしたの朝になれば議場に出されて罪を問われます。だから今は、関かかわりを持ってはならないのよ」

「だって、……そんな……」

　少女の顔からみるみるうちに色が失われていく。白雪は茉莉の心情を思って息苦しさを覚えた。ずっと会いたいと願っていた人が目の前にいるのに、触ふれることはおろか、話しかけることもできないなど、あまりにもつらすぎるだろう。

　よほど衝撃が強かったのか、茉莉は白雪にすがりついた。しかしその瞳は七樹に向けられたままだ。七樹はしばらくそのまなざしを受け止めていたが、やがてふと視線を逸そらした。

「陛下、前を失礼してよろしいでしょうか」

「どうぞ」

　問いかけた蘇芳にうなずきを返すと、彼は一礼して再び歩き出す。五人は壁ぎわに寄った白雪と茉莉の前を通り抜ぬけると、一言もなく回かい廊ろうを去った。

「……どうして？」

　回廊から人の気配が途と絶だえると、茉莉がうわごとのように呟つぶやいた。白雪は無言でその背を撫なでる。

「どうして、なの」

　少女の呟きはあまりにもかぼそく、はかなかった。










　角を曲がってから、七樹は小さく息をついた。

　まさか、こんなところで妹に会うとは。しかも、彼女はこんなにも変わってしまった自分を一目で見み抜ぬいた。

　幼いころ、人見知りの激しかった茉莉は七樹にだけはなついた。おかげで一時期、まだ赤ん坊ぼうだった茉莉を背負って、寮りようの仕事を助けたりしたものだ。七樹の背で、茉莉はよく笑い、よく眠ねむった。

「……青磁」

　自分を縛いましめる紐ひもを手に横を歩く青磁を見ると、その顔は強こわ張ばっていた。

「なんだ」

「どうして、茉莉が、城に」

「あいつは、王族の血を引いてたんだ。それで、曾そう祖そ父ふに当たる方が先々をご心配なさって、城に上げられた。今では側仕え見習いをやっている。──いろいろあったんだよ、あいつも」

「だろうな。あんなに大きくなって、……俺が背負ってたころは、片手で抱き上げられたのに」

「おまえだって、片手で抱き上げられたんだぞ」

　歩きつづけながら、青磁が振ふり向いた。七樹はその視線の鋭するどさにぎょっとする。

「……そういえば、青磁には世話になったな」

「おまえがうるさく言うから、寮に行くときはいつも菓か子しを持っていくようにしたし」

「あれは本当にありがたかった。あのころ、食べるものがぎりぎりしかなかったから」

　七樹は心から感謝して、言った。「ありがとうな、青磁」

　歩いている今、前後には彼の兄弟がいて、たまに会うだけで一いつ緒しよに暮らしたことなどない自分など、青磁の中ではたいして重きを置かれていないと、七樹は考えていた。

　しかし、親王として扱あつかわれていた当時に苦労して城を抜け出し、あまつさえ手て土産みやげを持って、自分が生後二年ばかりしかいなかった救慰寮にわざわざ来ていたと思うと、青磁の義ぎ理り堅がたさと厚情がどれほどのものかがうかがい知れる。

「──礼を言うのは俺のほうだ」

　長い回廊は暗くなっていく。どうやらこの先は人のあまりいない場所らしい。城内にも獄ひとやがあるのは聞き及およんで知っていた。自分はそこへ連れて行かれるのだろうと考えていた七樹は、意外な青磁の言葉に我に返った。

「え、なんで」

　訊きき返すと、青磁は鼻を鳴らす。

「俺に、寮に行く理由をくれたからな」

「どういう意味だ？」

「……青磁は、いじめられてたからね」

　ふと、後ろから声がした。振り返らずともわかる憶おぼえた声は、琥珀のものだった。

「救慰寮に行くと、元気になって帰ってきてたから、……僕は、青磁は秘密の隠かくれ家に行ってるんだなあって、思ってた」

「俺はあのころ、おまえたちに助けられてた。俺が行くとよろこんでくれただろう、おまえも、みんなも。たとえそれが俺の持って行く手土産につられてだとしても、俺はうれしかったんだ」

「いや、そりゃあ菓子を持ってきてくれるのはうれしかったけど、青磁に会えるほうがもっとうれしかったぜ」

　土曜、ときには金曜の夕方になると、青磁が大路を駆かけてやってくるのが、七樹には待ち遠しかった。それを待ちきれず、大路の先まで青磁を迎むかえに行ったことも何度かある。大路は遊里だから、赤い格こう子し窓の向こう側で綺き麗れいに着き飾かざった妓ぎ女じよたちが、まだちいさかった七樹をからかって声をかけたりしたものだ。だがそんな声なぞ気にも留とめず、大人おとなの波に埋うもれても遠くから目立つその青い髪かみを目で捜さがしていた。

　いつのころからかつづけられていた習慣は、いつのまにか終わってしまっていたけれど。

「そう言ってたよ、おまえ、あのころも」

　青磁の声がどことなく湿しめり気を帯びた気がして、七樹はうつむいた。あのころは、こうして青磁と再会するようになるとは考えてもみなかった。

「俺は、おまえに何度も助けられた」

　助けられていたのは俺なのに、と七樹は思ったが、言えなかった。

　何度も青磁に助けられたはずなのに、今の自分は青磁を困らせる立場にある。それを思うと申しわけなさがつのったが、だからといって信念を持ってことを為なそうとしている限り、青磁に謝ることなどできない。

　だから、七樹はそれきり、口を閉ざした。










　思いがけぬ邂かい逅こうに傷ついた茉莉を、そのままひいなの宿舎に帰すのはためらわれたので、白雪は彼女を斎さい宮ぐう殿でんに連れて行き、事情を説明して夏乃に預けた。

　茉莉は話しかければ受け答えはするが、心ここにあらずといった態ていで、その痛々しげなさまに憐あわれをもよおしたのか、夏乃は早々に温かい茶を飲ませ、白雪が以前使っていた寝しん台だいに寝ねかしつけた。
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　白雪はそれを見届けるとすぐ奥殿に戻もどった。白雪が何も告げずに城を出て行ったことでかんかんになっていた由永に事情を説明し、茉莉は病で臥ふせったため、保護者である賀宗の管理下に置かれるとひいなの宿舎に伝え、賀宗にもそのことは知らせた。

「まったく、陛下はどうしてわたくしどもに一言もおっしゃらずにひとりで何もかも収めようとなさるのですかっ」

　すべての連れん絡らくが済んだのを確かめてから、白雪が息をついていると、由永は未いまだ怒いかり冷めやらずというように小言を口にした。

　由永はもともと、白雪がひいなの小雪だったころに監かん督とくする立場にあった。彼女が斎王づきになったのは白雪の希望だった。彼女は斎王の白雪が自分の監督していたひいなの小雪だったと知っても敬遠せず接してくれた。それが白雪には本当にありがたかった。今では姉のようにも思っている。

　他ほかにも、ひいなのころに白雪と同室だった四人が、御庭係の小雪が実は斎王であると知る側仕えとなって奥殿やその他の省に詰つめ、その秘密の保持にあれこれと力を貸してくれている。そのうちのひとり、楓ふう美みは、小雪と違ちがって本物の御庭係となって市し井せいと城内を往来していた。

「ごめんなさい、由永」

　白雪は素す直なおに謝った。「話したら止められるかと思って」

「もちろん、お止めしましたとも！」

　由永はぷんぷんしながらも、あざやかな手さばきで素早く茶をいれると、長なが椅い子すに腰こし掛かけていた白雪の前に置いた。卓たくには軽食も並んでいる。白雪が夕食をとり損ねてしまったので、由永があり合わせのものを出してくれたのだ。軽焼きの煎せん餅べいやあられなどは、おそらく側仕えたちの夜食だろう。そういえば、ひいなのころもこのような菓子を夜食にして、くだらない怪かい談だんや噂うわさ話ばなしに興じたものだ。

　あれからさほど年月は過ぎていない。なのに別世界のように遠くまで来てしまった錯さつ覚かくをおぼえながら、白雪はあられを指で摘つまんだ。食べるとほっとする醬しよう油ゆの味がする。神杖に来たばかりのころはこの味がめずらしく感じられたが、今では帰ってきたという気持ちを起こさせられた。

「おいしいわ。ありがとう」

「それはとっておきのお菓子なんですよ。今、陽ひ雨うが食事を厨ちゆう房ぼうに取りに行っていますから、それまでこれで我が慢まんなさってください」

「食事をいただけるの？」

「厨房番に感謝しながらお召めし上がりになってくださいまし」

　由永の言葉に、もっともだと白雪はうなずいた。食事の時刻も過ぎてしまったのだから、本当ならば厨房番も自分の宿舎に帰ってしまっているはずなのだ。

「よくお願いできたわね」

「陽雨が懇こん意いにしている厨房番がいるので、多少の無理はききます。でも、だからって毎回というわけにはいきませんから」

　しっかりと釘くぎを刺さされた。「それにしても、……ご無事でお戻りになられて、本当にようございました」

　その言葉に白雪は、次に隠おん密みつで単独行動するときは、必ず由永には伝えるようにしようと考えた。

「迷めい惑わくかけて、ごめんなさい」

「迷惑というより心配しました。……わたくしも、青磁さまに伺うかがうまで、陛下と九連環杖がすり替かわっていることに気づいていませんでしたから、そんなに言えませんけど」

　白雪は黙だまった。親しい者を欺あざむくのは確かに心苦しい。しかし、だからといってすべてをありのままに話せば止められるだろう。そうなれば事態を把は握あくしにくくなってしまう。だからどうしても、御庭係の小雪の存在を手放せない。

　しばらくすると陽雨が食事を持ってきてくれたので、白雪は温かい膳ぜんを前に感謝の祈いのりを捧ささげ、ゆっくりと食事を始めた。
















　神杖では、政まつりごとを為なすのは王位に就ついている者だが、独断でものごとを取り決めるのはまれだった。

　それは、他国育ちの未熟な少女が斎王と呼ばれる身分にあるからだけではない。もともと、そういう政を行ってきたのだ。

　王の下もとにあって政について奏上する権限を持つのが、八公と呼ばれる、神杖九州のうち八州を統治する者たちだ。かれらはそれぞれ八つの省を受け持ち、王を輔ほ弼ひつする立場にある。

　複数の人間がものごとの取り決めに関かかわると、意見もまとまりにくい。だが、そうした意見をすり合わせ、多数の民たみにとってもっとも良いと思われる方法を採決するのが、今のところ最善の策とされていた。

　一いち旬じゆん八日間のうち、月曜から金曜までの六日間、午前に朝議が行われる。州公はそのために朝食後、すぐに議場を訪れる。斎王もまたしかりだ。扇おおぎ形がたの議場は最下層に議台があり、円えん弧この部分が八分割されていて、最前列に州公が座す。その後ろが州公の部下たちだ。主に貴族と呼ばれる身分はここに座る者たちを示す。

　斎王は、議台の後ろに設えられた一段高い座に腰掛ける。ちなみに、斎王は出席者がすべて揃そろってから入るのが慣習になっていた。もっとも偉えらい人間が先に来てしまうとあとから来る者が恐きよう縮しゆくします、というのが賀宗の説明で、白雪もそれには納なつ得とくしたのだった。

「……昨夜のうちに、概がい要ようは文書にてお伝えいたしましたし、ここ数日、いろいろと情報も耳にされていると思いますが」

　議長の杖州公はそう切り出して、白雪が見聞きした一件を語り始めた。竜珠の存在が大地の力を奪うばい取ってこの惑わく星せい自体を滅ほろぼしかねないこと、それを防ぐには竜りゆう泉せんと竜りゆう道どうを封ふうじるか、竜珠を壊こわしてしまうしかないこと、解カイの大陸の式師が竜珠を滅ぼすべく国土に踏ふみ入ってきたこと、そのひとりを捕ほ縛ばくし連れ帰ったこと……

　賀宗の語る内容に、最初は静かだった場内が次し第だいに騒さわがしくなっていく。

「捕縛した式師は、神杖で育った者です。地理に詳くわしいとのことでこの件に用いられたようですな。複数いる式師のうち、一名捕縛したのみです。他ほかの者は取り逃にがした……と、小雪は言っておったのですな、陛下」

　賀宗が議台から白雪を振ふり返った。白雪は、

「そのようです」と、白々しく伝聞形で答える。

　八公も小雪の正体を知っているから、あえてここで意見を述べたりはしない。しかし、ほとんどが渋しぶい顔をしていた。まだ若い療りよう部ぶ卿きよう牡ぼ丹たんはふき出しそうな顔をし、物もの部のべ卿きよう朔さく穂ほは肩かたをすくめている。刑ぎよう部ぶ卿きよう道延は大きく溜ため息いきをついていた。

「その一名は、術師殺害に関わってはおりませんが、不法入国の罪に問われます。それも併あわせて、この場で査問を執とり行います」

　賀宗が、背後の戸口を振り返った。すると、係の者が扉とびらに手をかける。大きく重い木の扉が軋きしみ、ゆっくりと開かれた。

　入ってきたのは蘇芳、その後ろに青磁。青磁の手には赤い紐ひもが握にぎられている。それは、青磁の隣となりを歩く七樹の両りよう腕うでを後ろで縛いましめていた。あとから琥珀と黒曜がつづく。

　蘇芳が途と中ちゆうで立ち止まり、青磁が赤い紐を引いて前に出た。議台から賀宗が降りる。思わず白雪も座から身を乗り出した。が、その気配に振り返った賀宗が視線で制止する。白雪は深く息をついて座に戻った。

「汝なんじの名は」

「……七樹」

　賀宗の問いかけに、七樹は視線を落としたまま、答えた。声が低いのは、議場の雰ふん囲い気きに気け圧おされているからだろうか。しかし、その態度は変わらず不ふ遜そんに見えた。

　賀宗はつづいて、七樹に生誕地と年ねん齢れい、今までの略歴を問う。七樹が十八と答えると、議場は軽くざわついた。やはりそうは見えないのだろう。

「どこで生まれたかは、知らない」

　七樹は答えた。「俺は天藍の駅に捨てられていた。育ったのは、花はな扇おおぎの救慰寮……」

　白雪の右斜ななめ前には書記席があり、そこで書記がさらさらと筆を走らせている。

「それはのちほど裏づけを取ろう。──十五でその救慰寮を出たとあるが、それはまことか」

「……はい」

「その後は、出国をしたそうだが、どのようにしたのか答えよ」

　これには七樹は答えなかった。唇くちびるを引き結んでうつむいている。隣に立っていた青磁が、赤い紐をぐいと引いた。その反動で、七樹はややのけぞる。

「答えよ、御ご前ぜんである」

　青磁の声は鋭するどかった。情には厚いが公私のけじめはきちんとつける彼が、今、どんな思いでいるか、想像しただけで白雪は暗い気持ちになった。──弟にも等しい者を、科とが者ものとして扱あつかわなければならないとは。

「その、出国させてくれた人に迷惑がかかるので、言いたくない」

　七樹は早口でそう言うと口を閉ざした。その顔はしっかりと上げられたまま、賀宗と、その後ろに位置する白雪に向けられている。

　さらに賀宗の問いはつづく。

「汝が竜珠を滅ぼすために神杖の国土を侵おかしたというのは、事実か」

「……はい」

「竜珠を滅ぼすとは、どのような意味だ。殺すとは違ちがうのか」

「殺さずに、竜珠だけを破は壊かいできる方法がある。もちろん、竜珠を破壊された者は術を使えなくなる」

　八公の視線は七樹に集中している。牡丹が眉まゆを上げていた。彼は療部省を仕切っている。そして、施療は術の占しめる範はん囲いが広い。術が使えなくなれば、人を癒いやすのもむずかしくなるだろう。

「何な故ぜ、竜珠を滅ぼそうというのか」

「竜珠の力の源みなもとは、この大地の生命そのものだ。竜珠が不思議の力を使えば、その一方で大地の生命が弱まる。結ユイの大陸にはまだその影えい響きようは出ていないが、集シユウの大陸、合ゴウの大陸ではすでに滅びた国もある。俺は、それを見た」

　ぎこちないながらも、その声に秘められた圧おしころした激情が、白雪には感じられた。思わず手元に置いていた九連環杖を握りしめる。彼がいったい何を見たのかが気にかかった。

（灰桜）

　そっと胸の裡うちで呼びかけると、灰桜が応じる気配がする。

（どうした、白雪）

　このような人が多くいる場所で白雪が灰桜を呼ぶのはまれだ。灰桜の応えは戸と惑まどっていた。

（彼の記き憶おくを引き出せると言っていたわね）

（ああ）

（それは、他の人にも見られるの？）

（……？）

　白雪の質問の意図が、灰桜には理解できなかったらしい。

（彼が見たものを、他の人にも見せることはできるのかしら）

（できなくはない）

　灰桜の答えを聞くと、白雪の心は決まった。

　立ち上がると、議場の注目が白雪に集まる。お飾かざりだとしても、斎王として国を統すべる存在だから、公式の場での白雪の一挙手一投足は人々の注目の的になる。最初は困こん惑わくし羞しゆう恥ちにまみれたものだが、さすがに最近は慣れてきた。それにこの注目だって、斎王桜院雪月に向けられているだけだ。白雪に、ではない。

「陛下、質疑はまだ終わっておりません」

　賀宗が白雪を見上げてたしなめた。しかし白雪はかまわず、座を降りて賀宗と七樹に近づく。

「陛下、お下がりください」

　蘇芳が前に進み出て、七樹から白雪を遮さえぎるように立った。

「だいじょうぶ。……灰桜」

　はっきり呼びかけると、床ゆかに落ちた影かげから、困惑を浮うかべた灰桜が姿を現した。

　斎王には輝き石せきが憑ついている。そのことは神杖の民もあまねく知っていたが、この灰桜の出自を知る者は少なかった。国土を守り結界を支えていた輝キ石セキノ神カミとは別の存在だと知らない者は多い。まず、輝石神がどんな存在なのか、正確に知っている者が少なすぎた。何百年おきでないと顕けん現げんしない神では、認にん識しきも弱くなる。それに、神と呼ばれた千ち白しろは崇あがめられることを望んではいなかったし、灰桜に至っては神ではない。

　白雪は、蘇芳に退ひくよう手で合図した。蘇芳はやや眉を寄せたが、黙だまってそれに従う。

「あなたは、滅んだ国を見た、と言いましたね」

「……」

　七樹は困惑しきった表情を浮かべ、助けを求めるように青磁を見た。青磁はそれへうなずきかける。

「陛下は直答を求めておられる。答えよ」

　仰ぎよう々ぎようしい促うながしに、七樹は口を開いた。

「見た。……見ました」

「それを、思い出すのはつらいことかもしれませんが、」と、白雪はややためらいながら告げた。「この者、灰桜が、あなたの見たことを他の者に伝えます」

　議場が怯おびえたような声でざわついた。八公の、いちばん楽観的な牡丹ですら顔をしかめている。彼は術師として、他者の記憶を多数の者が共有するという危険に思い当たったのだろう。

　七樹は黙って、信じられないとでもいうように白雪を見ている。胡う乱ろんげなまなざしに、白雪はややむっとした。つらいことを思い出させるかもしれないという心配が失うせていく。

「灰桜」

　白雪が促すと、後ろから灰桜が進み出た。不安げな表情が幼さを引き立てる。

「彼が見たという滅びを引き出して、この場にいるすべての者に見せて」

「……承った」

　灰桜はあまり乗り気ではないようだったが、白雪の求めに応じてそう答えた。

　七樹のすぐ前に立った灰桜は、青磁の持っていた赤い紐に触ふれる。たちまち紐がぱちぱちと音を立てて砕くだけ消えた。青磁が息をのむ。白雪はそれへ視線を向け、首を振った。青磁は釈しやく然ぜんとしない顔つきのまま、黙り込んだ。

　灰桜と対たい峙じした七樹は、ひたすら困惑しているようだ。目の前で九く条じようを苦しめた残ざん酷こくさや強大な力を見ているはずなのに、この幼い外見に惑まどわされているのだろう。

　縛しばられていたため痺しびれていたのか、七樹は胸の前で両腕を撫なでさすった。ふと、その手を灰桜が取る。七樹は眉を寄せたまま、抵てい抗こうせずされるがままになった。

　灰桜は、まるで壊こわれものでも扱うかのように七樹の両手首をそっと摑つかみ、手のひらを上に向けさせて自分の額に当てた。

　すぐに七樹の表情が変わる。大きく目を瞠みはって、怯えるように灰桜を見おろす。

　次の瞬しゆん間かん、七樹がその場に頽くずおれた。意識を失ったわけではなく、何度か立ち上がろうともがくがままならないようだ。その顔には恐きよう怖ふの色が濃こい。額に汗あせがにじみ、床に滴したたり落ちるのが白雪には見えた。

　灰桜は頽れた七樹に合わせるかのように跪ひざまずいた。七樹の両手を神聖なもののように押し戴いただいている。

　白雪の耳を、甲かん高だかく鋭い音が貫つらぬいた。はっとしてあたりを見回すと、そこは、──




　白い雪原が無限に広がっている。地表を撫でる風は、ときおり白い氷雪の粒つぶを吹ふき上げた。

　隣に人の気配がある。

（……無常とは、このようなことを言うのかもしれないな）

　静かな低い声がした。その声に釣つられるようにして視界が右へと移っていく。自分でそうしようと思ったわけではない。すぐに白雪には、引き出した七樹の記憶を見ているのだと気づく。このような場に、七樹は立ち会ったのだろう。

　切り替わった視界に、白っぽい金きん髪ぱつの人物が映り込む。穏おん和わな顔つきをした青年は、こちらを見てちょっと笑った。白い顔の、頰ほおの高い部分は赤くなっている。それが雪焼けなのは白雪にもすぐにわかった。

（この国も、これで終わりだ）

　彼はそう呟つぶやくと、振ふり返った。背後には今まで歩いてきた足そく跡せきが道となって雪の上に残っている。白い稜りよう線せんの山々、その手前にはいくつか細長い尖せん塔とうの群れが見えた。どれもこれも真っ白になっていて、夕ゆう陽ひが当たらなければそこにあるとは気づかなかっただろう。

（わかっているなら、あんたもこの土地を去るべきだ）

　七樹の声がした。

（そういうわけにはいかない）と、金髪の青年は答えた。（私はこの国で最後の大タイ君クーンだ。為い政せい者しやが国を見捨てるなど、あってはならない）

（民はみんな、この国から逃にげていくのに？）

（そう言ってくれるな）と、金髪の青年は苦く笑しようした。（私には、生まれた国を離はなれる勇気もないんだ。家族も先祖も、ここに眠ねむっている。……離れがたくて）

　語ご尾びは独白めいていた。

（ばかげてる。国に殉じゆんずるとでもいうのか）

（そうなるだろうな、この土地を去らなければ）

　金髪の青年は、そう言うとうつむいた。（ここには私の父ちち母はは、姉たちと兄、許いい嫁なずけも眠っている。かれらを置いていくことはできない。合ゴウの大陸でもっとも栄えい華がを誇ほこった大国、虹フア鳥ム・帝リー国スも終しゆう焉えんを迎むかえたのだろう。……どんな国も、いつかは必ず滅ほろびる。それが私の代だったというだけだ）

　青年の声は淡たん々たんとしていた。

　沈ちん黙もくの中を、風が音を立てて吹き抜ぬけていく。

（……ナナキ、君の国がこのようにならないことを祈いのっているよ）

（どんな国もいつかは滅びるというのなら、神杖だっていつかは滅びる。復活盟約のもとに集つどった国々もそれは変わらない）

　七樹の声は苦々しげだった。

（シンジョウとはどんな国なのだ？）と、青年が問う。（強大で美しい国だと聞き及およんでいる。神に守られているのだろう？）

（神は見ているだけの傍ぼう観かん者じゃないのか）

（そうであってほしいというのが私の考えだ）

　青年は答えた。（神の力は、人間ひとには計り知れない。われわれが神に祈るのはいつも謝意だけだ。願えば代だい償しようを求められる。……ナナキ、君には感謝しているよ、神に対するように）

（神になんかなりたくねえ）

　七樹の答えは乱暴だった。（俺はあんたの大切な人を助けられなかった。感謝なんかいらねえ）

（だが、彼女は今では安息の中にいる。このように国が滅ぶのを見ずに済んだ。それで、よかったのだろう。長く生きれば、それだけ多くつらいものも見なければならない）

　青年はふと、その場に跪いた。

　七樹の視線が下へ向けられる。

　足もとは、ふたりの立っている場所から様相を変えて、透とう明めいな氷に覆おおわれていた。氷の下にいくつもの影がある。目を凝こらすと、それが無数の人であることがわかった。氷の中に、数え切れないほどの死し骸がいが横たわっていたのだ。

（見ろ、彼女は笑っている。後こう悔かいは少なかったのだろう）

　すぐ近くにある死骸は、長い黒くろ髪かみの女性だった。白い顔は確かに微笑ほほえんでいる。安らかな死に顔だったが、生きているようにも見えた。

（私は、最後まで生きるようにするよ。六ラウ星ム・大タイ君クーンの最後のひとりのように。それが私の役目であり、課せられた使命だ）

　鋭するどい音が、再び鼓こ膜まくを突つき抜けていく──




　ふっと目の前が明るくなった。

　議場の入り口左側の壁かべは硝子ガラス張りになっていて、陽が燦さん々さんと射し込む。その明るさだった。白雪は小さく息をついた。

　ゆっくりと頭こうべを巡めぐらせると、議場は水を打ったように静まり返っている。

「……今、見えたものが、この者の記き憶おくですか」

　口を開いたのは、賀宗だった。ひどく痛ましい顔をして、床ゆかにうずくまる七樹を見おろしている。

　七樹は驚きよう愕がくの表情を浮うかべ、全身を震ふるわせていた。

「そうだ」

　答えたのは灰桜だった。憐あわれみに似た顔をして七樹を見ている。その手はすでに七樹から離れていた。

「虹フア鳥ム・帝リー国スは、合ゴウの大陸でも古い歴史を誇る国です。それがすでに滅びたとは」

　立ち上がって発言したのは、顔の半面を布で覆った朔穂だった。「聞き及んでおりませぬ」

「そうだ、初めて聞く話ぞ」

　財たから部べ卿きようの来らい要ようが、ぶるぶると頰の肉を震わせて言った。

「確かに、聞き及んではおりませぬが、虹フア鳥ム・帝リー国スに送ったはずの間かん諜ちようとも連れん絡らくが取れなくなっています」

　賀宗が低く告げた。「本格的な調査をせねばなりませぬ。もし、本当に竜珠によって大地が滅びに瀕ひんするというならば、それについても対策を講ずるべきでしょう。方法としては、竜珠を根絶するか、それとも竜泉、竜道を封ふう印いんするか、陛下のご判断によれば、そのふたつがもっとも有力です」

　賀宗が白雪を振り返った。白雪はそれへ、無言のうなずきを返す。

「しかし、竜珠が大地を滅ぼすというのがただの流言だとしたら、」

「流言でなかったとしたら、と考えておいたほうがよいでしょう」

　さらに言いつのろうとした来要に、賀宗は語った。「つねに最悪の事態を想定しておくべきです。ただの流言であったならばいいが、そうでなかったとしたら、対応が遅おくれましょう。皆みな、それを念頭にお考えください」

　八公はそれぞれ、ちらちらと隣りん席せきと目を合わせている。

「確かに、杖州公のおっしゃる通りです。が、……実際のところ、我が国は竜珠なくして成り立たない」

　式しき部ぶ卿きよう、朗ろう円えんが静かに口をひらく。

「それについては、ゆるやかに移行するしか、今のところ方法はないと思われます」

「ですが、民たみは納なつ得とくするでしょうか。竜珠であることがすでに生業そのものである者も少なからずいます」

　次に言葉を発したのは、治じ部ぶ卿きよう、世せ津つだった。

「それについて、できるだけ早く結論を出すべく論じ合うべきでしょう。とはいえ、しばらく時間が必要でしょうが……」

　ふいと、賀宗は七樹を見た。「ひとまずこの者を施療館へ。このまま捨て置くわけにはいかぬ」

　その言葉に従って、壁ぎわで控ひかえていた青竜隊が動き始めた。










　朝議は昼過ぎまでつづけられたが結論は出ず、翌日に持ち越こされることとなった。

　奥殿に戻もどって軽く昼食を済ませた白雪は、髪かみが黒く見えるように術をかけ、斎王の装束からいつもの動きやすい側仕えの衣装に着き替がえると、由永に行き先を告げてひとりで施せ療りよう館かんへ赴おもむいた。

　七樹は科とが者ものではあるが、七樹自身は術師の殺害に直接関かかわっていないため、その身は杖州公預かりとされた。その杖州公の計らいにより、監かん視し役は青磁となった。

　施療館は奥殿から見て左さ翼よくにある。白雪が半ば駆かけるようにして回かい廊ろうを早足で歩いていると、名を呼ぶ声がした。思わず振り向くと、琥珀がこちらへやってくる。

「どうしたの、そんなに急いで。どこへ行くんだい？」

　やわらかい微笑を浮かべながら、琥珀は問う。白雪はまばたいてから、じっと琥珀を見つめた。

「施療館よ」

「七樹に会いに？」

「会いにというか、……ようすを見に」

　何な故ぜか琥珀の態度がいつもと違ちがう気がして、白雪は彼をじっと見た。だが、琥珀は変わらず、やさしい笑え顔がおのままだ。

「どうして」

　さらに問われ、白雪は唇くちびるを嚙かんだ。

「琥珀も見ていたでしょう？　あの人をあんな目に遭あわせたのはわたしよ。あの人、わたしが、……わたしが灰桜に命じたから、記憶を引き出せって」

　声をひそめて答える。周囲を慮おもんぱかったのだが、回廊には他ほかに人ひと影かげはなかった。

「それに、あの人に何かあったら、茉莉が悲しむし、青磁がいらいらするわ」

「それだけ？」

　いつにない琥珀の執しつ拗ような追つい及きゆうに、さすがに白雪も、彼が怒おこっているらしいと気づき始めた。

「琥珀、どうしたの？」

　問い返すと、琥珀の顔から笑顔が消えた。ひどく真しん剣けんな表情で、彼は白雪を見つめる。

「君は、ずいぶんと彼のことを気にしてる」

「そりゃあそうよ、茉莉にも悲しい思いをさせてしまったし……」

「それだけじゃないように、僕には見えるよ」

　ふいに、琥珀の声が悲しげな色を帯びた。白雪は驚おどろいて、琥珀の腕うでを摑つかむ。

「琥珀？」

「なんでもない」

　琥珀は首を振ふった。「それより、彼なら施療館にはもういないよ」

「え」

　白雪は目を丸くした。

「杖州公は、茉莉のこともあるからか、彼を疎おろそかに扱あつかいたくないみたいだ。親王御ご所しよに幽ゆう囚しゆうすると言って、青磁に連れて行かせたよ」

　白雪はあまりにも驚いたが、なんとか声を出さずに済んだ。七樹を、王族の住まいである親王御所に留め置くなど、賀宗とは思えない公私混同っぷりだ。

　賀宗は科者なので、個人の自由はほとんど無きに等しい、今では公務のために使役される下人のような立場にある。寝しん食しよくも最低限しか許されず、ただ働くことを課されている。また、本人もそれを償つぐないとして諾だく々だくと受け容いれ、国のために身を削けずって働いていた。

　そんな彼のたったひとつの私事といえば、血けつ縁えん者であり、心の慰なぐさめである茉莉だろう。彼女が誕生するに至った経けい緯いはあまりに複雑で、また賀宗の責任も少なからずあった。そのためもあってか、賀宗は茉莉と正式に対面し、血縁であると認められてのちは何くれとなく気に懸かけるようになっていた。

　その茉莉にとって、七樹はかけがえのない存在だ。これを併あわせて考えれば、賀宗が私人として七樹を擁よう護ごするのもうなずける。

「じゃあ、戻らなきゃ」

　親王御所は奥殿の右う翼よくにある。白雪は来た道を戻ろうと歩き始めた。

「待って」

　琥珀のやわらかい呼びかけが、白雪の足を止めた。

　白雪は訝いぶかりながら振り返る。

「琥珀？」

　呼び止めたもののなかなか話を切り出さない琥珀に、白雪は焦じれて呼びかけた。「いったいどうしたの？　さっきから、」

「君は、」

　琥珀の声が、白雪の言葉を遮さえぎる。「……いや、僕も一いつ緒しよに行っていいかい」

「……ええ」

　琥珀のようすがいつもと違ちがうのは白雪にもわかる。怒っているのかと思ったが、そうではないらしい。白雪は歩き出しながら少し考えたが、答えが出なかったので思考を切り換かえた。

「琥珀、そんなにわたしのことばかり心配しなくていいのよ」

　青磁もだが、黒曜も自分を案じて命が縮まると言っていたのを白雪は思い出す。それは斎王の近衛という職に就いているためもあるだろうが、それだけでなく自分を大切にしてくれているからなのを、白雪は痛いほど知っている。

　蘇芳と琥珀もそうだ。だから、琥珀がその延長線上で自分を案じているのだと思った。

「心配、……そうだね、心配は、してるよ。白雪はいつも無茶ばかりするから。でも、僕が言いたいのはそうじゃないんだ」

　早足で親王御所に向かう白雪の横を、琥珀も早足でついてくる。

「それに、琥珀が心配するほど、彼はわるい人じゃないわ。いい人でもないけれど」

　白雪は、これまでの七樹との会話を思い出して少し苛いらついた。「どっちかっていうと、話してるといつも腹が立ってくるのよ」

「腹が？」

　琥珀が意外そうな声を出す。

「だって、勝手なことばかり言うんだもの。あんなふうに、……自分を粗そ末まつにしたら、悲しむ人がいるって、わかってないのよ。なんておばかさんなのかしら！」

　白雪の口調がおかしかったのか、琥珀はふき出した。

「白雪、そんなこと言うけど、君だって自分のことを省みなさすぎるよ。──君と彼は似てるのかもしれないね。だから、気になるんだ」

　琥珀の言葉に、そうか、と白雪は納得した。確かに言われてみれば、七樹に対して苛ついたり腹立たしく感じるのは、自分に似ているからかもしれない。
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　そう考えて、ん、と白雪は疑問に思った。

「わたしって、そんなに自分を省みてないかしら」

「うん」

　琥珀は力強くうなずいた。「それに、周囲の人が心配しているのに自分を粗末に扱うのは君も同じだ。それは自覚したほうがいい。君は斎王なんだからね」

　いつもは白雪の言動を咎とがめない琥珀が、めずらしく苦言を呈ていする。白雪は神しん妙みような顔をしてうなずいた。




　親王御所は、もとは親王として扱われていた近衛たちが育った場所であり、白雪も生活していたので、今も親しみがある。ふだんは人の出入りがないためひっそりとしているが、奥殿からの回廊を抜ぬけると人の気配がした。遠くから声も聞こえる。白雪は足をますます早めた。

　御所の入り口からもっとも近い部屋は、来訪者をもてなす客間になっている。その扉とびらを叩たたくと、青磁の声で誰すい何かされた。

「誰だ」

「白雪よ」

　すぐにがちゃりと扉が開く。隙すき間まから、青磁が顔をのぞかせた。

「何しに来た」

　ぶっきらぼうな表情と声が、白雪を怯ひるませる。

「何って、彼、ここにいるんでしょう？　気になったから、見に来たの」

「見に来たのって、珍ちん獣じゆうじゃねえぞ、七樹は」

「……？　入れてくれないの」

　白雪が訊きくと、青磁は溜ため息いきをついて扉を広くあけた。

「さっきまで、意識がなかった。今も少し混乱してる」

　客間に置かれた長なが椅い子すに、七樹は横たわっていた。その傍かたわらで膝ひざをついているのは黒曜だ。複雑な顔をして七樹を見おろしている。蘇芳の姿は見えない。

「杖州公の計らいで、こいつを尋じん問もんにかけずに済みそうだ。どうせわかることも少ないだろうしな」

　白雪が長椅子に近づくと、青磁が告げた。

　尋問とはつまり拷ごう問もんそのものの場合もある。白雪もそれを案じていたから、青磁の言葉には安心した。拷問の凄せい惨さんさは白雪も知っている。神杖の政まつりごとは科とが者ものには酷むごい面も見せた。

「よかったわ」

　ほっと白雪は息をついた。七樹は、痛めつけても早々に屈くつするようには見えない。そうでなくとも、頑かたくなな相手を力で圧おしつぶすようにして口を割らせるのを白雪は好まなかった。できれば言葉でわかり合えたらと、いつも考えている。

「寝しん所じよで寝ねかせてあげないの」

「王族でもないのにそんな扱いはできない」

　青磁の言葉に、黒曜が肩かたをすくめた。

「青磁はさっきからそう言っている。だが、俺たちも王族ではなかったのに、」

「黒曜、そんなことはどうでもいいだろう」

　青磁が遮った。青磁は杖州公とは逆に、縁えんがあるからこそ七樹を特別扱いしたくないのだろう。青磁らしい公平さだった。

「それより、そいつの具合はどうなんだ。目はさましているんだろう」

「意識が混乱しているようだ」

　黒曜は静かに答えた。

「記き憶おくを無理に引き出されたなら、混乱もするだろうね」

　白雪と一緒に客間に入ってきていた琥珀が初めて口を開いた。白雪はその言葉に不安を煽あおられる。長椅子の横に立つと、黒曜のように膝をついて七樹の顔を覗のぞき込んだ。

　七樹はまぶしげに白雪を見上げた。感情の昂たかぶりによって濃のう淡たんを変える瞳ひとみが、澄すんだみどりいろをしていた。焦しよう点てんは合っておらずぼんやりとかすんでいる。覗き込んだ白雪を誰かと間ま違ちがえたのか、七樹は呻うめくように何者かの名を呼んだ。

「……」

　七樹の手が伸のびてくる。白雪は反射的にその手を握にぎった。がっしりとした骨張った手が、どうしてか頼たよりなく感じる。指先も、手のひらも、どこもかしこも熱を帯び湿しめっていた。

「だいじょうぶよ。怖こわくないから」

　七樹が不安がっているのだと思い、白雪は励はげましの言葉を口にした。七樹はまた、何か呟つぶやいたが、やがて何度か瞬まばたきを繰くり返した。

　目の焦点が合うと、七樹ははっとしたように手を引いた。

「なん、……で、あんたがいるんだ」

「気がついた？」

　状じよう況きようが摑つかめていないのだろう。七樹は身を起こすときょろきょろと辺りを見回した。

「あなた、議場で倒たおれたのよ。灰桜があなたの記憶を無理に探ったから。……本当にごめんなさい、ひどい目に遭あわせてしまって」

　白雪の言葉で、自分がどうなったのかを思い出したらしい。七樹は顔をしかめた。

「ひどい目ってわけじゃない。驚おどろいただけだ。急に昔に引き戻もどされて……」

「灰桜がどうやってあなたの記憶を引き出したかはわからないけれど、あれは、あなたの体験したことなの？」

「あれって、なんだ。どれのことを言ってる」

「雪原で、……氷の下に、たくさんの人の、」

「あれは合ゴウの大陸の虹フア鳥ム・帝リー国スに行ったときのことだ」

　そのつづきを白雪に言わせまいとするかのように、七樹は早口で答えた。「もうあの国も滅ほろびた。……彼も、死んでしまったと伝え聞いた」

「彼は、誰」

「虹フア鳥ム・帝リー国スの大タイ君クーンさ」

　七樹は感情のまったくない声で答えた。「彼が最後まで生きていたはずだ。最後の大タイ君クーンだから、国の最後を見届けると言っていた」

「大タイ君クーンって、王のようなもの？」

　七樹の言葉を聞くうちに、白雪は理解した。虹フア鳥ム・帝リー国スという国がどこか遠い土地に存在するのは聞いたことがあったが、どこにあるどんな国なのかまでは知らなかった。統治形態も神杖とは異なるのだろう。

「ああ。……あんたと一いつ緒しよだ。──あんたも国を滅ぼして、最後のひとりになりたいのか」

　七樹の目が鋭するどくなった。白雪は戸と惑まどう。

「そんな、まさか」

「だったら、さっさと竜珠をすべて壊こわしてしまうべきだ、こう──」

　七樹の手が白雪に伸ばされる前に、長椅子の背に回った青磁が後ろから腕うでを摑んだ。

「いくらおまえでも、陛下に無礼はゆるさん」

　青磁の声はひどく冷たかった。七樹はそれに怯むことなくわらう。

「そうだな、青磁。近衛だったらそうするべきだ。……俺なぞ、慮おもんぱかる必要はない」

　白雪は思わず手をあげた。自じ棄きする呟きをそれ以上聞きたくなくて、七樹の頰ほおをひっぱたく。

「ばかっ」

　叫さけぶと、七樹が殴なぐられた頰を押さえてぽかんとした。その頰がみるみる赤くなっていく。七樹の腕を押さえていた青磁は呆あつ気けに取られ、その後ろで黒曜が笑いを嚙かみころしている。琥珀は眉まゆを寄せていた。

「青磁はあなたが大切なのよ！　どうしてそんなことを言うの！　青磁を傷つけて楽しい？　そうやって、自分を捨てて悲劇に浸ひたって気持ちいいの!?」

「な、」

「あなたみたいなわからずやなんか、」

　白雪はそれ以上言葉が出ず、七樹の襟えり首くびを摑むと、もう一度頰を張った。

「待て、おい、そこまでにしとけ」

　再び殴りつけようとした白雪の手首を、慌あわてて青磁が摑む。白雪はそこでようやく我に返った。七樹を叩いた手のひらがじんじんと痛む。そこではっとなって見ると、七樹の両頰は真っ赤になっていた。

「あ、あなたはそうやって、自分を捨てるだけなら簡単だと思ってるんでしょう。でも、自分を捨てるってことは、あなたを好きな人たちも一緒に捨ててしまうのと同じなのよ。あなたが傷つけば、あなたを大切に思っている人も傷つくのよ、それはあなたがその人たちを傷つけるってことよ、どうしてそれがわからないの？」

　白雪がまくし立てるのを、七樹はぽかんとして見ている。その顔つきが幼く見えて、白雪はますます腹が立った。本当は自分とさほど変わらない年のくせに年上ぶっているのも、誰かのために役に立ちたいと言いながら自分を捨てるその態度にも、何もかも、七樹はただただ白雪をいらつかせる。

　何故なのだろう。

「白雪」

　黒曜がそっと近づいてきて、白雪の頭に手を載のせた。その感かん触しよくがふいに強い郷きよう愁しゆうを起こさせる。鼻の奥が痛くなったが、白雪は涙なみだをこらえた。感情の昂ぶりのまま人前で泣くなどというみっともないまねを、神杖を統治する斎王がするわけにはいかない。

「……叩たたいて、ごめんなさい。それに、無理にいやなことを思い出させてごめんなさい」

　やっとのことで、それだけはきちんと謝った。

「叩かれたのはともかく、別にあれは、いやなことじゃない」

　七樹は苦く笑しようを含ふくんだ口調で答えた。「俺はあの大タイ君クーンがけっこう好きだったからな。──あの人の許いい嫁なずけが死にかけてたのを助けようとしたんだけど、できなかった。それがつらくてずっと忘れるようにしてたんだが、思い出せてよかった。本当に、いい大タイ君クーンだったんだ、あの人は。育ちがよすぎて、ばかかと思うときもあったけどな」

　懐なつかしげに語るその声こわ音ねに、白雪の胸がちくりと痛んだ。喉のど奥おくが渇かわいた気がして、何度も唾つばを飲み込む。

「どうして虹フア鳥ム・帝リー国スに行ったんだ」

　青磁が訊きいた。

「復活盟約国に正式な使者が来て、支し援えんとして赴おもむいたんだ。だが、遅おそかった。国土の七割が凍こおりついて、農業どころか他ほかの産業もままならなくなった。もとは鉱脈が国の主な資源だったから、食しよく糧りようはほとんど通商で賄まかなっていたのに、氷期で山を掘ほれなくなって……」

　そこで七樹は言葉を切った。何故か焦あせったような顔をする。

「七樹？」

　青磁が訝いぶかしんで名を呼ぶと同時に、閉めたばかりの扉とびらが叩かれた。七樹は慌てたように長なが椅い子すから立ち上がろうとするが、眩暈めまいでもしたのか頭を抱かかえてしまった。

「おい、どうしたんだ、おまえ」

「ちょ、……やめてくれ、頼たのむから」

「蘇芳」

　扉をあけた琥珀が声を上げる。「どうしたの」

「彼に、会わせようと思って」

　そう言いながら入ってきたのは蘇芳だった。

　その後ろから、茉莉が。

　七樹は首を振ふると、両手で顔を覆おおった。まるで、隠かくれるように。

「……ななにい？」

　蘇芳の後ろから入ってきた茉莉が、呼んだ。

　白雪は立ち上がると、茉莉に近づいて肩かたを抱だいた。無言で促うながすと、茉莉はふらふらとした足取りで長椅子に近づく。

　茉莉を案じているのは賀宗だけではない。蘇芳にとってもまた、かけがえのない存在なのだ。彼女が七樹をどれほど大切に思っているか、蘇芳もよく知っている。だからこそ、引き合わせるために連れて来たのだろう。

「──なんで、俺だってわかった」

　しばらく沈ちん黙もくがつづき、白雪がじりじりし始めたころ、ようやく七樹は顔を覆っていた手をはずして茉莉のほうを向いた。

「なんでって」

　茉莉はちょっと笑った。「だって、ななにいだもの。わからないはずないでしょう。ななにいだって、わたしのこと、すぐわかったのよね」

　昔は舌が回らなかった『ななにい』が、今はちゃんと言えるほどに茉莉は成長したのだ。

「こんなに変わっちまったのに？」

「うん、びっくりした」

　茉莉は今度は、ひどくおかしそうに笑った。「だって、すう、……蘇芳さまより年上に見えるんだもの」

「ちょっと、いろいろあってな。──おまえも、変わった、驚いた。そんな、いいところのお嬢じようさんみたいな格好して」

「これはひいなの制服よ。お仕事の服だから。もっといい服も、今は持ってる」

「よかった」と、七樹はほっとしたように呟つぶやく。「おまえのこと、心配だったから」

「ねえ、ななにいは、どんなわるいことをしたの？」

　茉莉が笑うのをやめて、じっと七樹を見た。七樹は言葉を詰つまらせる。

「賀宗さまに、聞いたわ。国にとってよくないことをするかもしれないから、しばらくはお城から出せないって。本当は、わたしも、会ってはいけないって言われた。でも、蘇芳さまに頼んだの。一度でいいから、どうしても会わせてって」

「確かに俺は科者だ」

　七樹は溜ため息いきのように吐はき出した。「だから、もうおまえには会わないほうがいいんだ」

　白雪は息をのんだ。まさか七樹がそのように断言するとは思わなかったのだ。さすがに茉莉も絶句している。

「俺のことは忘れてくれ。もう一度会えたのはうれしかったが、俺はもう死んだと思って、」

　白雪は拳こぶしを握にぎりしめると、七樹に駆かけ寄ってその勢いのまま、頰に叩きつけた。
















　その夜遅く、寝しん所じよに入ってから白雪は、燭しよく台だいで床ゆかに影かげを落として灰桜を呼び出した。

「すまなかった、白雪」

　出てきた灰桜は、開口一番そう謝った。「俺のせいで、あいつを」

「いいのよ、わたしのほうが何倍もひどい目に遭あわせたから」

　白雪は灰桜が言い終えるより先にそう告げた。「見てたんでしょ、灰桜も」

「……うん。びっくりした」

　灰桜は、思い出したようにちいさく笑った。

　議場で七樹が倒たおれたとき、灰桜は責任を感じたのか、白雪にただ一言『すまない』とだけ告げて白雪の影の中に入ってしまった。以来、呼びかけても今まで返事をしなかったのである。

　灰桜ではなく、灰桜に命じた自分が悪いという自覚のあった白雪は、彼の笑顔に安あん堵どを覚えた。灰桜が悄しよう然ぜんとしているさまは、それが彼自身のせいだとしても憐あわれをもよおす。これも、幼く見える外見のせいだろう。

「白雪が、実はずいぶんがさつなのは知っていたが、あんなふうに他人に手をあげるのは初めて見たな」

「そうなのよね」

　白雪は溜息をつくと、寝しん台だいに腰こし掛かけた。「彼は、わたしを怒おこらせるのが巧うまいのよ。本当に腹が立つの。──どうしてあんなことを言うのかしら」

「大切な存在を持っている者は、自分が傷ついたほうがましだと考える場合がある。それなのだろう」

「ばかだわ」

　白雪は呟いた。

「だが白雪、それを言うなら白雪もばかだ。白雪にも大切な者がたくさんいて、かれらを守るために身を削けずっているだろう」

「それがわたしの仕事だもの」

　神杖に来たばかりのころとは違ちがう。白雪は今や斎王なのだ。何も知らなかった小こ娘むすめが、少しはましな小娘になった程度かもしれないが、自分のすべきことはわかっている。たとえこの大地が呪のろいから解き放たれ、斎宮の祈いのりや聖王の受容を必要としなくなっても、白雪は斎王としての統治を求められているのだ。であれば、全力でそれに応こたえるだけだ。

　しかし、七樹は違う。

「それでね、灰桜、記き憶おくを読み出すのって、あんなふうに負担がかかってしまうものなの」

「肉体の記憶だから、体に負担がかかったんだ」

　灰桜は、ややためらいながら説明した。「白雪、心配しているようだが、……俺が知りたいと考えているのは、あいつの魂こんの記憶だ。肉体の記憶は、昼のときにほぼ読めた。そこに俺との接点はなかったから、あとは魂を読むだけだ」

「魂、を……？　魂に、記憶なんてあるの？」

　人間の心、思考につながる意識は、霊れいそのものだと考えられている。その霊を肉体と結びつける役割を果たしているのが魂だ。肉体が朽くちると霊と魂は肉体から離はなれるが、生きていた年数によっては互たがいに絡からみ合い固く結び合わさって、なかなか離れられない。年月を経へてお互いから解き放たれれば、霊は天堂に召めされ、魂は新しく生まれてくる別の体に入るか、もしくは天の大河に戻もどって他の魂と混じり合うと言われている。

　つまり、こうして生きている白雪が死んだら、白雪の意識は霊となっていつか天堂に召されるが、魂は別の者に入って生まれ変わる可能性があるというわけだ。

　その際に前ぜん生しようの記憶が残っていては混乱するので、魂には記憶が蓄ちく積せきされないという。

「記憶というか、跡あと、だろうか。それを読み取れば、あの魂が今こん生じようより前はどの人間に入っていたかがわかるはずだ。……白雪の前生も、魂を読めばわかる。だが、ふつうは知りたくないだろうし、知ってもどうしようもないだろうから、読んでいない。──知りたいか？」

　問われて白雪は戸と惑まどった。

「知ってどうなるの？　何か、いいことある？　だってそれは、わたしの魂の生まれ変わりだとしても、わたしそのものじゃないんでしょう。だったら、わたしとは関係のない別人よね」

「そのとおりだ、白雪。だが、完全に無関係ではいられないらしい。前生と今生は、ごくまれに対応する場合もあるようだが、常にそうではないのでただの偶ぐう然ぜんだろう。──しかしまた、偶然ほど奇き妙みようなものはないのだが」

　偶然とは必然だ。

「魂の記憶を読んでも、あんなふうにならない？」

「ああ」

　灰桜はうなずいた。「今度はもっと巧くやろう」

「だったら、今から行きましょう」

　白雪はすっくと立ち上がった。灰桜が目を丸くする。

「白雪、もう夜よ更ふけだぞ」

「彼の身が科者として留め置かれている以上、あまり時間はないわ。急いだほうがいいと思うの」

「淑しゆく女じよは夜更けに男の寝所を訪ねたりしないものだろう」

「わたしは淑女じゃないし、あの人より強いから別に平気よ」

　白雪は拳を握りしめて見せた。七樹を殴なぐって腫はれた手は、黒曜に施療されたので今はなんともない。

　母の白鷺も乱暴者だったという話をよく聞くが、その血が今になって表に出てきたのだろうかと我ながら思う。以前だってさほど気が長いとは言えなかったが、最近さらに短気になってしまった気がする。

　最近、ではない。

「あの人、わたしをいらいらさせるんだもの」

　白雪は立ち上がって寝ね間ま着きの上に長い上うわ衣ぎを羽織った。前を開くと、灰桜が上衣の内側に滑すべり込んでくる。

「ぶちたくもなるわ」

　白雪は呟いてから、呪じゆ詞しを唱えた。移りの術はたやすく発動して、ふたりは次の瞬しゆん間かん、親王御ご所しよの入り口に移っていた。

　斎王である白雪が許可したので、七樹は寝所に寝ねているはずだ。自分も使ったことのある寝所へ白雪は急ぎ足で向かった。

　寝所の扉とびらを叩たたくと、監かん視し役としてついている青磁が扉をあけた。白雪を見てぎょっとする。

「おまえ、なんでここに」

「ちょっと、話があるの、七樹に。話というか、お願いが」

「おっ、おねがい？」

　何故か青磁は目を白黒させた。「な、何を考えているんだ、おまえは！」

「何って、灰桜が」

　白雪は、肩かたを抱だいていた灰桜を示す。「七樹のことを、知りたいって言うの」

　これまでの経けい緯いを省略してごく簡単に説明するとそうなる。しかしそれだけではわかりにくかったのだろう、青磁は微び妙みような顔をした。

「灰桜が、七樹を？」

「中に入れて。寒いから」

「……寝間着姿で男の寝所に来ていいと思ってるのか」

　青磁は小言を口にしながらも、白雪を部屋に入れてくれた。

「だって、青磁がいるから、危ないことなんてないでしょう」

　白雪の言葉に、青磁は深く溜ため息いきをついたが、何も言わなかった。

　親王御所の寝所は、控ひかえの間が入り口側にあり、奥が寝ね間まになっている。二室をつなぐのは扉でなく帳とばりの降りている入り口だ。寝所は壁かべの蠟ろう燭そくがまだ消えておらず、明るかった。

「七樹、客だ」

「客？」

　寝台に横たわっていた七樹が起き上がった。青磁の後ろから入ってきた白雪を見て、彼はぎょっとした顔をする。

「なんなんだ、また殴られるのかよ」

「もう殴ったりしないわ」

　白雪はやや憮ぶ然ぜんとした。「あなたが自じ暴ぼう自じ棄きだから、頭に来るだけよ。あんなこと言わなければ殴ったりなんかしないわ」

「じゃ、なんだ」

「殴ってごめんなさい。……それと、この子のこと」

　白雪は、自分の後ろに隠かくれるようにしてついてきていた灰桜を前に押し出した。

「……また、あれをやられるのか？　勘かん弁べんしてほしいんだが」

　七樹は眉まゆを寄せた。記憶を読み出されたのがよほどこたえたのだろう。

「拷ごう問もんされるよりはましだが、気持ち悪くてたまらなかったぜ」

「その、……灰桜、」

　どうにも説明しがたくて、白雪は灰桜の傍そばに膝ひざをつき、その顔を覗のぞき込んだ。灰桜は眉を寄せていたが、やがて寝しん台だいに近づくと、じっと七樹を見た。

　七樹はその視線を受けると、居い心ごこ地ちわるそうに身をすくめる。

「なんだ？」

「おまえの、……魂こんの跡を触さわらせてくれ」

　まだ七樹に対して怯おびえがあるのだろうか。灰桜はやや口ごもりながら告げた。

「魂の？」

「そうだ。俺は、おまえの前生が、見たいんだ」

　七樹を見る灰桜の目には、切せつ羽ぱ詰つまった色が浮うかんでいる。しかし七樹はそれには気づかなかったようだ。

「前生なんか、あるわけねえよ」と、鼻を鳴らして呟つぶやく。「人が生まれ変わるなんて、あるわけない。ばかばかしい」

　これには白雪も驚おどろいた。

　灰桜は、信じられないというように七樹を見つめる。その不安げなさまに、白雪は思わず立ち上がった。

「ばかばかしいって……霊れいはともかく、魂は生まれ変わるでしょう」

「なんのために？」

　七樹の問いに、白雪ははっとした。

　なんのために。

「それは、わからないけど……」

「人なんて、死んだら消えて終わりだ」

　なんという殺さつ伐ばつとした考え方なのだろう。白雪は悲しくなった。確かに、生まれ変わったとしても今の自分には関かかわりないのだから、そのように考えても意味がないのはわかる。だが、七樹のようにどこか投げやりにも感じられる言葉は痛々しい。

「まあ、おまえの気が済むなら、好きにすりゃいいさ」

　悄しよう然ぜんとしてしまった灰桜が気の毒に思えたのか、七樹はぼそぼそと呟いた。

　灰桜はそれにはっとしたように顔を上げる。

「いい、のか」

「好きにしろって言ってるだろ」

　乱暴な答えに、灰桜はおずおずと手を伸のばして、七樹の右手を取った。七樹はしばらく黙だまっていたが、やがて顔をしかめる。

「こいつ、子どものくせに、なんだってこんなに力が強いんだ」

「灰桜は輝き石せきだし、見た目より年を取っているから……痛いの？」

「……どうってことないさ」

「痛いなら痛いって言えばいいのに」

　後ろで青磁の溜息が聞こえた。思わず白雪は振ふり返る。

「青磁？」

「いや、……陛下は母君に似てきた」

「誉ほめ言葉よね？」

「白雪、ここに座って、手を貸してくれ」

　青磁が答えるより先に、灰桜が呼んだ。向き直ると、灰桜に手を引かれて七樹の隣となりに座らされる。灰桜が左手を取って、七樹の右手に重ねた。反射的に白雪は手を引こうとしたが、手首を摑つかんだ灰桜の指先はぴくりともしない。手のひらを合わせるように載のせられて、白雪は体に汗あせが噴ふき出るのを感じた。

　灰桜は、ふたりの前に立って目を閉じた。上に重ねた白雪の左手、下で受け止める七樹の右手を、灰桜は上と下から両手で包み込んでいる。やがて、灰桜の手が光を帯び始めた。包み込まれている白雪と七樹の手もその光の影えい響きようを受けて、自ら光り始める。

　灰桜の唇くちびるから呪詞のような響ひびきが流れ始めた。耳を澄すませると、それは唄うたのようにも、楽器が奏かなでる旋せん律りつそのもののようにも聞こえる。

[image: ]

　鼓こ膜まくを震ふるわせていた響きはやがて脳の奥まで染しみ通り、白雪の意識はゆっくりと拡散していった。




　足もとにある小さな骨は、子どものものだ。転がる髑され髏こうべは眼がん窩かがぽかりと空あいて、人はそれを不ふ吉きつに感じるのだろう。だが、彼の胸に湧わくのは怒いかりと悲しみばかりだ。

　白雪はぼんやりと、彼の斜ななめ後ろから、彼の見ているものを見、彼の感じている思いを味わった。

　彼、──白雪の前で背を見せている男は、背が高い。後ろから見ているだけだから、顔はわからなかった。だが、彼から伝わってくる胸中の激情は、白雪に痛みを感じさせるほど強かった。

　彼が見おろしているこの髑髏の主あるじは、結局、一言もその声を彼に聴きかせてくれなかった。だから、彼はこの子どもの名前を知らずに終わった。

　一度でも名を呼んでやりたかった、と彼は後こう悔かいしていた。

　彼が喉のどをつぶされた子どもと出会ったのは、寂さびれた寺院だった。建物ばかり立派だったが、集まる村人は少なかった。あのとき連れ出さなければ、こんなふうに死ぬこともなかったのかと彼は悔くやんでいた。

　一度でも名を呼んでやればよかった。彼の、慟どう哭こくにも似た悲しみが、白雪をがくがくと揺ゆさぶる。だが、その激情は、彼の背中を見ているだけでは悟さとれない。

　彼は深い回想に入っていた。

　閉じ込められていた孤こ独どくな子どもを解放して広い世界へ連れ出したつもりだった。こんな死に方をさせるくらいなら自分の旅に伴ともなうべきではなかったのか。この子のためと思いながら、本当は自分がこの子に孤独を癒いやされていた。なのに、結局は自分の都合で連れ回して、最後はこんな姿にしてしまった。自分のせいだ。こんな姿にされたのは、自分のせいなのだ。

　──だからといって、このようにこの子どもが殺されていいはずはない！

　ふいに彼の背が震えた。彼の中で、どす黒い何かが音を立てて湧き始める。

　だめ、と白雪は叫さけびそうになった。だが、声が届くはずもない。これは昔の光景だ。もういない人間の記き憶おくだ。魂にさえ刻まれたほどに傷ついたときの、記憶だ。

　この子を手にかけた者を殺そうと、彼は思った。それをゆるしたすべての者の命も奪うばわれればいい。

　掠りやく奪だつや暴力が横行するのは、それをゆるす者が存在するからだ。あらゆる殺さつ戮りくを根絶やしにするには、それを看過する者をも滅ほろぼせばいい。

　すべての者を殺してしまえば、こんなふうに不当に奪われる命もなくなるだろう。

　胸の裡うちが焼け焦こげているかと錯さつ覚かくするような憎にくしみが、彼の内側を満たしていく。憎しみは何も解決しないのに、と白雪は悲しく思った。

　ふと、近くに光の気配を感じて、白雪は視線をそちらに向ける。

（……力を求めるならば、俺に姿と名をくれ）

　怒りにも似た憎ぞう悪おに身を任せていた彼は、頭の中で響いた声に導かれてあたりを見回す。近くにわだかまる黒い影かげにすぐ気づいたが、特別驚きもしなかった。

（そうすれば、おまえの願いは容易に叶かなうだろう）

（姿と、名？）

　彼はおうむ返す。

（おまえが求める者の姿を思い浮かべればいい。その者の名で呼べばいい）

　反射的に彼が思い浮かべたのは髑髏の主の姿だった。その姿を引き写すように、わだかまっていた影がみるみるうちに変化していく。

　やがて、影は死んでしまった子どもの姿となった。

　白雪はその姿に悲鳴をあげそうになる。

（名は？）

（……知らない）

　影に問われた彼はそう答える。あの子どもと同じ名で呼びたい、という望みがちらりと彼の心をかすめたのを白雪は感じ取った。しかし、死者の名を知るすべを、彼は知らなかった。

（どんな名でもいい。俺だけの名前をくれ）

　そう求める子どもの姿をした黒いひかりは、灰桜の顔で笑っていた。




　拡散した意識が集束する。

「しらゆき」

　灰桜の呼びかけで、白雪は我に返った。左手が熱い。見ると、しっかりと握にぎりしめられていた。──七樹に。

　慌あわててふりほどこうとしたが、指が固まってしまってままならない。七樹も無言でやたらと手をふってはずそうとしているのだが、お互たがい、指先は動かすこともできないほど固く絡からまっていた。

「慌てると、攣つる」

　ふたりのさまを見て、灰桜が指し摘てきした。

「なんとかしてくれ」

　そう言う七樹に灰桜はうなずくと、絡んだふたりの指を一本ずつゆっくりほどいていく。

「……ふたりとも、何か、見たか？」

　灰桜は、交こう互ごに白雪と七樹の顔を見ながら、尋たずねた。

「見た」

　七樹がこくりとうなずく。その眉まゆは寄っていて、怒っているようにも困っているようにも見えた。

「見えたものが、……おまえの魂に刻まれた、前生の跡あとだ」

　灰桜はどことなく苦しいような顔をして、七樹を見つめた。

「あれが、この人の、……前生なの」

　白雪は、自分の見た情景を思い返しながら問う。転がっていた骨、その前に立ちつくす若者、わだかまる影。

　──あの影の得た姿は、今、目の前に見えている灰桜そのもの。

「魂の、前生」

「そうだ」

　灰桜はうなずくと、いとおしむようにそっと七樹の指にふれた。「おまえの魂は、遠い昔に、……あのとき、俺に姿をくれた者の生まれ変わりだ」

　七樹はされるがままに、灰桜に手を預けている。どうやら自分の前生云うん々ぬんを俄にわかには信じられないらしい。

「そして、おまえは封ふう印いんされている」

「……は？」

　灰桜の言葉がよほど思いがけなかったのか、七樹は目を丸くした。そうするとより幼く見える。

「おまえの外見が急速に年を取ったのは、本来の力を封印されているからだ。おまえはもともと、魂そのものに力を有している。輝石と同じ力だ」

　七樹は、言葉を失ってただただ灰桜を見ている。灰桜は、その注視から目を背けながらもつづけた。

「輝石の力は天に属し、竜珠の力は地に属し、そして理力は人に属する。どれも相あい容いれない。もともと持っていた天の力を封ふうじれば、人間としての本来持っている理力を使えるようにはなる。だが、封じられているだけで、その力はおまえの中から消えたわけではないから、理力を使うたびに体に負担がかかっていた。そのため、強大な式を打つと身が削けずれて必要以上に年を取る。……おまえの外見が実際の年ねん齢れいより年を取って見えるのは、そのせいだろう」

　灰桜は、じっと七樹を見た。「どうする。封印を解くか？　そうすれば天の力が解放されて理力は使えなくなるが、年は取らなくなる。もちろん、理力が使えなければ式は打てない」

「──急に、言われても……」

　七樹は戸と惑まどったように呟つぶやく。「しばらく、考えさせてくれ……」

　その言葉に、灰桜は黙だまってうなずいた。




「驚おどろいたな」

　寝しん所じよの外へ出ると、青磁が口を開いた。「魂の前生なんて知って、どうしたかったんだ」

「わたしが知りたかったわけじゃないわ」

　白雪は首を振ふった。「灰桜は、……ずっと、あの人に怯おびえていたの」

「怯えて？　とてもそうは見えなかったが」

　灰桜は疲つかれたのか、白雪の影に入っていた。何かを考え込んでいる感かん触しよくがある。だが内容を白雪に知られたくはないのか、詳しよう細さいまでは伝わってこない。

「最初に彼に会ったとき、取り乱していたわ。……怖こわい、とも言っていたの。でも、ずっと怖がるわけにはいかないじゃない。どうして自分があの人を怖がるのか、知りたがっていたの」

「で、その理由はわかったわけだ」

「さあ……わかったことは、灰桜の最初の主あるじが、彼と同じ魂を持っていたってだけでしょう。それが、灰桜の怖がる理由とは思えないわ」

　ふと、白雪は傍かたわらの青磁をじっと見た。

　青磁はばつのわるそうな顔をする。

「なんだ」

「青磁って、怖い、って感じる人、いる？」

　ふいの問いに、青磁は戸惑ったような顔をする。が、しばらく考えてから、

「おまえが怖い」と、溜ため息いきとともに答えを吐はき出した。

「わたし？」

　予想だにしなかった答えに、白雪は目を丸くした。

「それと七樹だな。ふたりとも、何をしでかすかわからなくて、怖い」

「そういう意味で訊きいたんじゃないんだけど……」

「だが、怖いという感覚は、予想がつかない未知のものに対して感じるだろう。おまえらふたりとも、やることなすこと予想できなくて、ほんっとに怖いんだぜ」

　青磁は憤ふん然ぜんとしていた。「だいたい、ふたりとも無茶ばかりする」

「あら、そんなことないわよ」

「頼たのむから、しばらくはおとなしくしていてくれ」

　懇こん願がんせんばかりの青磁に、白雪はなんとなくむっとする。

「いつだってわたしはおとなしいつもりだけど」

「つもりと事実は違ちがうからな！　あと、できればもう七樹をかまわないでやってくれ。女に殴なぐられたのがよほど応こたえてるみたいだから。平手はいくらでもあるけど、さすがに拳げん骨こつで殴られたのは初めてだと言っていた」

「平手はいくらでもあるって、そんなにも女のひとに殴られるようなことをしてるわけ？」

　白雪は釈しやく然ぜんとしない気持ちになりつつ尋ねた。

「というより、周りにいる女はやたらと気が強いと言っていたぞ。そのせいじゃないのか」

「ふうん」

「つまりおまえは、七樹の周りにいる女たちより気が荒あらいってことだからな！　まったく、どうしてあいつのことになると、そんなにむきになるんだ」

「むきにもなるわよ。あんなふうに、……無茶をするなんて、腹が立つもの」

「おまえだって無茶をするじゃないか」

「わたしは斎王よ。わたしにしかできないことがあるから、無茶をしたって仕方ないでしょう。でも、彼は、」

「あいつだって、あいつにしかできないことをしているんだろうよ」

　そう言われると反論できない。白雪は押し黙った。

「ところで、気になってるんだが」

「なあに」

「あの、九条とかいうやつに持たせた手紙だが、なんと書いたんだ？」

「文句があるなら天藍へいらっしゃいって、回りくどく書いただけよ」

　白雪がそう答えると、回かい廊ろうの壁かべに点ともされた蠟ろう燭そくの灯あかりでもわかるほどに、青磁は呆あきれた。

「おまえ、……なんでそんな無む駄だに喧けん嘩か売ってるんだ」

「そんなつもりはなかったけど」

「つもりはなくても、そうなってるぞ、結果的に」

　だとしても、今さらどうにもできない。

「九条は七樹を助けに来たし、他ほかにも七樹を助けたいって言ってた人はいたんでしょ。だったらあの手紙に腹を立てても、七樹を取り返しに来ると思うわ。そうしたら、話をしたいの。どうしたら、お互いにとってなるべく不快感の少ない方法で、お互いの主張を通せるかって」

「どっちかを選ぶしかないだろう」

「どういう意味？」

　白雪は首をかしげた。

「どう考えても、対立は避さけられない。竜珠を壊こわすという主張を先方が取り下げない限り、俺たちが応じられると思うのか？」

　青磁の言葉をもっともだと思いながらも、白雪は反はん駁ばくする。

「でも、朝議でも言っていたでしょう。遠くないうちに氷期が訪れる前提で考えたら、そうも言っていられないわ。もっとも、来ないならばそれに越こしたことはないんだけど」

「……あまり、思い詰つめるなよ」

　青磁が静かに言った。その声こわ音ねに思わず白雪は顔を上げる。

「いつだって、俺たちがいることを忘れるな。──おまえは何もかもひとりで背負い込みすぎる」

　青磁はひどく真しん剣けんな顔をしていた。白雪は神しん妙みようにうなずく。

「わかってるわ」

　本当に、わかってはいるのだ。

　しかし、だからといって、自分で何もかも片をつけたいと考える性分は、なかなか修正できない。

「……わたしと彼は、そんなに似ているのかしら」

「無茶をするところがな」

「だから、殴りたくなるのかもね」

　白雪は呟いた。

「だったらやはり、あまり近づかないほうがいいだろう」

　青磁の言葉に、だが、白雪はうなずけなかった。
















　それから一いち旬じゆんほどは、毎日の朝議で竜珠を壊すか否いなかが取り沙ざ汰たされた。もちろん他の案件もあったが、大部分の時間がその件に割さかれ、昼過ぎまで議場から出られない日もあった。

　星曜館の調査によって、実際に極地に近い地方から年々の気温が下がっていることが判明した。また、急ぎ隣りん国ごくの長ちよう汀ていに使者を送ったところ、海の向こうでも連れん絡らくの途と絶だえている国がいくつかあるとわかった。長汀側でも不ふ審しんに思った静せい玄げんが調査に乗り出しているらしいが、連絡の途絶えた国からは、続々と人々が脱だつ出しゆつしているらしい。皆みな、凍こおりついた土地から逃にげ出しているようだ。しかしせっかく脱出しても、途と中ちゆうで力ちから尽つきて倒たおれる者がほとんどだという。

　判明したそれらの事象により、朝議は竜珠を廃はいする方向へと動きつつあったが、今すぐにそれは無理であり歳月を要するとのこと、せめて竜珠に代わる何か別の技術が必要であることが主な議題になりつつあった。

「実は、お願いがあるのよ」

　静玄からの手紙を読み終えた白雪は、長い紙を丁てい寧ねいに畳たたみながら、届けてくれた蘇芳を見た。

「陛下の『お願い』は、聞けない内容ばかりなんだが……」

　蘇芳は苦く笑しようした。「言うだけは言ってみてくれ。叶かなえられることなら聞くよ」

　斎王は、午後には北面の執しつ務む室で執しつ政せいをしている、ことになっている。白雪の場合、執政はすべて杖州公任せとなっているので、むしろ斎職を重視して、斎宮殿で過ごすよう心がけていた。斎宮殿の居間は、白雪にとってもっとも寛くつろげる場でもある。

　茉莉は一度、七樹に会って落ちついたのか、ひいなの宿舎に帰り、平常の日々に戻もどっている。それでも蘇芳は茉莉が気になるようで、毎日一度は会うよう心がけているそうだが、少し元気がないとのことだった。

「聞いてもらえるかどうかわからないけれど、……彼を、城外へ連れ出してはいけない？」

「七樹を？」

　蘇芳は戸と惑まどった。「また、どうして」

「できたら花扇の救慰寮に連れて行きたいと思ったんだけど、だめ？」

「なるほど」

　蘇芳は複雑そうな顔をしながらもうなずいた。「確かに、それはいいかもしれない。杖州公を通して、朝議にかけてもらったらどうだろう」

「朝議に？」

　思ったより大げさな返事に、白雪はまばたいた。

「彼は科とが者ものだ、いくら杖州公預かりの身だとしても、おいそれと城外に出すわけにはいかないだろう」

「そうね、あすにでも提案してみるわ」

　白雪は納なつ得とくしてうなずいた。

「彼は比ひ較かく的てきおとなしいから、特に問題はないと思う。竜珠に対しては否定的でも、他では恭きよう順じゆんの意を示しているし、砦とりででのような抵てい抗こうもしないし、訊きいたことはだいたい答えてくれる。おかげで現在、世界がどのような状じよう況きようにあるかもかなり詳くわしくわかった。協力的な態度を見せているから、少しは警けい戒かいを緩ゆるめてもいいだろうと、杖州公には進言してある。──それに」

　ここで蘇芳はちょっと笑った。どことなくうれしげな笑え顔がおである。

「杖州公ご自身も、彼をいたくお気に入りだ。ほとぼりが冷めたら自分の手もとに置きたいというようなことを漏もらしていた」

「大おお伯父おじさまが？」

　さすがに白雪も驚おどろいた。

「ああ。茉莉から聞かされて興味を持っていたらしい。……公は家族に恵めぐまれなかったからな。茉莉を可愛かわいがってくれていた七樹が、息子むすこのようにも孫のようにも思えるのだろう」

　蘇芳は立ち上がった。「しかし白雪、君が彼を連れて行くというなら、近衛も全員ついていくからな」

「全員……」

　白雪は溜ため息いきをついた。自分と七樹が歩く前後左右に、ぞろぞろと四人の近衛がついてくるのを想像したのだ。だが、否とは言えない。このところ、近衛たちには迷めい惑わくをかけたし心配もさせた。これ以上、自分の我を通すわけにはいかない。

　それに、七樹とふたりきりで行動するのは避けたかった。どうも彼と話していると、いらだちを抑おさえきれなくなることが多いのだ。それが何な故ぜなのか、白雪は考えてはいなかった。考えようとすると何故か落ち着かなくなるので、避けていたのだ。

「わかったわ。じゃあみんなで行きましょう」

　諦あきらめてうなずくと、蘇芳は安心したようだ。

「今日の白雪は聞きわけがいいな。いつもそうだとありがたいんだが」

「ごめんなさい、いつも迷惑ばかりかけて」

「迷惑をかけられているとは思わないが……ただ、俺たちが君を心配しすぎているだけなのかもしれないな。いつまでもあのころのままのような気がして」

「あのころの」

　白雪は呟つぶやいた。

　おそらくそれは、神杖に来たばかりのころだろう。何も知らない子どもだった自分を思い出して、白雪はいたたまれなくなった。

「あまり昔のことは言わないでほしいわ。恥はずかしいから」

「そうだな。それは俺も同じだ」

「蘇芳も？」

　白雪は驚いて、蘇芳を見た。蘇芳は白雪の反応に驚いたようだ。

「そりゃあ、もちろん。誰だって昔より成長していれば、昔の自分を恥ずかしいと感じるだろう。むしろ、恥ずかしく思わない者のほうが少ないんじゃないか。青磁は昔の話をするとたいそういやがるし」

　そこで蘇芳は思い出し笑いを浮うかべた。

　もともと近衛の四名は、兄弟として育った。蘇芳は子どものころから青磁、琥珀、黒曜のめんどうを見る長兄という立場にあったから、他の三人のこともよく憶おぼえているのだろう。

「青磁って、よく泣く子だったんでしょう。今からは想像もつかないけど」

　端たん麗れいな外見で口は悪いのに情けは深いという、何もかもが一いつ致ちしない青磁は、子どものころはひどく繊せん細さいでかよわかったという。だからこそ、傷つきやすい自分を守るために虚きよ勢せいを張るようになり、それが今の彼をつくったのだろう。

「……俺たちは兄弟だったし、今もその絆きずなは変わらないと思っているが」

　ふと、蘇芳の顔が淋さびしげに翳かげる。「今思えば、みんな、自分だけが他の三人と血のつながりがないと思い込んでいたわけだ」

「ええ、でも琥珀はみんなに血のつながりがないのを知ってたのよね」

　だからこそ、琥珀は自分たちが兄弟であると思い込みたがり、ふたりの兄たちに甘え、ひとりの弟に対して兄ぶっていたのだろう。

「青磁は、自分だけが他人だと思っていたから……内心では、七樹を実の兄弟のように頼たよりにしていたのではないかと、考えるときがある」
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　蘇芳の言葉に、白雪ははっとした。

　だとしたら、青磁にとって、七樹は心の支えだったのだろう。

「七樹には七樹で、いろいろあったとは思うんだが、……できれば以前のように、わだかまりなく接することができるようになればいいのにと思うよ、俺は」

「そうね」

　白雪は、折りたたんだ手紙をぎゅっと握にぎりしめた。










　灰桜はこのところ、おとなしい。

　とはいえ、自分から姿を現したり、白雪に話しかけたりすることはもともとなかったが、七樹の魂こんの記き憶おくを読み取って以来、輪をかけて無口になった印象がある。

「灰桜」

　側仕えも下がり、寝しん室しつでひとりになった白雪は、窓辺に燭しよく台だいを置いた。ゆらゆらと揺ゆれる灯あかりが、床ゆかに長い影かげを映し出す。

「白雪」

　呼ばれると灰桜は、うれしそうに影の中から姿を現す。自分が呼ぶとよろこんでいるように見えるから、呼ばれることを苦にはしていないのだろうと白雪は思う。だから、灰桜は影から出たくないのではなく、自みずからの意思で出ることがむずかしいのかもしれない。

「毎日、たいへんだな」

　灰桜は白雪の傍そばに寄ってくると、顔をじっと見上げた。「朝議が長引いてばかりで……疲つかれが溜たまっているようだぞ、白雪」

「灰桜は、わたしの中にいても、わたしが何をしてるか見えてるのよね」

　白雪が問うと、灰桜はうなずいた。どうしてそんなあたりまえのことを訊くのか、とでも言いたげな顔つきだ。

「ああ、もちろんだ」

「ずっと見ているだけって、退たい屈くつしない？」

　白雪が寝台に腰こし掛かけると、灰桜はその前に立った。

「退屈というより、……」と、灰桜は考えながらゆっくりと語る。「もどかしかったりするな。白雪は自分が不利になっても、公平な立場を貫つらぬこうとするだろう」

「……そういう立場にいるから、しょうがないわ」

　灰桜の案じるさまが微笑ほほえましくて、白雪は笑ってみせた。

　白雪も昔は、王と呼ばれる者たちは、民から搾しぼり取った貢みつぎ物で贅ぜいを尽つくした生活をし、気に入らぬ家臣の首は刎はね、毎日をおもしろおかしく遊んで暮らしていると思っていた。そして、そういう者たちは、残念ながら今も確かに存在するだろう。

　だが、神杖では王位に座すのはそのような存在ではなかった。少なくとも先代聖王である白雪の父、祥しよう琳りんは、国のために健康を害するほどに追い込まれた。それは彼が偽ぎ王おうだったせいもあるが、為い政せい者しやとしてできるだけのことをしようとその立場に耐たえていたからだ。

　そしてまた白雪も、できるだけ誠実であり公平な立場を崩くずさぬよう心がけていた。これは賀宗の教育である。自ら望もうと望むまいと、人の上に立つ者はそうあるべきだ、というのが神杖の王族に伝わる信念であった。

「白雪は、昔はもっと自由だったのだろう。ときどき、遠くへ行きたいと思っているのがわかる」

　灰桜は心配そうな目をすると、そう言った。「俺と白雪のつながりは細い。なのに、それでもとても強く、白雪が遠くへ行きたいと考えているのを感じるときがあるんだ」

　白雪は顔を赤らめた。まさか、心の奥底に隠かくした願望が感じ取られているとは思わなかったからだ。

「それは内ない緒しよにしておいてね。別に、本当に遠くへ行こうとは思ってないんだから」

「だが、行きたいんだろう。昔のように」

「……無理よ」

　白雪は、かすかな胸の痛みを抑えようと、そっと胸に手を置いた。

　旅から旅の生活は三年も前に終わっている。白雪は神杖での生活にすっかり慣れてしまっていた。今となっては、野宿を延々とつづける状態には耐えきれないだろう。よくもわるくも、城内での贅ぜい沢たくな生活は白雪を変えてしまった。

「昔は、戻もどってこないものだから、純じゆん粋すいに懐なつかしめるのよ。戻れはしないし、戻りたいとも思わないわ」

　たとえ戻ったとしても、あれほど大切だった人が自分を憎にくんでいたと知ってしまったからには、もうあのころのままではいられない。知らぬまま戻っても、いつか同じ痛みと苦しみ、つらさを味わうのだろう。それは容易に想像がついた。

「灰桜は、昔に戻りたいと思う？」

　白雪が問うと、灰桜は困ったように眉まゆを寄せた。そのさまがひどく愛らしいので、白雪は思わず手を伸のばして、灰桜を自分の隣となりに座らせる。

「時間ときは、戻らないし、戻せない」

「ええ、そうよ」

「それでも、戻れたとしたら、もっとうまくやり直したいと思う、……だが、」と、彼はその大きな丸い瞳ひとみで白雪を見た。「もし俺が、本当は失敗していたことをうまくやってしまったら、白雪には会えない」

「……そうね」

　確かに、白雪は手痛い目に遭あい、大切な人を失った。

　もう一度やり直せたらと願ったことはいくらでもある。

　だが、やり直せてしまったら、今の生活は存在しなくなる。

　それは是ぜか、非か。

「だからもし、昔に戻れると言われても、俺はそれを拒こばむだろう……」

　灰桜の声が震ふるえる。白雪ははっとして、まじまじと灰桜を見た。たちまちその黒い瞳が潤うるみ、涙なみだが頰ほおを伝い落ちる。

　灰桜はぼんやりとした表情で涙を流していた。

　思わず白雪は灰桜を抱だき寄よせる。小さな両手が白雪にすがりつく。

「どうして、泣くの……」

「だけどやっぱり、俺はあのときに戻りたいんだ、白雪」

　灰桜はしゃくりあげながら、言った。「俺が、最初の主あるじと出会ったときに」

「最初の……」

「何もかも、思い出した」

　灰桜の告げた言葉の意味が飲み込めず、白雪は頭の中で反はん芻すうする。

　何もかも。

「──あいつの魂は、俺の最初の主、月寄せの魔ま人じんと呼ばれた者と同じだった」

　灰桜は涙を拭ふきもせず、白雪を見上げた。あいつとはもちろん七樹のことだろう。

「月寄せの、魔人」

　その呼び名に、白雪の遠い記憶が刺し激げきされる。

「あいつの魂に刻まれた跡あとにさわったら、わかった。もう何度も転生してきたようだから、最初の名前はすり切れて読み取れなくなっていた。……だけど、記憶は読み出せた……あいつの魂は、俺と初めて会ったときのことを、今でも憶おぼえていてくれた」

「それは、あの、……どくろの」

「そうだ」と、灰桜はうなずく。「この姿は、殺された子どもの姿だ。月寄せの魔人がその子どもの名を知らなかったから、俺は名づけてもらえなかったんだ。本当に、何もかも思い出した。……俺は月寄せの魔人の望むままに、人を滅ほろぼそうとしたんだ」

　白雪は、そっと灰桜の頰にふれた。濡ぬれた感かん触しよくを、袖そで口ぐちでそっとぬぐってやる。

「月寄せの魔人は、どうして人を、滅ぼそうとしたの」

　滅ぼそうとした、とはつまり、滅ぼせなかった、ということだろう。現にこうして今でも人間はこの地上に存在している。

「月寄せの魔人は、人間に絶望したんだ。自分の大切にしていた者を惨むごく殺されて、……手にかけた者だけではなく、それを見過ごした者もすべて忌いんで、ゆえに人間を滅ぼそうとしたんだ。……それほど、やさしい心を持っていた」

　白雪は灰桜をそっと抱きしめた。慣れたやわらかい子どもの感触が幻まぼろしではないと確かめたくて、白雪は灰桜の背を撫なでさする。

「でも、できなかったのね」

「人間にとってはめでたい話さ。救世者とその仲間が現れて、月寄せの魔人を退たい治じた。俺はそのときに封ふう印いんされて、以来、人間の手の中を渡わたり歩いた。……それが、一万年前の話だ。たぶんこの話、白雪も言い伝えで聞いたことがあると思う」

「言い伝え？」

　一万年、という年数に圧あつ倒とうされながらも、白雪は今までに聞いたり読んだりした伝説を思い出してみた。

　遠い昔、救世者に退治られた、月寄せの魔人。

「神かむ剣はやの物語だわ」

　幼いころ、眠ねむる前に語ってもらった昔話が、ふと白雪の中でよみがえる。

　あの話を、白雪は大好きだった……小国の公こう姫ひと公子は双ふた子ごの姉きよう弟だいで、ふたりに従っていた細工師の少年が神剣を打った。公子がその神剣を初めてたずさえたとき、彼の手のひらには柄えの彫ほり物である天イー竜クア神ルの姿が焼きついた。白雪はその挿そう話わが好きだった。自分の左手にあった火傷やけどの痕あとがいやだったけれど、その話を聞くときだけ、いやな気持ちは失うせていた。

　公子は、月寄せの魔人になってしまった友人と、真しん摯しに話し合おうとした。しかし弟とは裏腹に、公姫は月寄せの魔人を陥おとしいれて封印してしまった。

　姉が陋ろう劣れつな手段を使ったことを公子は受け容いれられず、生国を去り、二度と故郷には帰らなかったという。置き去られた公姫は、退治られた月寄せの魔人の残した呪のろいを受けて、常人よりも長く生き、自国を治めたという……

　伝説だと、お伽とぎ噺ばなしだと思っていた。

「それだな。竜が柄に彫られた剣で、俺は封印されたのさ」

　白雪はひどく驚おどろいて、灰桜の顔を覗のぞき込んだ。

「灰桜、まさかあなたが、あの、月寄せの魔人に使役されていたものだっていうの……」

「だとして、俺が怖こわいか？　白雪」

　白雪は自分に問いかけた。

「いいえ、ちっとも。──その、実感が湧わかないわ。一万年も昔の話は、わたしにとっては物語と同じに感じられるの」

「そうか」

　白雪の言葉に、灰桜はほっとしたようだった。安あん堵どの笑えみを浮うかべる。

「白雪に嫌きらわれたら、つらいから……」

「嫌ったりなんて、しないわよ。今の灰桜と、名前がなかった昔の灰桜は、違ちがうでしょう」

「だが、俺が命じられたとおりに多くの者の命を奪うばい、月を引き寄せてまで大地を砕くだこうとしたのは事実だ。この手は血まみれなんだ、それでも、白雪は、」

「わたしだって、人を殺したわ」

　白雪は、初めて命を奪ってしまった相手のことを思い出した。──彼女は白雪にとって、物心ついてから初めてできた友人でもあった。

「ひとり殺そうが、百人殺そうが、命を奪うことにかわりはないわ。……あなたの手が血まみれだと言うのなら、わたしの手だって、同じよ」

　それでも自じ暴ぼう自じ棄きになってはいけないと、白雪は考えている。

　たとえ自分が罪を犯しても、さらにその上に罪を重ねることを自分にゆるしてはならない。

　人は、一度でも罪を犯せば、あとは何をしても同じだと思い込んで悪事を働く者が多い。たとえば、盗ぬすみを働いてもそれが発覚せず咎とがめられなければ、これがゆるされるのだと勘かん違ちがいしていつまでも繰くり返す。

　誰に見つからなくても咎められなくても、犯した罪は必ず自らの裡うちに残っている。天から射す光が、目に見えずとも実はこの地上のどこをも照らしているように、犯した罪は決して消え去ることなくこの身に刻まれているのだ、たとえ自分自身が忘れても。

　また、一度手を汚よごせばあとはいくら汚れても同じだと考えて、さらに罪を重ねるという自分にとってだけ楽な方法を選ぶより、罪を犯した過去を消さずにそれでも清せい廉れんでいようと努めるほうがむずかしい。

　何も白雪は清廉でいようと思っているわけではない。力も勇気もない愚おろかな小こ娘むすめだった自分を知っていて、力はともかく勇気を持ちためらうことのない人間になりたいと望んでいるだけだ。もし自分の罪を糾きゆう弾だんされても、それを受け止められるほどの強さを得たいと願う。

　そして、罪を犯す自分ではなく、その罪の犠ぎ牲せいになる相手のことを考えると、そんな場面はできるだけ避さけたいと思うのだ。

「白雪は、俺なんかとは違う」

「『なんか』なんて言っちゃだめよ」

　白雪は、灰桜の唇くちびるに人差し指を当てた。「そんなふうに卑ひ屈くつになりすぎるのは、わたしに対して失礼よ」

「白雪に？」

　灰桜は目を白黒させた。

「そうよ。わたしはあなたが好きだし、とても頼たよりにしているわ。なのに、自分のことを『なんか』って言うと、自分だけでなく、あなたに頼っているわたしをも貶おとしめることになるのよ。だから、わたしを嫌いでなければ、自分を卑ひ下げしすぎるのはよしてね。──わかる？」

　白雪の説明に、灰桜はしばらく考え込んでいたが、やがてこっくりとうなずいた。
















　七樹が救慰寮を去ったのは十五の年で、今から三年前だ。

「……ずいぶんと変わったな、このあたりも」

　七樹は歩きながら、辺りを見回した。

　救慰寮の近くの遊里は、夕方からの営業だ。天藍城から行くともっとも近いのは遊里を通り抜ぬける道のりである。近衛たちは白雪がこの道を通るのを好まないが、最短距きよ離りで往来できるため、日中だけはこの大路を通ってもいいと言われていた。それに今日は近衛が全員付き添そっている。昼は人気のない通りは、この目立つ近衛を連れ歩くには最適だった。

　七樹の外出の許可は、申しん請せいして三日ほどで下りた。救慰寮に連れて行く、というのは必然性が認められなかったため、彼に竜泉を見せる、ということにして許可を得たのだ。連れて行くのは御庭係の小雪と近衛四名と記録された。

「そうか？」

　訊きき返したのは青磁だ。七樹の監かん視し役として、こうして出歩くときは必ず七樹と並んでいる。白雪はその後ろで、琥珀の隣となりだ。蘇芳と黒曜は最前列を歩いている。

「俺がいたころ、あの高こう楼ろうは塗ぬりがはげてた。塗り直したんだな。あっちはあんな建物じゃなかった」

「ああ、火事があったから、建て直したんだ。よく憶おぼえてるな」

「言われてみると、そうだな。自分でも驚いた」

　青磁と話す七樹は、年相応の少年のようだ。外見が大人おとなびているので忘れがちだが、七樹は白雪とはひとつしか違ちがわない。

「七樹は、よくこのへんを通ったの？」

　琥珀が問うと、七樹は振ふり返って、ああ、とうなずいた。

「こっちで働いてる親に会いたくて抜け出すやつがいたから、連れ戻もどすのに捜さがし回ったことが、一時期よくあったんだ」

「捜し回るって、夜に？」

「だいたい、夕方から夜だったな。だから今よりもっと人がいっぱいいたし、危ない目に遭あいそうになったことも何度かある」

　さすがにその答えに、琥珀は二の句が継つげなかったようだ。

「よく掠さらわれなかったな、おまえ」と、青磁が呆あきれたように呟つぶやく。

「それは青磁だろ。お城から抜け出してこの大路を通って来てくれてたけど、昼でも姐あねさんたちに冷やかされたりして、半泣きになってたじゃないか」

　青磁はきっと七樹を睨にらみつける。

「余計なことは言わなくていい」

「青磁って本当に、泣き虫だったのよね」

　白雪はひそひそと、隣を歩く琥珀に訊いた。何度も耳にした昔話だが、今の青磁を見ていると、とても本当だとは思えないのだ。

「うん。本当に小さかったころは僕より先に泣いちゃってたから、僕はあまり泣かなくて済んだなあ。ほら、先に誰かが泣き出すと、泣きそびれたりしない？」

「琥珀、余計なこと言ってんじゃねえ！」

　青磁は振り返って、今度は琥珀を睨みつけた。

「僕は、陛下に訊かれたから答えただけだよ」

　琥珀は周囲を慮おもんぱかって、低い声で答える。日中の遊里は人通りがほとんどない。そのうえ近衛の四名は地味な衣装に着き替がえているし、白雪も黒くろ髪かみを結わずに流しているので、行き合った者もまさか斎王とは気づくまいが、用心するに越こしたことはなかった。

「陛下じゃねえ、小雪だろ」

　青磁は忌いま々いましそうに呟いた。

「小雪はきっと、報告するとき陛下に訊かれると思ったんだよ。ね、小雪」

　そう言われて、白雪は戸と惑まどいつつうなずいた。琥珀は完全におもしろがっているようだ。もともと、青磁は琥珀にからかわれがちだった。それは以前から変わらないように、白雪には見える。

「ばかばかしい」

　青磁が吐はき捨てるように呟く。白雪が斎王とばれるのは困るが、わかりきっているのに御庭係の小雪として扱あつかうのが彼には芝しば居いごとめいて感じられるようだ。だが、形式はどこでも必要である。ここにいるのは桜院雪月ではまずいし、そのために小雪という御庭係が存在することになっているのだから。九く連れん環かん杖じようは相変わらず天藍城で身代わりを務めてくれている。

　しばらく歩くと遊里も途と切ぎれて、やがて商業街区との境に入る。駅にも近いこのあたりを裏に入ると救慰寮だ。

　角を曲がる前に、七樹が立ち止まった。青磁がそれに気づいて、一歩先で止まる。

「どうした」

「どうしても、行かないとだめか」

「……そいつに訊け」

　青磁は憮ぶ然ぜんとして、後ろで立ち止まった白雪を顎あごで示した。と、七樹は振り返って、怯おびえるような目を白雪に向ける。

「会いたくないの？」

　白雪は、七樹の目をじっと見た。暗く沈しずんだ緑の瞳ひとみ。

「……誰に」

「あなたの弟や妹たちよ」

　七樹は押し黙だまった。会いたくない、という言葉が出ないことに白雪はやや安心した。七樹は青磁と共通点が多い。ぶっきらぼうに見えるくせに情けが深い点などは、そっくりだ。それはおそらく、七樹が青磁のようになりたいと考えていたからだろう。

「俺だと、わからないだろう。こんな外見なりになってしまっては」

「だったら、それでいいじゃない」

　白雪が言うと、七樹は目をむいた。

「あんた、ずいぶんと単純にものごとを考えるんだな」

「あなたは複雑に考え過ぎね。くよくよしすぎ。まだやってもいないことを、失敗したらどうしようって思い悩なやんでるみたい」

　白雪が決めつけると、七樹はぱくぱくと口を開けたり閉じたりした。

「いいから、おまえも観念しろ」と、青磁がふたりのあいだに割って入る。「陛下が言い出したら、誰も逆らえないんだ」

　その言葉に七樹は唇を引き結ぶと、むすっとした顔をして再び歩き出した。




　先代聖王として玉座にあった祥琳は、元は王おう太たい后ごうでもあった生母の凜りん子ことともに、救慰寮で世話係を務めている。

　本来ならば祥琳は偽王として罰ばつされるべき立場にあるが、当代斎王の実の父であるため科とがは減じられていた。凜子も、王族の血を引かない子どもを王族として育てた科があるのだが、祥琳が罪に問われなくなった際に、同様に不問とされた。

　もともと、白雪の母である白鷺が、祥琳をつなぎ止めるために無理に玉座に就かせていたと言っても過言ではなく、祥琳自身は積極的に王位を欲ほつしたわけではなかったせいもあった。

　凜子は王太后、それ以前の王おう妃ひの座にあったときから、たびたび離り宮きゆうにこもると見せかけてこの救慰寮を手伝っていた。そのため、青磁どころか、白鷺の騎き士しだった佳か春はるが子どものころの時代を知っている。七樹なぞ、孫のようなものだ。

「今日は、みんなが来てくれて、本当にありがたいわ」

　大きな薬や罐かんで煮に立たてた茶を湯飲みに注そそぎながら、凜子はおっとりと言った。それを琥珀が、次々と差し出される子どもたちの手に渡わたしてやっている。縁えん側がわの周囲は子どもたちがぎゅうぎゅうと詰つめ合っていた。蘇芳と青磁が少し離はなれた場所でひとりひとりにおやつの求ぎゆう肥ひ飴あめを配っている。白い粉砂糖をまぶされたやわらかい餅もちは、白雪が側仕えとしてもらった給金で買ってきた手て土産みやげだ。

「お役に立ててよかったです」

　城にいたころより年を取ったはずの凜子が以前より若々しく見えるのは、毎日を楽しく過ごしているからだろう。

「おかげで壊こわれてた椅い子すや机も直せたし、大きなものの買い出しにも行けたし」

　それに、と凜子はつづける。「七樹に会えたのもうれしいわ」

　縁側に腰こし掛かけて、白雪は庭を眺ながめた。庭の片かた隅すみには果樹が何本かと畑があって、七樹はそこで作業をしている。お茶よ、と凜子は呼んだのだが、まだ手が離せないようだ。黒曜は先に農具をかたづけ始めていた。

「でも、しら、……小雪さんには悪かったわね。祥琳に会えなくて」

　祥琳は、子どもと老人だけで暮らしている家を訪たずねて、雨あま漏もりを直したり、歪ゆがんだ扉とびらを直したりなどの大工仕事に出ているという。出かけるとこれが一日仕事なので、今日は会えそうになかった。

「残念ですけど、またそのうち会いに来ます」

　白雪は、手にしたお茶を吹ふき冷さましつつ答えた。

　実の父である祥琳については、長じてからの記き憶おくしか白雪にはない。最初に伯父おじだと教えられたためもあって、父という認にん識しきが白雪には薄うすい。

　祥琳は、聖王だったころは呪いの受け皿としての耐たい性せいを持たなかったために病み衰おとろえ、いかにも病人のようだった。しかし聖王位を降りた今は、それがうそのように健康になった。市し井せいでの生活や力仕事にも慣れて、歳月を経へてその身は逞たくましくなりさえした。

　白雪は彼を父と実感できずとも血族として慕したっていたから、時間があればこの救慰寮を訪れていた。凜子は祥琳を通じて祖母に当たる。この救慰寮は、青磁や七樹にとって支えだったように、白雪にとってもかけがえのない大切な場になっている。

「それにしても、本当にうれしいわ。いろいろあるにしろ、七樹が戻もどってきてくれたなんて」

　しゃがみ込んだ七樹の背を眺めながら、凜子は本当にうれしそうな表情を浮うかべている。彼女は、七樹がどのような経けい緯いを経て神杖に戻ってきたかは知らない。白雪に事実を伝える勇気はなかった。

「その、ずっといられるわけではないし、こちらでいろいろと協力してもらっていますから、城内に詰めていないとならないんだけど……」

「七樹はなんのお仕事をしているの？」

　凜子の問いに、白雪は求肥飴を喉のどに詰まらせそうになった。むせていると、琥珀が背を撫なでてくれる。

「それは、秘密なんです」

　琥珀が微笑ほほえみながら代わりに答えてくれる。白雪は心の中で感謝した。こういうことは琥珀にまかせておけば間ま違ちがいはない。

「あら、そうなの。──危険なお仕事？」

　凜子の顔が曇くもる。琥珀はためらっていたが、うなずいた。

「彼にしか、できないことなので……」

「……そうだったの」

　凜子は複雑そうな顔をした。

　王太后とも呼ばれていた凜子は、高貴な者の義務をよく知っている。また、役目や能力を有する者は必ず与えられた務めを果たすべきだという考えにも賛同していた。七樹にしかできないことがあるのなら、それがどんなに危なくともせねばならないのを、彼女は理解したようだ。

「あの子も、いろいろあったけれど、人さまの役に立てているのね」

「そうですね」

　琥珀が請うけ合った。「これから少し、彼の知識を拝借しなければならなくなりそうなんです。助かります、本当に」

「それは、よかったわ」

　凜子にとっては琥珀を含ふくむ近衛の四名は孫に当たる、というか、長年孫のように接していた。そういう意味では、彼女の中で七樹と近衛たちは同じ位置にあるのだろう。

「そうそう、思い出したわ」

　凜子がふいに、明るい声をあげた。「し、……小雪さんは、側仕えか下働きの身元引受はできるかしら」

「え？」

　唐とう突とつな言葉に、白雪は目を丸くした。身元引受とは、天藍城で働く者、侍じ従じゆうや側仕えから、下働きや下人といった者たちの身元を保証する紹しよう介かい役のことである。身元引受がいないと、決して城には上がれない。王族の近くに上がる可能性があるためだ。

「職を探している子がいるのよ」と、凜子は説明する。「少し年とし嵩かさだから側仕えは無理だと思うのだけど、母親がもとは側仕えだったんですって。お城で照会すればわかるはずよ。弟が病気になって、早めにお金がほしいらしいの」

「身元引受をするのはかまわないですけど、その人はどんな人なんですか？　その、凜子さんが以前は何をしていたかは、知ってるんですか？」

「わたしのことは、ただのこの救慰寮の世話役だと思っているわ。彼女は、小雪さんより年上で、とても落ちついていてめんどうみのいい人よ。……お城では、体の弱い子も働かせてもらえるでしょう？　彼女も、少し体が弱いのよ」

「わかりました。だったら、一筆書いて、あとで届けさせます。紹介状を持ってきてくれたら、側仕えの仕事の空あきがあったらはいれます。なかったら、下働きになってしまうかもしれないけど、それでいいですか？」

「もちろん、それで全然かまわないわ。ありがとう」

　白雪と凜子の会話に、琥珀は何か言いたげな顔つきをした。会ったこともない者の身元を引き受けるなんて、と思っているのだろう。しかし、それを凜子の前で言うのはためらわれたようだ。

「問題ないでしょう、琥珀。だって、身元引受をするのは小雪なんだもの。それに、凜子さんの保証つきよ」

「……と、思うけどね。ただ念のため、その人のことはちゃんと調べたほうがいいな」

　琥珀はうなずいたが、それでも心配そうだった。










　救慰寮を訪ねたのち、本来の目的地である竜泉のある彩湖跡あとに向かう。

「こいつ、竜珠を壊したほうがいいって、譲ゆずりゃしねえんだよ。さもなきゃ竜泉を封ふうじろって言いやがる。そんなんできるかって言ったら、式ならできるかもしれないって言い張る。まあだから、一度見ておくのはいいだろうよ」

「言い張るって、子どもか、俺は」

　青磁の隣となりで、七樹がぼそぼそと言った。

「俺から見たらおまえなんて、寮に来たばかりのころとそう変わらん」

「それはそれで、ありがたくない話だ」

　七樹は肩かたをすくめた。

「ところで七樹って、まったく竜珠ではないんだよね」

　琥珀が話に割り込む。

「そうだけど、それが何か？」

　親しげな琥珀の態度に戸と惑まどっているのか、七樹は振ふり向きつつ眉を寄せる。

「いや、式師って、神杖にはいないから、できたら詳くわしい話をもっと聞きたいと思ってたんだ。竜珠は、式を扱あつかえないの？」

　琥珀は白雪の傍そばを離はなれて、七樹の隣についた。七樹はそれへ、戸惑ったような表情を浮かべながらも答える。

「……と、いうことになっている」

「それ、どういう意味？」

「式が発達したのは集シユウの大陸とも解カイの大陸とも言われている。どちらも竜珠がほとんど生まれない。皆かい無むといっていいだろう。だからこそ、竜珠に代わる似て非なる式が発達した。今は、初等教育から式が教育課程に入っている。式を扱っていれば竜珠を使う必要はないから、竜珠に生まれついても発達せずに済むようだ」

「初等教育って、何歳くらいから式を教えてるの？」

「六歳からだ。それまでに読み書きも始めている。読み書きができなければ、式は覚おぼえられないからな」

「教育課程は神杖と似てるんだね」

　そのようにして、救慰寮から彩湖跡までの道すがら、琥珀はずっと七樹に質問をしていた。七樹の監かん視し役である青磁が、蘇芳とふたりで組んで七樹の聴きき取り調査を行っているが、七樹が杖州公預かりの身である以上、必要以上の尋じん問もんは禁じられていた。つまり、本来ならば琥珀からの問いに七樹が答える必要はないのである。

　だが、琥珀が投げかける問いは、竜珠らしい視点からの興味に満ちていた。本当に他ほかの大陸では竜珠は生まれにくいのか、他にも、七樹の見てきたさまざまな国々のこと、旅から旅の生活のことなど。そうした琥珀の好こう奇き心に、七樹も引きずり込まれているのか、できるだけきちんと答えていた。

　琥珀はもともとよくしゃべるほうだ。しかし、ここまで矢や継つぎ早ばやに人に話しかけ問いかけているのを白雪が見るのは初めてだった。よほど国外のことに興味を持っているのだろう。もしくは、夜鳩に調査を頼たのまれたか。

「……あれ、ここ」

　彩湖跡にたどりつくと、七樹は目を丸くしてあたりを見回した。「なんか、地形が変わって、るよな」

「神かみ降ふりの丘おかは崩くずれてしまったの」

「正確には、おまえが崩した、んだろ」

　白雪の言葉を、青磁が訂てい正せいする。

「わたしじゃないわ、千白よ」

「千白って？」

　七樹が訊きいた。

　白雪はどう説明していいかわからず、崩れた神降りの丘を眺ながめた。

　ここは以前、塚つか山やまだった。地下が氷ひ室むろになっていて、過去に斎宮位に在あった彩さい姫ひと呼ばれる者の亡なき骸がらが氷の下に葬ほうむられていた。今はそれも崩れた土つち塊くれの下で、自然に還かえりつつあるのだろう。神降りの丘が崩れることによって解放された彩姫たちの霊れいはほとんどが昇しよう天てんしてしまったが、未いまだに斎宮殿のあたりをうろうろしている者もいた。

「──千白は、国祖を宿主としていた、神杖の守しゆ護ごの神かみだった輝キ石セキノ神カミよ。わたしの中でずっと眠ねむっていて、わたしがひとりになったとき、助けてくれたの。それからずっと、一いつ緒しよにいたわ。……今はもういないの」

　今はもうどこにもいない。

　だが、千白は光だった。宇宙そらから射し込む光そのもの。

　だから今もきっと、光として自分を照らしてくれているだろう、と白雪は思う。

　そう思いたい。

「あんた、神にわざわざ名前なんかつけていたのか」

　白雪の述じゆつ懐かいを聞いて、七樹は驚おどろいたようだ。

「わざわざって、わたしがつけたわけじゃないわ。それに、神にだって名はあるでしょう」

「そうか、神杖には……いや、この大陸には神がたくさんいたな」

　今度は白雪が驚く。

「神はたくさんいるものでしょう」

「集シユウの大陸では、一ひと柱はしらだけだ。……いると信じている人間にとっては、だが」

　七樹の言葉にはどことなくあざけりの色がにじんでいた。神などいない、と言い切った彼は、神は存在しないと思っているのだろう。

「一柱だけって、そんなの、困るじゃない」

　近衛たちは口を挟はさまず、白雪と七樹の会話を見守っている。青磁は危あやぶんでいるような顔つきで七樹を見ていた。

「困るって、なんで」

　心底わからないとでもいうように、七樹は目を丸くする。

「だって、一柱しかいない神が間ま違ちがっていたら、どうするの。間違った方向へ導かれても、わたしたちには判断できないわ。だから、神はたくさんいるんでしょう」

　少なくとも、白雪は神についてはそう教えられてきた。神杖で育ったならば、七樹もそのはずだ。

「結ユイの大陸ではそうだったな、そういえば」

「他の大陸は、違ちがうの」

「ところによっては、一柱しかいない国もある。そのほうが、楽だからな」

「楽って、何が」

「神が一柱だけなら、その神に従っていれば決して間違えないだろう」

「でも、神が間違えたら、」

「その場合、神は絶対に間違えないという前提なんでしょう」

　琥珀が割って入ってきた。「唯ゆい一いつ絶対神の思想だね」

「そうなの？」

「うん、聞いたことがある。世界にはいろいろな国があるから。……たくさん神がいると不都合な国もあるんだよ」

　琥珀に説明されても、白雪は釈しやく然ぜんとしなかった。

「早く行こう、白雪。今はその話、あまり重要ではないから」

　白雪が納なつ得とくできず眉まゆを寄せていると、琥珀が手を引いた。そのまま手を握にぎられて、引っ張られる。

「早くしないと、夕食に間に合わなくなっちゃうよ」

　琥珀は朗ほがらかに言ったが、白雪を振り返りはしなかった。




　今では彩湖跡、あるいはただ『谷』と呼ばれる場所は、三年前までは湖だった。今は窪くぼ地ちとなって乾かわき、緑に覆おおわれている。遠いとおい昔の焼け落ちた建物は、いつしか朽くちていた。

　窪地の中央には桜の巨きよ木ぼくがあり、時季になると雲のように花をつける。その花が散るさまは、白雪が知るどんな情景よりも美しい。

「ここが、……」

「竜泉、よ」

　巨木から少し離れた場所で立ち止まり、白雪は七樹を振り返った。七樹はひどく驚いたように巨木を眺めている。

「この下に竜泉があるらしいわ。どんなものか、この目で確かめたことはないけれど」

「あの木の傍まで行ってみて、いいか？」

　そう、白雪に尋たずねる七樹は、ただひたすら探究心を刺し激げきされているようだった。白雪はそれを見て、何な故ぜか複雑な気持ちになった。

「……古い木だから、傍へ行くと危ないかもしれないわ」

　そう答える自分に、白雪は驚いた。あの木には誰にも近づいてほしくない、という気持ちがあるのは自覚している。にもかかわらず、七樹の問いに対して明らかな拒きよ絶ぜつを返さなかった自分に驚いたのだ。

「だいじょうぶだって。あんなでかい木はそうそうないから、近くで見てみた、……青磁？」

　言いながら歩き出した七樹の肩かたを制するように引いたのは、青磁だった。

「あの木には、近づかないでくれ」

　青磁は、どことなく言いにくそうにゆっくりとしゃべった。「下に、人が埋うまってる。あの木は、墓標なんだ」

　さすがにこれには七樹の表情が変わった。見たことのないめずらしいものに対しての好奇心を剝むき出しにしていた自分を恥はじるように、彼はうつむいてしまう。

「ごめん」

　子どものような頼たよりなげな謝罪に、白雪は悲しくなった。七樹に罪悪感を持たせたのは自分の優ゆう柔じゆう不断のせいだ。最初から説明していれば、七樹もきちんと理解してくれただろう。ただ白雪が言えなかっただけだ。

　あそこには自分のとても大切だった人が、──朱あか月つきが眠っているから、近づかないでほしいと。

　本当に、生きていたあいだには踏ふみにじられつづけた人だから、眠ってからも踏みつけるのはやめてほしいと。

　そう考える自分がまるで弱々しいふつうの少女のようで、白雪はどうしても自みずから口にはできなかったのだ。

「……あの下の竜泉は、僕らにはよく感じられるけど、七樹にはやっぱりわかりにくい？」

　琥珀が、重い空気を払ふつ拭しよくするように明るく七樹に尋ねた。

「あ、ああ。俺にわかるのは、人が竜珠かそうでないかだけだ。それも、見み抜ぬく方法を身につけただけで、竜珠のように生まれつき仲間を察せられるわけではないし」

「見抜く方法って、それも式？」

「式とは違ちがうな」

　七樹は首を振ふった。「理力を使える者ならば、こつさえ摑つかめば誰でもできる。……というか、竜珠でなければ、ほとんどの人間は訓練して理力を用いて式を扱あつかえるようになる。誰だって、最初は箸はしの持ち方を教えられただろう？　それと同じだ」

「僕にもできないかな？」

「……あんたは、竜珠なんだろう。それも、とても強い」

　七樹は目を細めて琥珀を見おろした。何を考えているのかと胡う散さん臭くさがる顔つきをしている。

「だって、両方使えたらとても便利じゃないか」と、琥珀は悪びれもせず答えた。「それに、君が主張するように、本当に竜珠が地を滅ほろぼしかねないなら、誰も彼もが竜珠を壊こわすか、竜泉や竜道を封ふうじて地の力が漏もれ出さないようにしなければならないだろう？　どちらにしろ、近いうちに竜珠ではなくなるんだから、そうなったら式が使えるようになるかもしれないし、使えたほうが便利……」

　そこまでぺらぺら言いかけて、琥珀ははっとしたように固まってしまった。

「琥珀？」

　しばらくそのまま、まるで時が止まったようにじっとしているので、蘇芳が呼びかける。「どうした」

「え、……あの、ちょっと思いついたんだけど、」

　ぎこちなく口を開いた琥珀がひどく興奮しているのに、白雪は気づいた。

「なあに、琥珀」

「竜珠を壊して困るなら、代わりに式を使うようにすればいいんじゃないか？」

「な、っ……」

　琥珀の提案に、青磁が絶句する。蘇芳も目を丸くしていたが、黒曜だけがうなずいた。

「できれば、そうしたほうがいいと思う」

　黒曜の低い声に、白雪は近衛たちを順に見た。

「明日あしたの朝議で、提案していい？」

「そんな、急すぎる！」

　真っ先に青磁が声をあげた。「それに、竜珠を廃はいすると決定したわけじゃないんだろう」

「それは、竜珠に代わるものがないからみんなためらっているだけよ。式が竜珠のような働きをしてくれるなら、それを誰でも使いこなせるというのなら、式に頼ることも考えに入れていいと思うの」
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　青磁は反論しようと口を開きかけたが、何も思いつかなかったのか、首を振った。深く息をつく。

「どちらにしろ、俺たちにおまえを止める権限なぞない。私欲で動けば話は別だが、……今回は他に方法も見つかっていないんだし、おまえが望むならばそのとおりにすればいい」

「ありがとう、青磁」

　白雪は心から感謝した。










　朝議で重大事じ項こうを告げる場合、白雪はできるだけ前夜のうちに、賀宗に大まかな事情を伝えるよう心がけている。それは賀宗にそのように教えられたからだ。

　帰城してすぐ白雪は賀宗のもとへ行き、式を使うのはどうだろうか、と提案してみた。どうやら賀宗もそれを考えたことはあったらしい。だが、七樹に聞いたところによると竜珠は式を扱えないとのことだったので、想定から外していたようだ。

　しかし、竜珠を壊されれば理力が使えるようになり、そうすれば式も扱えるようになるかもしれない。ならば竜珠であることにこだわらずに済む。術と式はよく似た働きをする。七樹によると、式は術というより呪じゆ詞しに近いようだ。

　そのような話をして、賀宗とこれからの方向性をまとめて、何度もしぼった雑ぞう巾きんのようにくたくたになった白雪が奥殿に戻もどったのは深夜だった。

　体は疲つかれているのに眠ねむ気けはなかなか訪れない。今までの懸けん案あんが解決するかもしれないのだ。白雪は軽い興奮を覚えていた。

　そう、奥殿に向かう途と中ちゆうの回かい廊ろうで灰桜を呼び出すほどには興奮していた。

「めずらしいな、白雪」

　回廊に伸のびた影かげから出てきた灰桜は、驚おどろいていた。「このような場所で俺を呼び出すとは」

「ねえ、でもいい考えよね」

「そうだな」

　灰桜はこっくりとうなずく。「確かに、完全に地の力の湧ゆう出しゆつを止めるか、あるいはすべての竜珠から竜珠それ自体を廃したら、式を使えるようになるかもしれない。使えない可能性もあるが、試してみる価値はあるだろう」

「これであすから少しは朝議も進むわ。よかった！」

　白雪は灰桜の手を握にぎると、回廊を飛び跳はねるように歩き出した。遅おそい時刻で他に人の姿も見えなかったからこのようにはしゃいだのである。

「白雪、しらゆき」

　つないだ手を、灰桜が引いた。

「なあに？」

　奥殿に戻ろうと歩き出していた白雪は、引っ張られるままに足を止める。

「頼たのみがある」

「あら、めずらしいわね、灰桜がわたしに頼みごとなんて。いつもは逆なのに」

「そうだな。……あの木のところまで行っていいか」

「？　あの、木って」

　どこ？　と言いかけて、白雪ははっとした。

「そこだ」

　思い浮うかべた場所を読み取ったのか、灰桜はうなずいた。

「また、どうして」

「……竜泉の状態を正確に知っておきたい。封ふう印いんすることになったら、たぶん今の俺の力が必要になると思うから」

「今がいいの？」

「明日あしたの朝議は紛ふん糾きゆうしそうだし、白雪が今日のように城から出るのもしばらく無理だろう。だから、もしよかったら、俺だけ行ってくるが、どうだろう」

「灰桜だけ？　わたしから、離はなれるってこと？」

「そうだ。白雪がよければ、半月ほど、時間をくれないか。竜泉の中に入ってみるつもりだから、長くかかると思う」

「……それはかまわないけど」

　少し、白雪は不安を覚えた。自分の竜珠は強く、それなりに身を守るすべは知っている。そうでなくとも近衛がついているから、容易に自分を害すことのできる者などいない。

　不安になったのは、灰桜がもう戻ってこないような気がしたからだった。

　灰桜は千白のように、しっかりとした契約ちぎりを白雪と結んでいるわけではない。千白も、最初の宿主との約束を守るために彼の血筋に潜ひそんで白雪のもとにたどりついたに過ぎない。だがそこには血統というしっかりと結びつけるものがあった。

　──灰桜は、違ちがう。

　だから、灰桜がいつ白雪から離れていっても、おかしくはないのだ。

「そんな心配そうな顔をするな、白雪」

　灰桜は、とん、と床ゆかを蹴けった。その体がふわりと空くうに浮かぶ。目線が近くなった。

「俺がいないあいだでもその左手は使えるし、目的を果たしたら、ちゃんと、戻るから」

　灰桜は、どことなく大人おとなびた笑えみを浮かべていた。

　頰ほおにふれる指先の感かん触しよくがいとおしい。

「それに、白雪が呼べば、いつでも戻る。……白雪が俺を呼ぶのを忘れなければ、いつでも戻ってくるぞ」

「忘れないわ」

「そんな顔をするなんて、まるで、俺をとても愛しているように見えるぞ」

　灰桜の揶や揄ゆに、白雪は思わず唇くちびるを嚙かんだ。

　灰桜をいとおしいと感じ、離れられて不安に陥おちいるのは、灰桜を誰よりも愛しているから、ではないのだ。それは自覚していた。

　灰桜は、白雪に憑つくまでは別の者の中にいた。その人の死に瀕ひんした肉体をつないで、魂こんと霊れいをきつく結びつけた。

　灰桜をいつでも近くに感じていたいと欲ほつするのは、

「俺は朱月ではないから」

　灰桜は、薄うすく笑っていた。

　白雪は目を瞠みはって彼を見つめる。目の前で浮かんでいる、少年の姿をした、輝石を。

「白雪が、俺を朱月の落とした影のように思っていても、別にかまわない。俺は人間とは違うから、そのようにされても不服に感じたりはしない。──だが、俺が朱月のように去るのではないかと必要以上に案じなくてもいい。俺は、白雪がいやがらない限り、白雪の傍そばにいたいと思っているから」

　白雪はうなだれた。それへ灰桜は手を伸ばす。

「この姿だと不便だ。白雪を抱だきしめることもできない」

「いいの、……わたしが、そうするから」

　白雪は両りよう腕うでを伸ばして、浮いている灰桜を抱き寄よせた。

　ごめんなさい、と謝りたかった。だが、そうしたとしても、自分の薄うす汚ぎたなさは消えはしない。

　自覚していなかった。その事実がもっとも白雪に衝しよう撃げきを与あたえた。

　自分は無意識で灰桜を朱月の身代わりにしていた。そして、灰桜はとうにそのことに気づいていた。

　たとえ灰桜がそれをゆるしても、白雪は自分をゆるせそうになかった。

　自分を置いて去った人をいつまでも想おもっていた、その弱さもゆるせない。

「必要なだけ省みるのはいいが、自分を責め過ぎても、痛いだけだぞ、白雪」

　白雪の頭を胸に抱くようにして、灰桜は囁ささやいた。「俺は気にしないから。……おまえが憂うれえるほうが、俺には悲しい」

　それでも白雪は、自分の弱さを忌いまずにいられなかった。
















　翌日から白雪は多た忙ぼうになり、灰桜の不在を淋さびしく感じながらも、政まつりごとに奔ほん走そうし始めた。

　竜珠の代だい替たいに式を扱あつかうようにする、という白雪の出した提案は、朝議を沸わかせた。

　その提案によって、議場はまっぷたつに分かれた。というのも、実際に竜珠であった者で、竜珠を壊こわされてのち、理力によって式を扱えるようになった例がなかったからである。竜珠を壊したはいいが、その後、式も扱えなかったとしたら、人によっては生活できなくなる可能性もあった。

　また別の話だが、今の神杖では、施療をほとんど術に頼たよっている。体を切開して患かん部ぶを切除するなどの外科手術は国が鎖とざされていたころからあったが、やはり誰もが体を切り裂さきえぐり取る行こう為いに対して拒きよ否ひ反応が強かった。そのため術による施療が発達し、体を裂かずとも患部を取り出せる術が編み出されている。竜珠が廃はいされれば、それらの施療も強制的に廃すたれざるを得ないだろう。

　つまり、代わりとなる地道な医術が必要になるが、多大な学問と経験を必要とする医術を修めるには、莫ばく大だいな費用と時間がかかる。それに関しては、今からでもすぐに取りかかるべきだった。医師の養成に力を入れ、外科手術への嫌けん悪お感や恐きよう怖ふを取り除くため、そうした方面への初期教育が必要となるだろう。そのように、考えたり決めたりしなければならないことがたくさんあった。

　そうして五日ほどが過ぎた。




　午後になるとやっと朝議から解放される。遅い昼食をとるとすぐに次の仕事だ。ここ最近は斎宮殿で古い経誌をあさっては封印の術を探すのが、白雪の主な仕事だった。

「陛下、お疲つかれですね」

　昼食後のお茶をいれながら、由永は心配そうに白雪を見る。「よく眠ねむれないのですか？　くまができてますよ」

　自分の目の下を指し示しながら、由永が教えてくれた。

「眠れないというか、疲れていても眠りにくくて。どうも体が興奮してるみたいなの」

「でしたら、今夜はお眠りになる前に薬やつ花か茶ちやをお持ちしますね」

　由永の気き遣づかいがうれしい。白雪はうなずいた。

「ありがとう、由永」

「ところで陛下、小雪が側仕えの身元引受証を出したのは、ご存じですか？」

　突とつ然ぜんの問いに、白雪は何を言われているか、理解するまでに少し時間がかかった。

「ええと、……あ、あれね」

　凜子に頼まれた件だ。後日、凜子に詳くわしく聞いた情報で簡単な身元調査をしたところ、母親が側仕えをしていたのは確かだったようだ。ただ、父親が不明だった。それでも白雪は、御庭係の小雪として身元引受を請うけ負った。父親がわからないということはよくある話だ。確実に血のつながりを証明できるのは、いつどんな時代でも母親だけである。神杖ではそのように受け止められる場合が多かったので、白雪はその点を特に気に留めていなかった。

「知っているわ。凜子さんに頼たのまれたの」

「その者が昨日のうちに入城いたしました。本日から働いています。……その、小雪とは顔を合わせておいたほうがいいと思ったんですが」

　言われてみればその通りだ。身元引受をした者が、された者と面識がないのはおかしい。

「わかったわ。じゃあ、あとで斎宮殿に連れてきてください。そのときには小雪もいるでしょうから」

　白雪がそう告げると、由永は膝ひざを折って礼をした。










　小雪として人前に出るとき、白雪は必ず髪かみや目の色を術で変える。さらに印象を変えるために、小雪のときはなるべく髪を背に流している。斎王の場合はきちんと結い上げなければならないためだ。髪型と毛の色が異なるだけで、人の目はかなり眩くらまされる。

　形式はばかばかしいと思っていた白雪だが、仰ぎよう々ぎようしさによって本当の姿が見み極きわめにくくなるのを、小雪として過ごしていると痛いほどよくわかる。だからこそ、御庭係の小雪の存在はいつまでも消せない。桜院雪月の前で平へい伏ふくする者も、小雪の前ではたやすい口を利きいてくれる。

「小雪さん」

　夏乃の呼び声に、床にはいつくばって書しよ棚だなの下の隙すき間まを覗のぞき込んでいた白雪は顔を上げた。

「はい」

　黒髪のときは小雪として扱ってくれるよう、夏乃にはしっかり頼んである。もともとは白雪の母、白鷺に仕えていた夏乃は、白雪のそうした願いを特別驚おどろくことなく聞き容いれてくれる。それはおそらく、白鷺のほうがよほど無茶を言っていたからだろうと、白雪は推測していた。

　髪や衣装についた埃を払はらい落としながら立ち上がると、夏乃の傍かたわらに立っている人物が、目を丸くしてこちらを見ているのに気づく。

「小雪さん、こちらがあなたに身元引受された、誼よしみさんです」

「よしみさん」

　白雪はそう繰くり返しながら戸口へ向かった。途と中ちゆうに腰こしまでの高さの書物の塔とうがいくつもあるため、たいそう歩きにくい。それを誼という女性は、目をぱちぱちさせながら見ていた。

　できれば側仕えに、と自みずから口にするだけあって、外見はそれなりに整っている。やはり城に上がって貴人の目にふれる場に出なければならない者は、教養や礼法ももちろんだが、見た目も重視された。

　これは、特別見た目が美しくなければならないという意味ではない。外見的な美しさなら、見ただけで不快感を与えない程度でいい。重視されるのは、顔に表れる内面的な性格だ。白雪もここ数年の城内生活で、人の顔を見ればそれなりに性格が把は握あくできるようになっていた。人を侮あなどったり見下したりする性質の者は、どれほど美しい造作をしていても、けっしてそれを隠かくしきれず、逆に外見的な美しさと内面の醜みにくさが不協和音のような印象を与えて警けい戒かい心を起こさせる。

　また、なんの変へん哲てつもない凡ぼん庸ような顔立ちの者でも、むやみに人を貶おとしめたり蔑さげすんだりしない者は、その内面の美しさがにじみ出ているものだ。白雪は経験としてそれを知っていた。

「こんにちは、わたしが小雪です。初めまして」

「初めまして」

　目を丸くしていた誼は、白雪の挨あい拶さつに、深く頭を下げた。「このたびは、ご無理を聞き届けてくださり、ありがとうございます」

「顔を上げてください。お力になれてうれしいです」

　白雪が心からそう告げると、誼は顔を上げて、じっと白雪を見た。奇き妙みように熱心なそのまなざしに、白雪は内心で戸と惑まどう。

　誼は、一見ひどく厳しそうに見える顔つきをしていた。それはおそらく、軽く眉まゆが寄っているためだろう。榛はしばみ色いろの瞳ひとみは大きすぎず、まっすぐな鼻び梁りようは細い。口もとはややへの字に似て、そのせいでどうも無ぶ愛あい想そうかつ中性的な印象を受けるようだ。年は二十歳を過ぎているように見える。この年ねん齢れいではふつう、最初から側仕えとして働くことはほとんど事例がない。側仕えになるためには、成人前からひいなとして専門の教育を受けるか、下働きから経験を積まなければならない。成人後に入城して、すぐに側仕えとして働くことをゆるされた者は、城内でそれなりに信の置かれた者が身元を保証しているのが常だった。

「誼さんは、昨日から城内に入られたんですよね」

「誼で、いいです。さん、は、」

「それはつけないとならないんです。少なくとも斎宮殿ではそうするように、陛下から仰おおせつかっておりますから」

　陛下、という単語に、誼は緊きん張ちようしたようだった。城に上がっていきなり斎王の傍そば近くまで来てしまったのだから緊張もするだろう。実は目の前でしゃべっている者が斎王その人だと知ったら驚くだろうかと、白雪は埒らちもないことを考えた。

「本当は研修を受けていただいて、そのあとで配置が決まるのですが、秋の研修は終わってしまったし、お急ぎのようなので、作業に携たずさわりながらいろいろと覚おぼえていただくことになります。側仕えとして来ていただいていますが、最初は下働きのような雑用ばかりになります。汚きたない仕事もあると思いますが、どうぞよろしくお願いします」

「それは、気にしません。慣れてます」

　誼は、抑よく揚ようのない声でぼそぼそと答えた。

「でも、今日はひとまず、こちらで探しものを手伝ってください。お昼はいただきました？」

「え、はい……」

「陛下が、昔の経誌から、探してほしいものがあるとおっしゃるんです。陛下ご自身はお祈いのりをなさっているので、夜までお出ましになりません」

　白雪が言うと、誼はどことなく不思議そうな顔をした。

「その、……わたしも、ひょっとして陛下にお目通りなど、かなうのでしょうか」

「今すぐには無理ですけど、いつか、あるかもしれませんね。陛下はご存じの通り、異国の風習で育たれましたから、とても気さくな方なのです」

　自分のことなのに、まるで他人のことを語るように持ち上げ気味に説明するのにもさすがに慣れて、最近では恥はずかしいとも思わなくなってきた。これが面つらの皮が厚くなるということかと、白雪はときどき自分の変化に呆あきれたりもする。

「では、早速ですが、これを着けてください」

　白雪は、卓たくに置いておいた埃ほこりよけの前まえ掛かけを取ると、誼に渡わたした。「今から、もうひとつの大きい書庫で探しものをします。その後、書しよ籍せき館へ行く予定です。ついでにそのとき、城内の一部もご案内しますね」

　白雪の言葉に、誼は何度もうなずいた。




　白雪が探しているのは封ふう印いんに関して書かれている文章だった。どんなちいさなものでもいいから、とにかく示し唆さが欲しかったのである。

　術の代わりに式を使うという方向性が確定されれば、竜珠を壊こわすか竜泉を封ふうじるか、どちらかの方法を採ることになるだろう。竜珠を壊すことになっても、白雪にできることは何もない。もう一方の手段、封印ならば自分も少しは役立てる。そう考えて、封印の方法を探していたのだ。

「本当は、いちばん奥の王族閲えつ覧らん室に入ることができたらいいんですが」

　書籍館からの帰り道、白雪は誼に向かって語りかけた。「古い書物の記き錐すいが、たくさん詰つまっているんですよ。誼さんは、記錐を見たことがありますか？」

「あれは不思議ですね。術で本が水すい晶しようになってしまうなんて」

　記錐は基本的に、手のひらに収まる程度の、透とう明めいな鉱物でできた四面体だ。さまざまな色を帯びるし、大きさも異なる場合があるので、一見、宝石と間ま違ちがえそうなものもあった。

「その昔、本の蒐しゆう集しゆう家だった初代杖州公が、いかにして本を傷いためず、古い情報を保存するか、苦く心しん惨さん憺たんして考えた末の賜たま物ものだそうですよ。もっとも、初代杖州公は竜珠ではなかったので、最初は竜珠だったご夫人の力を借りていたそうです。そのうちに国祖も、古くから伝わる書物の重要さに気づいて、記錐の規格を定めて広めたとか」

　白雪が話すと、誼は黙だまってうなずき、ときには笑ってくれる。あまり彼女から話しかけてくれないのは、まだ出会ったばかりだからだろうか。白雪は、昔の自分を思い出して懐なつかしくなった。

　昔は他人に興味がなく、相手が親しみを込めて話しかけていても鬱うつ陶とうしく感じたりしたものだ。あのころの自分が今の自分を見たら驚くだろう。とっつきにくい相手にも話しかけられるようになったし、その反応が芳かんばしくなくてもさほど気にせずにいられるようになった。他人に対して、よく言えば鷹おう揚ようになれたのだろう。悪く言えば無神経になったわけだ。

「誼さんは、寝ね泊とまりする場所は決まったの？」

「はい、お部屋をいただきました」

　誼は白雪に微笑ほほえみかけた。「小雪さんの紹しよう介かいのおかげか、ひとり部屋でとてもありがたいです。──小雪さんは、陛下に重用されているのですか？　御庭係なのは、凜子さまから伺うかがっていますが」

「陛下とは年も近いし、名前が似ているからって、親しみをお持ちいただいているの」

「名前が？」

「陛下は、玉座に就くまでの御名が、わたしの名に似ているのです。慣れない神杖で不安でいらっしゃったようで、斎宮だったころから、よく用いていただけました」

　歯が浮うきそうになるのを我が慢まんしながら、白雪はでまかせを口にした。笑い出しそうにもなるが、小雪が白雪自身であると公おおやけに知られてしまうのはどうしてもまずい。

　そう言い聞かせても、自分のことを他人のように持ち上げて語るのは、自己愛に恵めぐまれていない白雪としては片腹痛いことこの上なかった。しかし二重生活をつづける限り、このでまかせはしっかり身に染み込ませておかねばならないだろう。

「それが今もつづいているのですね。小雪さんと年が近いそうですが、陛下って、どのようなお方ですか？」

　斎王に重用されている御庭係は他にもいる。だが、この問いを受けるのはどうやら白雪だけのようだ。おそらく、見た目で訊きけば答えてくれると相手に思わせてしまうのだろう。自分が悪いのだが、そのたびに苦労する。国の為い政せい者しやをけなすわけにはいかないし、だからといって自分自身を褒ほめちぎれるほど白雪は厚顔ではなかった。

「そういう質問には、答えにくいです」

　笑ってかわすのが、白雪の手法のひとつになっていた。

「それは残念」

　誼はにっこりした。今までの曖あい昧まいな微笑みとは異なる、あでやかにすら見える笑え顔がおだった。

　側仕えは女性ばかりの集団だ。特にひいな上がりの少女たちには、中性的な容よう貌ぼうの者をちやほやする風習がある。それを思い出して、この人はもてそうだなあと白雪はふと思った。

「小雪さんは、宿舎にはまだ戻もどらないのですか」

「陛下にお会いして、報告しないとなりません。誼さんは、今日はこれから夕食をとって、早く床とこに就いてください。あすもまた、斎宮殿での探しものを手伝っていただきます」

　そう告げて誼と別れ、白雪は斎宮殿へと向かう。

　天藍城は城じよう壁へきで囲われているので、夕ゆう陽ひは見えない。東の空は濃のう藍あいに染まりつつあったが、西の空はまだ明るみを帯びていた。秋口なので陽の落ちる時刻は日々早くなっている。

　誼にはああ言ったが、白雪はこののちも探しものをつづけるつもりだった。

　何かを封印する、という方法はいくらでもある。しかし、それらの術や呪じゆ詞しは特に系統立てられ整理されているわけではない。歴代の斎宮は、自分の開発する術や呪詞に対してはとても熱心で、それらをすべて書きつけて残してくれている。しかし、経誌のほとんどが、ただひたすらにだらだらと日記の如ごとく書かれているだけなので、目的の術や呪詞を探し出すのは相当に骨が折れる。人によっては、術の系統ごとに書きつけてくれている斎宮もいたが、それは少なかった。

　歴代斎宮の書き残した経誌は、読んでいると動揺して取り落としそうになるほどかなり複雑な個人の事情がたまに書かれていた。ときどき風変わりな、というかろくでもない斎宮もいて、斎宮に与あたえられる公的な財産を使い込んで城下で博奕ばくちを打っていてうっかりすっからかんになって大あわてで返済に奔ほん走そうしたとか、九連環杖にほとんどすべての業務を委まかせて、国内どころか秘密裏に国外まで抜ぬけ出しては戻ってくる、ということを繰くり返している斎宮もいた。読んでいると自分の行動などまだまだ可愛かわいく思えてくるから不思議だ。

　斎宮には、命を賭としてその身を守る騎き士しがいる。かれらは、祈き禱とう時に斎宮の魂こんや霊れいが肉体から離はなれた場合、その肉体を守る役目を負っていた。他ほかには、斎宮がもし聖王に刃は向むかったり、国のためによくないことをしようとした場合に処断するという真のお役目も負っている。実際に、過去、騎士に処断され命を落とした斎宮はいないわけではない。

　だが、経誌を読みふけっていると、自分の母以上にろくでもない斎宮がいて、騎士は何をやっているんだろう、と白雪は思ってしまう。また、初期の経誌には、騎士は斎宮を退しりぞいたのちの婿むこ候補だから、斎宮位を降りたらこの中から結けち縁えんの相手を決めねばならない、という嘆なげきが記されているものもあった。長く共に過ごすと家族のように親しみの強い絆きずなができてしまう。騎士を大切に思い感謝していれば、なおさらそのような相手を結縁する関係と見なすのは無理な話だった。

　斎宮殿への道をたどりながら、白雪は空を見上げた。秋の夜特有の冷たく湿しめった空気があたりに満ちて心ここ地ちよい。暗がりのそこここに幻げん視しの光が浮かび上がってきた。ふちがぼんやりと闇やみにとけ込んでいる光球は、ふわふわと白雪の周りを巡めぐるようにして浮かんでいる。

　竜珠でなくなればこの情景も見られなくなるのだ、と白雪は思いながら、道のない芝しば生ふの中を歩いた。歩くたびに足もとで芝生が笑うようにさざめいている。子どものころはもっと草木の波長ヒビキをしっかり捉とらえられていたように思う。それが今は、遠くから響ひびく声よりも不ふ明めい瞭りように感じる。

　そういえば、とふとあたりを見ながら考えた。自分は闇の中でも目がきくが、これは竜珠だからなのだろうか、と。ふつうの人間は暗がりでは視力が落ち、何ひとつ見分けがつかなくなるという。だが、白雪は闇の中でも見分けるのを苦としなかった。

　竜珠を廃はいすることになれば、自分もいつか必ず竜珠としての力を失うだろう。白雪はそう考えて足を止めた。ずっと見てきたこの視界を失うのだ。指先をいくら伸のばしても、以前と同じところまで届かなくなるだろう。たとえ見えるところでも、遠くへ行くにはこの足で歩くしか方法はなくなる。

　だが、それがあたりまえのことなのだ。

　ふいに白雪は、土地によっては竜珠が忌いまれるのは何な故ぜかを理解した。

　竜珠の少ない土地では、そのように特別な視界を持ち、より先へと指を伸ばせ、歩くことなく遠くへ行ゆける者など、妬ねたみの対象にしかなるまい。

　人は、自分のできないことを容易にやってのける者に対して憧あこがれや敬意の念を抱いだくこともあるが、侮あなどっていた相手が自分のできないことをやすやすとしてのけた場合、相手を妬み憎にくむ傾けい向こうがある。人を侮りさえしなければ、そんなふうに自分を醜みにくくすることもなかっただろうに。

　そしてまた、何かを持っている者は、持たざる者の妬みを理解できない。だから、竜珠は特異な力を持つと妬まれても、それが常態であるので、妬まれることに対して被ひ害がい者しや意識を持つ。そうして、竜珠とそうでないもののあいだの軋あつ轢れきは激しくなるのだ。

　つまり、自分は人を妬む必要がないほど恵まれていたのだ。

　そのことに今まで気づかなかった自分の無知や無神経はとても恥はずかしいが、死ぬまで理解できないよりましだとも考えた。たとえあす死んだとしても、知らずに死ぬより、知ってからのほうがよほどいい。

「白雪」

　聴きき慣れた声に、白雪はびくりと身をすくめた。

　声のしたほうを振ふり向くと、黒曜が立っていた。

「……黒曜。どうしたの」

「君こそ」

　黒曜はゆっくりと近づいてきた。「何か、考えていた？」

　白雪は黙ってうなずいた。

　四人の近衛の中で黒曜は、白雪にとってもっとも気持ちの安らぐ相手だ。初めて会ったときから、彼だけが白雪を認め、膝ひざを折ってくれた。未熟だった自分を丸ごと受け容いれてくれた黒曜に、白雪は誰よりも感謝し信しん頼らいを置いている。

　しかしだからこそ、今となっては必要以上に彼に甘えたくないという気持ちがあるのは確かだった。どんなときでも見守ってくれた黒曜に、いつまでも成長しない姿を見せて失望されたくはない。とはいえ、そんな気持ちとは裏腹に、気がつくと迷めい惑わくをかけ心配させてしまっている。先日の征せい討とうでも、白雪の失敗を、黒曜は自分のこと以上に気に病んでくれた。

　ふと、黒曜が肩かたを抱いてくれる。彼は白雪より体温が高い。冷たい夕風に晒さらされた体が冷え始めていたのを、白雪は黒曜の体温で知った。

「何か、見えていた？」

「幻視の光が、少し」

　白雪は、そっと黒曜の胸にもたれかかった。

　黒曜の包み込むような親愛の情は、白雪を無条件で安心させる。それは彼の竜珠のはたらきなのだろう。

「城の中は、霊が多いから」

「やっぱり、そうなの？」

「古くからある場所だからね……」

　黒曜の声はいつになく不明瞭だった。彼が何か思い悩なやんでいるのが白雪にも感じ取れる。

「黒曜、心配ごとでもあるの？」

　白雪が顔を上げて問うと、黒曜は困ったような笑みを浮うかべた。

「俺の心配ごとなんて、いつでもひとつだけだ」

　その遠回しな言い方に、自分のことで何かを案じているのだと白雪は気づく。

「どうしたの？」

「君はいつか、行ってしまうんだな、と思って……」

　淋さびしげに、黒曜は目を細めて白雪を見た。

「行くって、どこへ？　わたし、どこにも行かないわよ」

「距きよ離りじゃなくて、……心が、遠く離れてしまうだろうと」

　黒曜は口ごもった。

　白雪は意味がわからず、無言で黒曜を見つめる。

「いや、今が近すぎるんだろうな」

　黒曜は独白めいた呟つぶやきを漏もらした。「俺たちは、君をとても大切に思っている。職務を越こえて、……みんな、君をとても、好きだ」

　白雪は言葉もなく、ただじっと黒曜を見つめる。
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　みんなというのは、近衛のことだろう。

　騎士として斎宮だった自分を守り、今は近衛として斎王である身を守ってくれる四人のことを、白雪は特別に思っている。とても大切だ。家族に等しい。

　唯ゆい一いつの家族だと思っていた朱月の本心を知って、白雪はひどく傷ついた。

　だが、その傷が思いの外ほか早く癒いえたのは、四人のおかげだった。信じることに怯おびえるようになった白雪の心を根気よく導いてくれた四人には、いくら感謝してもし足りない。

　しかし、そうして信じてしまったからこそ、かれらへの想おもいは、かれらが望むのとはまったく違ちがうかたちで白雪の中に根づいてしまった。今さらそれを変えられはしない。──かれらが望むような特別で以もつて愛することはもうできないだろう。

　そんな自覚があるのに、それでも尽つくしてくれる四人を傍そば近くに置いている自分の卑ひ怯きようさを、白雪はとてもよく知っている。

「でも、君にとって、俺たちは、……重いんだろうな」

「そんな、」

「それでも君に、俺たちが心を捧ささげることを許してほしいと、思う」

　白雪は目を閉じた。

　望むように愛し、愛されることができたら、誰も人を想って悩みはしないだろう。

　人の心ほど、摑つかみどころのないものは他にない。

「……みんなのこと、とても、好きよ。……だけど、わたしは、たぶん」

「君は、自分にとって難解なもの、理解しがたい存在にばかり心こころ惹ひかれる」

　黒曜は主観でなく、客観で語っているようだった。「人はどうして生まれてくるのか、そんなふうに謎なぞめいたことに気を取られる、探究者のようだ」

「そうかもしれないわね……」

「だから、彼に惹ひかれているんだ」

　白雪は驚おどろいて目を開いた。黒曜の胸に腕うでをついて離はなれようとするが、逆にきつく抱きしめられる。

「……黒曜？」

「君は、俺たちには、いつも笑ってくれる。──でも、彼には怒おこるんだ」

　彼、とは。

「そんなこと、ないわ」

　白雪は首を振った。「みんなは、わたしをいらいらさせないもの。あんなふうに、自分を棄すてようとはしないから」

「君のためになら、みんな、簡単に自分を棄てるよ」

「……それは、お役目でしょう」

　白雪は顔を上げて、黒曜を見た。いつも微笑ほほえんでいるような黒曜の顔が、ひどく悲しげに歪ゆがんでいる。

「君のおかげで、俺は……言こと霊だまが人に及およぼす影えい響きようを怖おそれずに、こうして、話すことが苦痛ではなくなった」

　黒曜はもともと、寡か黙もくで口調もやや覚おぼ束つかない印象があった。ここ二年ほどはその無口もやわらいで、以前のようなぎこちない口調もなめらかなものに変わり始めている。

「君にはとても感謝している。だからというわけじゃないが、……俺は、君が、好きだよ」

「……わたしもよ、」

「君の言っている意味とは、違う」

　ごめんなさい、と謝ろうとしたが、できなかった。そうすれば、黒曜を傷つけるとわかったからだ。

　だが、何も言わなくても黒曜を傷つけるのを、白雪は察した。

　傷つけたくないと思うけれど、そのために噓うそをつくべきではない。

　あの大うそつきだった母も、そんな噓をつきはしなかっただろう。

「気持ちを押しつけるつもりはないから、聞き流してくれ」

　黒曜はそう言うと、腕をゆるめた。白雪はちいさく息をつくと、黒曜の胸に額を当てる。

「ねえ、黒曜」

　胸中の行き場のない思いをどうにかしたくて、白雪は問いかけた。「どうして、人は誰かを、……特別に想ったり、するの」

「淋しいからだと、俺の母は言っていたよ」

「さびしい……」

　自分は淋しいのだろうか。

　周りから人が絶えることなく、影かげの中に宿る存在もいるのに、それでも。

「たとえ、傍かたわらに心を許した相手がいても、自分がそれ以上に信頼や理解を求めて、相手がそれに応こたえられなければ、人は孤こ独どくと感じると、俺の父は言っていた」

「黒曜の、お父さん、……どんな人だったの？　憶おぼえている？」

「体が弱くて、穏おだやかな気持ちの人だった」

「黒曜に、似てた？」

「あまり、……俺は、母親に似ているそうだ」

　ふと、黒曜は何かを思い出すように微笑んだ。いつもの笑顔だった。

「長く生きられないと、昔から言われていたらしい」

　黒曜は天藍城で生まれたが、宿下がりをゆるされて生後二年ほどを城外で過ごしていたという。その間、黒曜と彼の母が一いつ緒しよに暮らしていたのは、黒曜の実の父だったそうだ。

「だから、俺が生まれるとわかったとき、驚いていたと、母に聞いた」

「とてもよろこんでくれたでしょうね……」

「そのようだ」

　黒曜は、白雪の頭に手をやると、そっと撫なでた。そのしぐさは、白雪を安らがせる。

　──自分を好きだと言ってくれる人を好きになれたら、よかったのに。

「誰でも、愛した分だけ愛されるとは限らない。報われることのほうが、少ない」

　黒曜は、そんな白雪の思いを読み取ったかのように囁ささやいた。「人の命と、同じだ」

「人の、命」

「大半は、無む駄だに費やされる。……だが、一いつ瞬しゆんでも報われれば、その一瞬のためだけに生まれてきたと言えるだろう。それはとても幸運なことだ」

　囁きが白雪の額を撫で、次いで柔やわらかいものが触ふれる。親愛の口づけに、白雪は顔を赤らめた。

「俺は君に、命を捧げると決めた。他には何も、いらない」

「……黒曜」

　不安に駆かられて、白雪は声を上げた。「でも、わたしのために死んだりしないで」

「もちろんだ」

　黒曜の手が、白雪の背をやさしく撫でる。「俺は、君より先には、死なない。それだけは、安心してくれ」

「……ありがとう」

　にじんだ涙なみだを隠かくして、白雪は黒曜にすがりついた。

　愛する者に愛されないとわかっていても、想いを変えることはできない。

　白雪がそうであったように。

　そして、黒曜だけでなく、他の者たちの想いを受け取れない白雪にとって、それでもかれらが望むように傍に置くことは、ただの償つぐないでしかない。

「でも、……もし、誰か気になる人ができたら、自分の気持ちを欺あざむいたりしないで、……それだけは約束して」

「君が、望むなら」

　黒曜の言葉はあくまでもやさしかった。
















　天藍城内に現れた奇き妙みような違い和わ感かんについて七樹が口にしたのは、丸一日以上過ぎた、夕刻になってからだった。それまで話す機会がなかった。

　七樹は、それなりに身み柄がらが保障されているとはいえ、国土を無断で侵おかした科とが者ものである。青磁が監かん視し役と称しようしてついているのは、護衛の意味も兼かねているのにも気づいていた。七樹の仲間が星曜館の術師を手にかけている以上、城内の術師は七樹への報復を考えていてもおかしくはないのだから。

　仲間の命を奪うばった者への復ふく讐しゆう心は、七樹にも理解できる。たとえ実際に術師を殺したのが七樹でなく九条だとしても、九条がここにいない以上、九条の仲間である七樹が報復の相手と目されるのは致いたし方ないことだとも理解していた。

「気配がするんだ」

　七樹が自由にひとりで動き回るのをゆるされているのは、親王御ご所しよ内だけだ。青磁の聴き取り調査はたいてい居間で行われる。その日の聴き取りが終わったあとで、七樹はそう切り出した。

「気配って、なんの」

「俺と同じやつ」

「……まさか、式師が？」

　青磁はその端たん麗れいな顔に、不ふ審しんげな表情を浮うかべた。

「そうなる、な」

　天藍城には術で結界が張られている。しかし、式師ならばそのような結界に拒こばまれることなくたやすく入り込める。結界を解くことはない。ただ、術がきかないから影響を受けないのだ。影響を受けなければ、結界を張っている側に気づかれることもない。

「九条に持たせた手紙を読んだんだろうよ」

　あの、生意気で鼻持ちならない女が挑ちよう発はつめいた手紙を仲間に送ったのは、もう七樹も知るところである。『文句があるなら天藍へいらっしゃいって、回りくどく書いただけ』だそうだが、そのような挑発をすれば、仲間がどんな手段に出るか、七樹にはある程度予想がついた。

「それで、誰か来た、……んだと思う」

「すでに城内に入り込んでいるというのか」

　青磁は立ち上がった。

　七樹はそれを、にやにやと見上げる。

「青磁、よほどあの陛下とやらが好きなんだな」

「好きとか、破は廉れん恥ちな軽々しい言葉を使うな」

　母が妓ぎ女じよ、父も妓生だったというのに、青磁は色いろ恋こいに対してひどく堅かた苦くるしい。おそらくこの城内で『売色をなりわいにしていた女の息子むすこ』と陰かげ口ぐちを叩たたかれて育ったせいだろう。そしてまた、自分が親王として扱あつかわれながらも王族の血などまったく引いていないと知っていたためか、青磁は男女のあいだにごくあたりまえに発生する関係について、異様に嫌けん悪お感を示すきらいがあった。

「あいつは、俺たちにとって守るべき存在なんだ」

「そうだな、青磁の弟たちは、ずいぶんと俺を警けい戒かいしてる。ろくでもない虫を、あのお姫ひいさんに近づけたくないって顔をしてるぜ。兄貴のほうはそうでもないみたいだけど」

「蘇芳だって本心では、おまえを警戒している。琥珀や黒曜とは違ちがった意味でだろうがな」

「まあでも、そんな心配、しなくてもいいぜ。俺は全然、あんな女は好みじゃねえし」

「……正しくは、おまえを警戒してるんじゃない。あいつの気持ちを危あやぶんでいるだけだ」

「過保護だね。風にも当てたくないって感じだ」

「おまえから見たら、あいつはちやほやされてるだけのただの小こ娘むすめに見えるんだろうが、」

「だってその通りだろう？　苦労知らずって顔をしてる。高こう慢まんちきじゃないだけましだが、ああいう気位の高いやつは、鼻っ柱をへし折ってやりてえよ」

「おまえは、あいつがどんな思いをしてきたか知らないから、そんなことが言えるんだ」

　あくまでも白雪を庇かばう発言しかしない青磁に、さすがに七樹はむっとした。

「青磁、変わったな。昔だったら、あんな小娘、鼻にも引っかけやしなかったくせに。大好きな白鷺さまのお嬢じようさまだからか？」

「白鷺さまは関係ない。俺は、……あいつが、」

　青磁はそこでためらった。「あいつの泣き顔を見たくねえんだよ、ただそれだけだ」

　しかし、白雪が涙を見せたことなど、ほとんどないと言っていい。白雪は人前では涙を見せない。隠れて泣いている。

　それが青磁には腹立たしい。その腹立たしさは自分に向けられたものだ。

　せめて自分の前で泣いてくれれば、慰なぐさめることだってできるのにと思う。

「それより、式師が侵しん入にゆうしているなら、あいつに知らせないと」

　まだ自分は彼女の全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを得ていないのかと、暗い考えになりそうだったのを振ふり払はらうように七樹に告げた。

「行ってらっしゃい」

「何言ってやがる。おまえも来るんだ」

「はあ？」

　思いがけない青磁の言葉に、七樹は素すっ頓とん狂きような声を上げた。「なんで」

「俺たちの術では式師に対たい抗こうできない。おまえがいれば、侵入してきた式師も無闇に攻こう撃げきは仕し掛かけられないだろう。おまえを助けに来ているはずだからな。つまり人質ってことだ」

「知らないぞ。男どもが来てるなら俺に人質の価値くらいあるかもしれんが、うちの女どもは仲間相手でも容よう赦しやしないからな」

　七樹は肩かたをすくめると立ち上がった。「女のほうが凶きよう暴ぼうだなんて、俺、知らなかったぜ」

「女によ性しようとは凶暴だ、でなければ生き延のびられないからな。そんな基本的なことをなんで知らないんだ」

「青磁こそ、なんで知ってるんだ」

　ふたりは軽口を叩き合いながら居間を出る。

「白鷺さまを見ていたら、それくらい学習する」

　早足で出口へ向かう青磁は、ひどくまじめな顔をして答えた。その言葉に七樹は呆あきれて二の句が継つげない。青磁が、自分の身柄を偽いつわった斎宮を誰よりも崇すう拝はいしていたのを七樹はとてもよく知っている。その延長上で、斎宮の跡あと継つぎとなった娘むすめの騎き士しになると誓ちかいを立てていたのも。それなのに、そんなことをどの口で言っているのかと呆れたのだ。

　外に出ると、すでにあたりは暗い。青磁はためらうそぶりも見せず、道のない芝しば生ふを横切っていく。

「七樹、気配って、何人くらいだ」

「少なくともひとりだな。多かったらどれくらいかはわからない。この城の中、やたらと術が飛び交かってて、うるせえんだよ」

「その術も、うるさいだけで、おまえたちにはちっともききゃしないのか」

「……そりゃあ、そうだ」

「なのにどうしておまえたちの扱う式は、俺たち竜珠に痛手を与あたえるんだ」

「式は、竜珠に対抗するべく作られたものだからな」

　先へ行く青磁の横へ、七樹は追いついた。「竜珠の波長ヒビキとかぶらないように、綿密に計算された手法で成立させるようになっている」

「ふん」

　青磁は鼻を鳴らした。「まったく、こんなことになるなら、さっさとおまえを城にあげてしまえばよかった」

「そりゃ無理だ。俺は青磁と違って、高貴な方々なんて大だい嫌きらいなんでね」

「あいつだってそうだったんだぞ」

　あいつとはこの場合、もちろん白雪のことだ。青磁はみだりに彼女の名を口にしない。それほどに大切に想っているのが七樹にはわかる。

「……へーえ」

「あいつはこの城で育っていない。西方を流れていたからな。西方では竜珠は蔑べつ視しされる傾けい向こうにある。なのにあんなにまっすぐ育った」

「気が強いんだろ」

「それもあるが、式を打たれていたんだ」

「なんのために」

「あいつの力は強大だ」

「だな。まるで闇やみ夜よに灯ともす篝かがり火びみたいだぜ。やたらと何もかもを惹ひきつけてる。よくもまああんな綺き麗れいなままでいられると感心する。よっぽど青磁たちが心を配って守ってきたんだろうとは思ったが」

「……あいつが生まれてすぐ、あの輝かがやきがよくもあしくもさまざまなものを惹きつけると懸け念ねんしたあいつの祖母に当たる方が、その光を弱めるために式を打ったんだ。そのせいで、人に興味を持てないという弊へい害がいも出たがな」

　もちろん、白雪が他人に興味を持たなかった、持てなかったのはそのせいだけではない。あんな毒々しい男がいつも傍そばにいたら、その毒に当てられてしまうに決まっている。やさしい笑え顔がおと物もの腰ごしの下に滴したたる毒を隠かくしつづけたあの男は、彼女の心を鷲わし摑づかみにしてしまったのだ。

　そして彼女は今もあの男が遺した毒に苛さいなまれている。

　灌かん木ぼくの茂しげみを抜ぬけようとしていた青磁は、そこで足を止めた。

「せい、」

　七樹が呼びかけると、手で制止される。

　青磁の足を止めた情景を、七樹も見た。

　宵よい闇やみの中に、長身の男が立っている。いや、男だけではなかった。男の腕うでの中には、少女が身を預けていた。

　黒曜と、白雪だ。

「……」

　灌木に遮さえぎられて、あちらからこちらは見えないのだろう。ふたりはその場でじっとしている。

　七樹は、何故か息苦しさを覚えた。

　──女なんて勝手なものだ。七樹は救慰寮を出てから何度もそう思わされることがあった。男より力が弱いことを笠かさに着て、やたらと自分たちを丁重に扱うよう要求する。傷つきやすいのだ、と。まるで男が頑がん丈じようで、髪かみの毛一筋も傷つかないかのように振る舞まうのだ。

　男だって、傷つくときは傷つくし、涙なみだだって流す。ただ、それを恥はじとする風習が蔓まん延えんしているから、隠しているだけだというのに。

　ふたりを眺ながめていた七樹は、ふと傍かたわらの青磁をぬすみ見た。その横顔にはどことなく苦しげな表情が浮うかんでいる。

　心やさしい青磁の関心が、あの陛下とやらに集中しているのは、再会してしばらく一いつ緒しよにいたらよくわかった。ほかの近衛たちもそうらしいが、それは七樹にとってどうでもいいことだ。ただ自分にとって縁ゆかり深い青磁があんな女に振り回されているのを見なければならないのは腹立たしかった。

　とにかくあの女は七樹の神経を逆さか撫なでするようなことばかり言ったりしたりする。それに、お節せつ介かいだ。茉莉とのことだって、心配されているのは七樹だってわかっていたが、頼たのんだ憶おぼえもないと思っていた。

　とにかく七樹は彼女が気に入らない。見てくれはあんなに可か憐れんなのに、その舌ぜつ鋒ぽうは七樹を切り刻む。近衛たちには笑って見せ、甘えて、やさしい言葉をかけるのに、出会ったばかりの七樹にはけっして隙すきを見せたりしない。

　どうしてこんなにいらつくのか、七樹自身にも実はよくわかっていない。

「おい」

　腹立ちにまかせて、七樹は灌木の茂みからとび出した。すると、ふたつの影かげがぱっと離はなれる。

「なんだよ、逢あい引きでもしてんのか」

　わざと蓮はすっ葉な言葉を投げかけると、宵闇でもわかるほどに彼女は怒いかりで顔を赤らめた。

「七樹」

　後ろから青磁が厳しい声で呼んだ。

「どうしたんだ」

　尋たずねたのは黒曜だった。背に白雪を庇うようにして七樹の前に立つ。

「城内に式師が侵入してるって知らせに来たんだが、別にいらなかったようだな。あんたはちゃんとその近衛に守ってもらえるだろ」

「あなたに心配してもらう謂いわれはないわ」

　白雪の声は震ふるえていた。怒っている気配に、七樹は少し後こう悔かいした。

「でも、ありがとう。お礼は言っておきます」

「礼なんか、……？」

　白雪が、驚おどろいたように目を瞠みはり、じっと自分を見つめているのに気づいて、七樹は言葉を詰つまらせた。

　七樹が川で溺おぼれかけていた白雪を救ったのは、何かきらきらしたものが流れていくのが感じられたからだ。気がついたら引き寄せられるように流れに飛び込んで掬すくい上げていた。今思うとあれは、彼女自身の強い光が自分を惹きつけたのだろう。

　闇夜に灯る篝火の美しさに心打たれ、近くでよく見たいと願っても、近づけば近づくほど焼き焦こがされるだけだというのに。

　彼女を見ていると、自分も青磁のようになってしまいそうな気がして、困るのだ。

　……何もかもを引き替かえにしてもいいから、この美しい命を守り通したいと考えてしまいそうで。

「っ」

　ふいに白雪の髪が銀色に変わった。次いで、きらきらと瞳ひとみを空色に変化させながら体当たりをするように跳とびつかれ、七樹は後ろにのけぞった。なんとかひっくり返るのはこらえたが、そのために白雪を抱だき留とめるかたちになってしまう。

「あなた、会ったの？」

「は？」

「会ったこと、あるんでしょ、その人に」

「へ？」

「白雪、ちゃんと説明しないとわからない」

　黒曜がやさしくなだめた。「誰か、いたのか」

「この人の、後ろに、今、一いつ瞬しゆん……」

　白雪は何度も喉のどを詰まらせた。「明あけ星ぼしさん、が」

「明星さん？　誰だそりゃ」

「こいつの祖母に当たる方だ。式を打った、」

「ばあさん？　知らねえな」

「祖母とは言ったが、老婦人には見えない方だ。年を取らないのでな」

　青磁が重々しく告げる。「それに、女じよ性せいだが見た目も気きっ風ぷもかなり男前な方で、竜珠ではないから髪は短くしている。金きん髪ぱつで、瞳は茜あかね色いろ」

「……背が、高い？」

「ああ、おまえほどじゃないが」

　青磁に肯こう定ていされ、七樹は眉まゆを寄せた。

「確かに、その条件に当てはまる人に会ったことはある。恩義も、ある。だが、明星なんて名乗らなかったぞ、あの人は」

「春はる雪ゆき、か？」

「…………それだ」

「いつ、会ったの？　どこで？」

　白雪が必死な形相でしがみついてくる。七樹は動どう悸きを抑おさえるのに必死になった。

　こんなに近づかれては息ができなくなってしまう。細い白い指が自分にしがみついてくるのが、殴なぐられるより怖おそろしい。いっそ殴ってくれたほうが気が楽だ。

　そんなふうに強くしがみつかれたら、まるで自分に何か特別な気持ちでも抱いているのかと錯さつ覚かくしてしまいそうになる。

「三年前、長汀で」

　やっとのことで七樹がそれだけ答えると、白雪はひどく落らく胆たんした表情を浮かべた。その細い手が離れていくのに、七樹は安あん堵どと同時に失望も感じる。

「最近じゃ、ないのね」

「悪いけど」

　さきほどまでの威い勢せいの良さはとっくにどこかに落としてしまった。七樹の答えに、白雪もただ首を振ふる。嚙かみついてこないのがめずらしくて、七樹はまじまじと彼女を見た。

　七樹が白雪と初めて会ったのは涼州だったが、そのころはまだ式も覚え始めたばかりで、未熟な七樹には白雪の姿は目に映るとおりにしか見えなかった。

　だが、川から助けたときは、きらきらとその髪がしろがねに輝いて、たいそう美しかった。

　──今のように。

「明星さんが近くにいるのなら、来てもらおうと思ったんだけど……式のこと、少しは詳くわしく教えてもらえるかもしれないでしょう」

「そういえば、あの人は式も打てたな」

　悄しよう然ぜんと呟つぶやいた白雪に、思わず七樹は言葉をかけた。「でかくてややこしい式も扱あつかえるみたいだったけど……」

　そこで七樹は言葉を切った。白雪がじっと見上げているのに気づいたからだ。どうやらまた、彼女を怒おこらせるようなことを言ったらしい。大きな目が厳しい色を浮かべている。

「あなた、明星さんと何を話したの？　恩義もあるって、どういうこと？」

「……」

　問い詰められて、七樹は言葉をなくす。

　七樹には春雪と名乗ったあの得体の知れない人物に、確かに多大なる恩義がある。平たく言えば金を借りたのだ。しかもけっこうな額だった。

　その金は、当時一度だけ戻もどった救慰寮で使い果たしてしまった。とても寒い冬で、食べるものにも燃料にも困っていたのだ。

　もちろんいつか返すつもりはあった。だがそれは今ではない。春雪は『出世払ばらいでいい』と言ってくれたのだ。いつかまた会えるだろうしと、気の長いことも言ってくれた。

　そんなみっともない話を、この目の前に立ちはだかっている綺き麗れいな気の強い一ひと筋すじ縄なわではいかない女にだけは知られたくなかった。何な故ぜか異様に恥はずかしい。

　その羞しゆう恥ちを自覚したとたん、顔が熱くなっていくのがわかる。

「おい、七樹？」

「しっ」

　青磁の声が、黒曜の声と重なった。たちまち黒曜の身に緊きん張ちようがみなぎっていくのが感じ取れる。

「誰か来る」

　彼は短く言うと、一歩前に踏ふみ出して、その場にいた全員を背で庇かばった。その前方に、確かに人ひと影かげがある。

　七樹はそれをみとめて息をのんだ。さきほどから感じていた気配は、これだったのだ。──よりによって。

「……ちょっと待って」

　白雪が、黒曜の腕うでにさわって前に出た。銀色の髪かみが夜風に揺ゆれる。夢のように綺麗だと七樹は思った。

「誼よしみさん……？」

「その声は、小雪さんですね」

　七樹はその声を耳にしたとたん、背に氷柱つららを突つっ込まれたことを思い出した。たとえではない、実際にこの声の主は以前、七樹にそうしたのである。

「どこにいらっしゃるんですか？　暗くて、よくわからないです」

「こっちよ、でも、どうしてここに？」

「ひょっとしたら、小雪さんは陛下に報告したあとも、探しものをするのではないかと思って、ちょっと来てみたんです。もしそうなら、お手伝いいたしますよ」

「ありがとう、でも……」

　白雪が、声のするほうに向かって歩き出した。黒曜と青磁がそれにつづく。

「ちょ、待てって！」

　七樹は思わず叫さけんだ。「そいつは、」

「やっぱり、そうだったのね」

　闇やみの中で、さきほどまで丁てい寧ねいだった口調ががらりと変わった。

「よせ、やめろ、──四よつ羽は！」

　七樹が叫ぶと同時に、闇の中で青い焰ほのおが円を描えがく。

　七樹の描く円より大きく、明るい焰。それは彼女の式師としての格の高さを示している。七樹はこの三年、彼女に、ほとんど虐いじめられるようにして式を叩たたき込まれたのだ。今でも彼女にはかなわない。

「な、……！」

　白雪の叫びが聞こえた。次いで何かが草の上に落ちる音がする。

　七樹はもっとも簡単な点てん陣じんを描いて周囲に放つ。とたんに闇が消え、青い人工の光が周囲を明るく照らし出した。

「それ以上近づいたら、殺すから」

　草の上に横たわる白雪の首を、傍かたわらに膝ひざをついた四羽が片手で押さえ込んでいる。白雪は苦しげにもがいた。

「白雪！」

　青磁が叫びながら刀を抜ぬいた。

「この子が斎王、桜院雪月ね。驚おどろいたわ。側仕えだって言って出てくるんですもの。術がきかないからこっちには本当の色が見えるのよ、危機意識のない子だこと」

　四羽はあざけった。「ちょっとそこの近衛、ふたりともそれ以上近づかないでね。そこに突っ立っててくれりゃ、この子の命まではとらないから。──このきれいな喉に穴をあけるくらいよ」

　四羽の言葉が決して威い嚇かくではないのを知っているのは、この場では七樹だけだ。

「そこの、聞こえてなかったの！」

　黒曜がわずかに身み動じろぐと、四羽はもう一方の手を白雪の喉に当てた。とたんに白雪が目を瞠みはり、次いでがくりとのけぞる。意識を失ったようだ。すぐに目が閉じられた。

　四羽は剝むき出しになった白雪の喉の中央に、人差し指を押しつけた。

「竜珠を潰つぶすついでに、少し声を出せなくするだけよ。でも、あなたたちがそれ以上動けば、わたしの手元も狂くるうかもね」

　七樹は竜珠を『壊こわす』だけだが、四羽は『潰す』こともできる。壊すのは直接、竜珠にふれなければできないため、背からの処理になるが、潰すのは前からもできるのだ。しかし、よほど巧うまくやらないと対象者の命が危あやうくなる。拷ごう問もんの一種でもあった。

「そいつを、放せ」

　青磁が低く命じた。「そいつに傷ひとつでもつけてみろ。殺してくれと言いたくなるような目に遭あわせてやる」

「わたし、そんなこと絶対に言わないわよ。どんな目に遭ったってね」

　四羽の言葉に、七樹は首を振った。事実、四羽はどんな拷問を受けても生き延びてきたのだ。彼女の耐たい性せいは、青磁に想像つくまい。

「青磁、頼たのむ、そこを動かないでくれ」

　七樹はそう言うと、四羽に向かって足を踏み出した。

「七樹、あんたはなんでそんなところにいるの？　さっき、わたしを止めたわよね？」

「そういうわけじゃない、……なんだっていきなり、そんなことしてるんだ。もう少しやりようがあるだろうが」

　七樹の言葉に、四羽は鼻白んだ。

「そうね、あんたは杖州育ちだったわ。忘れてた。里心がついちゃった？」

　言ってから、四羽は白雪を見おろした。「それとも、この綺麗なお嬢じようさんに絆ほだされた？」

「四羽、頼むから無茶をしないでくれ。そいつは俺たちに協力してくれるかもしれないんだぞ」

「へえ」

　四羽は七樹を見上げた。「あんたって本当に、きれいな子に弱いのね。それは別にいいわ。でももう決めたの、わたしたち。神杖でもっとも強いと言われている竜珠を潰そうって。そうすれば、神杖のなまぬるい民たみにも、世界がどれほど切せつ羽ぱ詰つまっているかがわかるでしょう。王さまが身を以もつて教えてくれるのよ。素す晴ばらしい王だわ！」

「どこの『わたしたち』だ、そりゃ。少なくとも俺はそん中に入ってねえだろ。九条もな！」
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「五い剣つるぎと八や穂ほは賛成したわよ」

「させたんだろ。八穂はともかく、五剣が女にそんなことしていいって言うわけねえよ。とにかく手を放せって！」

　叫びながら七樹は円えん陣じんを描いた。軌き跡せきを描いた青い焰が鞭むちと化す。鞭の先はすばやく四よつ羽はの手を打った。

　四羽の目が冷たい色を帯びる。

「七樹？」

　その、語ご尾び上がりの呼び方は、この三年で恐きよう怖ふとともに七樹の身に染みついていた。

　四羽は片手を動かすと、指先で陣を描いた。そこから吹ふき上げた風が、七樹の打った式を打ち砕くだく。

「そんな反はん抗こうして、ただで済むと思っているの……？」

「四羽、できるだけ平へい和わ裡りにことを進めてくれと、統とう帥すいから命じられているだろう」

　七樹は腹の底に力を入れた。確かに四羽は怖おそろしいが、だからといってここで引き下がり、あの斎王をいいようにさせるわけにはいかない。

　白雪が、竜珠を廃はいする方向へと考えを変えているのはありがたい。だが、彼女を傷つけたくないと七樹が思うのはそのためだけではなかった。

「できるだけ、でしょ。そんな悠ゆう長ちようなことを言ってられないわ、わたしには時間がないのよ。それに、仲間のあんたを掠さらった相手に、手加減する気はないわ。九条に聞いたわよ。この子は式のきかない力を持ってるんですって？　見過ごせないでしょ」

　式のきかない力、と言われて七樹は気づいた。

　それは、輝き石せきの力だ。

　……自分も、持っていると言われた。

「四羽、すぐにその手を放せよ。ここにいる近衛さんたちは、そいつに少しでも傷をつけた相手には、手加減なしで攻こう撃げきするぜ」

「やれるものなら、やって……っ！」

　四羽が目を瞠みはった。四羽と七樹のあいだに、ふいに半はん透とう明めいの姿が立ちはだかったからだ。それは七樹が放った青い灯ともし火びの中に浮うかび上がる。

「白雪……！」

　黒曜が叫んだ。

　ふわふわと浮いている白雪は、それへ首を振ふってみせる。口が動いたが、声は聞こえない。しかし、黒曜は白雪の言葉を受け取ったようだ。苦しげな顔をした。

「何をばかなこと言ってるんだ！」

　青磁が白雪に向かってわめく。「おまえ、今、自分がどんな状じよう況きようにあるのか、わかってるのか！」

「霊れい魂こんが体から出てしまってるわね」

　おかしそうに四羽はわらった。「じゃあ、さっさと処置させてもらうわ」

　改めて四羽は、横たわる白雪の体に指先を突つきつけると、勢いをつけて打ち抜こうとした。

　七樹は一いつ瞬しゆんで彼女の傍らまで跳とび、すんでのところでその腕うでを止める。

「放しなさい、七樹」

　四羽は静かに命じた。

「俺の話を聞いてくれ」

「あとで、いくらでも」

　四羽はちっとも七樹の言葉を聞き容いれない。七樹は思わず、摑つかんでいた彼女の腕をひねった。すると、そのひねりに従うように、四羽は地面を蹴けって、身を宙で回転させた。その勢いで七樹も転がる。しかしためらわず、七樹は白雪の体の上に伏ふせた。

「どきなさい！」

　四羽が七樹の首を摑んだ。

「やめろって言ってるだろうが！　今なら、青磁たちも許してくれる」

「青磁？　ああ、あんたの兄さんね」

　四羽の声こわ音ねが、ぞっとするような色を帯びる。「あんたがそこまで意固地になってるのは、懐なつかしいお兄ちゃんに会っちゃったからね。じゃあ先にそっちをかたづけようか」

　七樹ははっとして身を起こした。

　と、その隙すきを突いて、四羽が白雪の腕を摑み、七樹の下から引きずり出そうとする。七樹は焦あせって、白雪の体を奪うばわれないようにと抱だきしめた。

「頼むから、四羽、やめてくれ……！」

「ああもう、いいわ、あんたもちょっと喰くらってちょうだい」

　四羽はそう呟つぶやくと、七樹の肩かたに指先を当てた。次の瞬しゆん間かん、七樹の肩が熱く鋭するどいものに刺さし貫つらぬかれる。

　熱さだけが残り、次いで激痛がはしった。

「いつまでもそうやって抱いてればいいわ。もう終わったから」

　あざけりの言葉に、七樹ははっとして、腕の中の白雪を見た。

　その喉のどには、自分の肩と同時に空あいたと思おぼしき穴がある。空くう洞どうは本当に指先ほどの大きさで、血は一いつ滴てきたりとも流れていない。

「き、さま……」

　白雪の状態を見てとった青磁が刀を抜ぬいた。四羽はそれに、笑ってみせる。

　青磁が四羽に斬きりかかると同時に、黒曜が白雪の上にいた七樹を押しのけた。

「しらゆき、……！」

　黒曜が名を呼ぶと、ぐったりと横たわった白雪のそばに光の粒りゆう子しが集まって、再び白雪の姿が現れた。

「早く、戻もどってくれ」

　黒曜が喉の穴に手を当てながら、白雪に懇こん願がんする。白雪は困ったように黒曜を見返した。方法がわからないとでもいうのだろうか。

「どうして、……どうして治らないんだ！」

　施療を始めた黒曜は、すぐに穴がふさがらないことに気づいた。七樹は奥歯を嚙かみしめる。

　式でつけられた傷は、式でしか修復できない。竜珠では、今の彼女は治せないのだ。

「無む駄だだ」

　七樹はその手を摑んだ。つと目を上げた黒曜は、烈れつ火かのごときまなざしを七樹に向ける。

「白雪が止めなければ、……おまえを殺している」

「式でついた傷は、術では修復できない」

　黒曜の言葉を無視して、七樹は白雪の首に手を当てた。血が流れていないのは、体が式の与あたえた傷に反応し切れていないためだ。今はなんともないように見えても、やがて出血し痛み出すだろう。この箇か所しよでは致ち命めい傷しようにもなりうる。それまでに修復せねば。

　白雪が、困こん惑わくしたように七樹を見る。その視線は、七樹の肩に空いた穴を見つめていた。

「あんた、竜珠を潰つぶされたんだ。わかるか」

　傷に軽くふれながら霊魂に語りかけると、白雪はかすかに顎あごを引いてうなずいた。

　ふれた傷から、潰されていびつになった竜珠の波長ヒビキが伝わってくる。調ちよう弦げんのされていない十二弦げん琴きんのような不協和音。

「……竜珠、を」

　黒曜が愕がく然ぜんと呟く。近衛でありながら目の前で守るべき対象を傷つけられた彼の心情を慮おもんぱかる余よ裕ゆうが、今の七樹にはなかった。すぐ傍そばで斬り結んでいる青磁と四よつ羽はのことも頭から追い払はらう。素す早ばやく両手で白雪の首を包み込み、雑念をはらって意識を集中させた。

　傷を癒いやす式を打つと、体力をひどく消しよう耗もうし、場合によっては七樹自身の命が削けずられる。だが今はそれくらいどうってことはないと、瘦やせ我が慢まんでなく思えた。自分の命なぞ、他ほかに使いようがない。だがこの人は自分などとは違ちがう。なんでもできる力を持っている。ここで失われていいはずはない。

　七樹は指先でなく手のひら全体で式を描えがく。体の中で乾かわいた木の枝が何本もまとめて折れるような音がした。白雪の首を包んでいる両手が青く光り出す。その光に紛まぎれるようにして、白雪の霊魂が光の粒子に戻り、白雪の肉体に吸い込まれていく。

　体の奥底から理力を引きずり出して、七樹は白雪の傷を修復し始めた。

　手のひらから、見えない細い何かが無数に生えて、傷にとりつき、細さい胞ぼうの情報を読み取っている。読み取り終えると得た情報で複製を作り始めた。材料は七樹自身だ。この手法で本格的な治癒の式を打つ限り、七樹の命は削られつづける。

　ふと、式を描いている手に冷たいものがふれた。見ると、白雪の指先だった。意識を回復したようだ。眉まゆを寄せて、困惑したように七樹を見ている。かすかに唇くちびるが動いた。

「命を削るのはやめてくれと言っている」

　忌いま々いましげに訳する黒曜に、七樹は無言で首を振った。この方法しか知らないのだ。

　穴はさほど大きくないのになかなかふさがらない。同時に潰された竜珠の修復も試みているためだった。これが終わったら何年分の命が削られるだろうかと七樹は自じ嘲ちよう気味に考えた。

　集中していたので、背後の足音に気づくのが遅おくれた。

「どういう具合だ？」

　青磁はそう言うと、どさりと何かを放り投げた。七樹はかまわず式に集中しつづける。

　草の上に投げ出されたのは両りよう腕うでを赤い紐ひもで縛いましめられた四羽だった。意識のある彼女は、憎にく々にくしげに青磁を見上げていた。見えるところに傷がないから、刃はの峰みねで打たれるに留とどまったのだろう。その事実に四羽はひどく腹を立てているようだ。

「殺しなさいよ！」

　四羽の叫さけびに、黒曜が首を振った。

「白雪はそれを望んでいない」

　さらに黒曜は、ひどく剣けん吞のんな顔つきでつづけた。「俺と白雪は心語が通じる。白雪が望むから、通訳してやる」

「おい黒曜、だったら代わりに灰桜を呼べよ」

　青磁はその場に立ったまま、提案した。だが、黒曜はそれを無視した。

「この人は傷ついていて、とてもかわいそうだから、戦いたくはないと言っている」

　これにはさすがに四羽も顔色を変えた。ばかにされていると感じたのだろう。

「かわいそう？　わたしが？」

「『どんな目に遭あっても怖こわくないというくらい人に傷つけられてきたのなら、同じように人を傷つけるのも本当はいやなのでしょう』」

　黒曜は棒読みで白雪の口調を真ま似ねた。ひどく不本意そうに腕を組んでいる。おそらく白雪が、四羽に手を出すなと命じたのだろう。目つきだけなら四羽を殺しかねない鋭さを帯びていた。

「『いちばん強い力を持っていても、強い心が宿っているとは限らないのに、あなたのもっとも大切な人には、それがわからなかったのね』」

　白雪は人の心を読むのだろうか、黒曜の口を借りて発された言葉は何もかもが図星であり、四羽の心の傷を深く抉えぐっているはずだった。しかしそのようなやり方では、四羽はますます頑かたくなになるだけだ。

「わたしが弱いって言いたいの」

　四羽は低い声で問う。

「『本当に強かったら、そんなふうに、誰彼かまわず傷つけるようなことはしない』」

　黒曜と四羽はそのまま睨にらみ合う。

「おい、七樹」

　ふいに青磁は七樹の肩を摑んで揺ゆさぶった。「白雪が、言っている。灰桜を呼んでくれ、と。おまえなら呼べるはずだと」

「俺、が？」

　無理やり式を中断された七樹は、荒あらい息をしながら問い返す。消耗が激しい。

「そんな、あれを呼べるのは、こいつだけなんだろ……」

「いいから呼べ！」

　青磁の叫びに必死な色を感じて、七樹は天を仰あおいだ。すでに自分の打った灯ともし火びの式は消えかかっている。

「……かいおう！」

　とたんに風が渦うず巻まいて、やんだときにはそこに子どもが立っていた。

　灰桜は顔色ひとつ変えず横たわる白雪に近づくと、傍かたわらで両りよう膝ひざをついた。

「無茶をする、白雪」

　彼は悲しげに白雪を見た。「何故、竜珠を壊こわさせようとした」

　その言葉に、七樹は目を瞠みはった。それを見て、灰桜はちいさくうなずく。

「白雪は、どうせいつか竜珠のいない世界が来るのなら、自分がその先頭に立って他ほかの者を導こうと考えたんだ」

　白雪が苦しげに目を閉じた。体が傷に反応し始めたのだ。やがて強こわ張ばっていた体から力が抜けたのがわかる。

　斎王は完全に意識を失っていた。
















　斎宮殿の寝しん所じよには、寝台の周りに大の男が四人も詰つめかけ、さらに白雪を治癒したために付き添そいを余よ儀ぎなくされている七樹と、灰桜がいた。

　斎王が他国から来た式師に竜珠を潰されかかり殺されそうになった件は、国の状態が不安定なため、当事者内で収めて決して外に漏もらしてはならないと、近衛の意見は一いつ致ちし隠いん蔽ぺいされた。それが白雪の望みでもあると、灰桜が提案したのに従うかたちとなった。

　また、この件が明るみに出れば、七樹が刺し客かくを城内に導き入れたと解かい釈しやくされてもおかしくない。そうなれば、七樹の身元を保証している杖州公も罪に問われ、さらにややこしいことになりそうだったからだ。




　寝台に横たえられた白雪は、銀ぎん髪ぱつで、真っ白な顔をしている。喉のどにあけられた穴はまだふさがっていないが、出血もしていない。同時に貫つらぬかれた七樹の傷は、七樹が自力で治していた。

　黒曜が、つと白雪の上にかがんで、額に触ふれた。しばらくそうして目を閉じていたが、やがて手を離して、深く息をついた。

「何もかも閉じてしまって、こちらから送れない」

「そうなんだ。だから、俺も入り込めない。このままでは白雪の肉体は、衰すい弱じやくして滅ほろびる」

　灰桜の言葉に、近衛全員が気色ばんだ。刺さすような視線が向けられ、見られているのは自分ではないのに、七樹は思わず後あと退ずさった。

「そうさせない方法がないわけではない。白雪を助けたければ、手を貸してくれ」

　灰桜は七樹を見上げた。「おまえでなければできない」

「俺、……」

　確かにそうだろう。式でつけた傷は竜珠には癒いやせない。式でなければふさげない。だが、灰桜の言葉にはそれ以外の意味が秘められているようだった。

「おまえは孤こ独どくだったろう」

　灰桜は、やわらかい声でつづけた。七樹はぎくりとして子どもを見おろす。彼の瞳ひとみは何もかもを見み透すかすような力に満ちていた。実際、灰桜は自分の記き憶おくをすべて読んだと言ったから、何もかも知られているのかもしれない。

「十五まで平和に育ったおまえは、仲間にいくら尽つくしても、わかりあえない壁かべを感じていただろう。おまえは幸せに暮らしてきたからと言われただろう？」

　確かに、灰桜の言うとおりだった。

　仲間との絆きずなは切れるはずはない。だが、それでも七樹は孤独だった。同じように生まれておきながら、たったひとり、平和に育った者だったからだ。

「白雪も、同じだ」

　灰桜は、白雪に視線を移した。「どんなに愛され守られていても、彼女は孤独だった。──白雪にとって何より必要だったのは、愛されることではなく、愛することだったから、……愛する者を失った彼女は、自みずからの中にある虚うつろを、さまざまなもので埋うめようと努力していた。国に尽くす忙いそがしさや、周りの者たちのやさしさ、……俺を彼のように慈いつくしむことで」

　彼のように、という言葉が何故が七樹には痛い。白雪がもっとも愛した彼とは何者なのか、気になったが訊きけるはずもなかった。白雪の傍らの黒曜が顔を背けている。かれら近衛も、相手のことを知っているのだと七樹は悟さとった。

「俺は輝き石せきだ。だから、どんな傷でも癒せる。しかし、心についた傷は、癒せない」

　灰桜は、七樹の手を取った。「おまえは輝石の力を持っている。それに、……おまえは、白雪を傷つけたり、しないだろう？」

　灰桜の声が震ふるえる。驚おどろいて見ると、子どもの瞳は潤うるんでいた。

「白雪も、おまえを傷つけたりはしない」

　ふたりのやりとりを、近衛たちは黙だまって見ている。

　灰桜は七樹の腕うでに手をかけて引くと、近衛たちを押しのけて寝台に近づいた。

　近くで見ると、目を閉じているため、白雪の顔はひどくかよわく見えた。痛々しささえ感じて、七樹は息をのむ。

「ここに座ってくれ」

　灰桜は、寝台の端はしを示した。七樹は戸と惑まどいながらもそこに腰こしをおろす。と、すぐ下に白雪の顔が見えた。

「七樹の魂こんには、月寄せの魔ま人じんだった前ぜん生しようから有していた力が秘められている」

　初めて名を呼ばれて、七樹はどきりとした。その呼び方には、ひどく親しげな響ひびきがこもっていた。

「前生？」

　いぶかしげな声をあげたのは、琥珀だった。「それって、生まれる前の話だよね。どうしてそんなことがわかったの」

「七樹の魂の記憶を読んだ」と、灰桜は手短に答えた。「七樹の魂が有しているのは、かつて俺が持っていた力だ。……七樹の魂には、輝石に等しい力が宿っている」

　七樹は驚いて灰桜を見た。生まれる前の話だの、生まれ変わりだの、そんな胡う散さん臭くさい話は信じていない。

　だが、この少年の姿をした不思議な存在が、七樹の知っている理り屈くつや知識では推おしはかれないのは認めざるを得ない。あまりにも彼の話が突とつ拍ぴよう子しなさ過ぎてもだ。

「白雪を癒せるのは、その力だけだ」

　灰桜の言葉に、七樹は焦あせって青磁を振ふり返った。目が合う。青磁は眉まゆを寄せ、次いで口を開いた。

「七樹、頼たのむ」

　頼まれてしまったらいやと言えるはずはない。相手は青磁でもある。

「……どうすれば、いいんだ」

　尋たずねると、彼はきまじめな顔をして、

「ここを、」と、自分の口を指さした。「傷にくっつけろ。そうすれば、水が低いところへ流れるように、白雪の中におまえの力が注そそがれる」

　とたんに周囲の空気がものすごいいきおいで険悪になったのを、七樹は感じ取った。

「それ、他ほかに方法、ねえのかよ……」

　問う語ご尾びが消えかかる。

「いちばん手っ取り早いのがその方法だ。確実だし、巧うまくいけば半日もかからずに目をさますだろう」

　灰桜は、どうしてそんなことを言うのか理解できない、とでもいうように七樹を見上げた。

　近衛たちは激しくこの斎王を崇すう拝はいしている。その彼女の肌はだにみだりに触れたら、それがたとえ必要のある接せつ触しよくだとしても、近衛はあとで七樹をどんな目に遭あわせるか。

　しかし彼女をこのまま放っておけば、死に瀕ひんするだろう。

　──この人を、死なせたくない。

　こんなにもきれいな光を消させるわけにはいかない。

　七樹はやっと、自分が彼女に対してどのような感情を抱だいているか、把は握あくし始めていた。

　つんけんされて癪しやくに障るのは、もっとやわらかに接してほしいからだ。やさしくしてほしいと思うのは、……特別に思っているからだ。

　いつからかはわからない。どうしてなのかもわからない。

　自分はこの人が好きなのだ。

　特別に、想っている。

　七樹は脱だつ力りよく感を伴ともなう敗北を受け容いれた。受け容れたとたん、気が楽になった。負けることで楽になる勝負もあるのだと初めて知る。

　たとえ彼女が誰を愛していても、それゆえに自分を振り向くことがなくても、そんなことは関係ないと思えた。

　……自分なぞ、彼女にとっては近衛たちとは比べることもできないちっぽけな存在だろう。たとえ命を救っても、礼くらいは言われるかもしれないが、それで自分に対する感情が和やわらいだり、あまつさえ好意に転じるとは思えなかった。また、命を救ったと恩に着せるのも本意ではない。できれば彼女とは対等でいたい。──いや、対等などと言ったら彼女は腹を立てるかもしれないが。

　自分を大切にしない、と、七樹に対して白雪は怒おこった。それは彼女のやさしさだ。

　本当にこの子はやさしいから、関かかわりの薄うすい自分さえ、親しい青磁や茉莉と縁えんがあるからと、気に懸かけてくれているだけなのだ。

　そう考えると、七樹の覚かく悟ごが決まった。

　近衛に恨うらまれても、彼女を癒そう。目をさまして、また俺に怒ってくれればいい。誰かに笑いかける顔を見られるだけでいい。俺のことは、見なくてもいい。
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　それでも、彼女を助けたいと願う気持ちが止められない。

　自分の想いを自覚すると同時に、体の奥底から何かがわき上がってくる。七樹は戸惑って息を詰つめた。軽いきらきらとした音色が自分の中から聞こえた。聴きいたこともない音色、旋せん律りつだった。その音ねが螺ら旋せんを描えがきながら上じよう昇しようしてくるのがわかる。

「ここに、それを、送れ」

　灰桜の言葉が、ごく自然に七樹に染み渡わたり、その意味を解し、実行しようとする。

　いつもの治ち癒ゆ式のように、身が削けずれていく感かん触しよくがしない。むしろ、体の底から必要なだけの、理力でない何か別の力がどんどん引き出されていく。

　自分の中に突とつ然ぜん現れた、噴ふん出しゆつする温泉のような力の源に、七樹は愕がく然ぜんとしていた。

「……しらゆき」

　初めて、その名を呼んだ。

　その音に導かれるようにして、身に力が満ちあふれる。

　自分から放たれる光の乱らん舞ぶの中、七樹はそっと、白雪の首筋に顔を伏ふせた。

　穴に唇くちびるをつけると、どん、と自分の体の中で何かが破は裂れつする。

　たちまち七樹は意識を失った。










　気がつくと、暗い場所にいた。

　二本の脚あしで立っているのはわかる。だが、いつもなら闇やみの中でも慣れると目が利きくようになるのに、いつまでも周りが見えない。目を閉じているのか、開いているのかもわからない。

　誰か、と声を出そうとすると、喉のどに痛みがはしる。あまりの痛さに涙なみだが出た。喉にさわると、なんの異状もなかったが、指先にふれる皮ひ膚ふがとても冷たかった。……死人のように。

　何が自分の身に起きたのかと記き憶おくを反はん芻すうした。だが、思い出すより前に、何かが爆はぜる音が遠くから聞こえた。

　恐おそる恐るそちらに顔を向けると、闇の中に、ぱちぱちと音を立てて燃える火、のようなものが見える。誰か人がいるのだろう。ほっとして、一歩ずつゆっくりとそちらへ近づいた。足もとの地面はごつごつとして、ところどころがでこぼこしていた。石も転がっていて、歩きにくい。その中を、ゆっくりと、転ばないようにと火へ近づく。

　一歩一歩を踏ふみしめて進んでゆくと、火から感じられる光とぬくもりに、自分の体がひどく冷えていたのを自覚する。

（……？）

　火の向こう側の人が顔を上げた。訝いぶかしむような表情を浮うかべていたのは、十四、五歳に見える少年だった。明るい火に照らされた短い髪かみの色は、夕ゆう陽ひに似て見える。

　声をかけようとして口を開くと、喉の奥がひゅうひゅうと鳴った。声が出ない。少年は、口をあけて茫ぼう然ぜんとした自分を見て、小さく溜ため息いきをついた。

（こちらへ来て、火に当たるといい）

　彼の口調はどこか呆あきれているように聞こえる。何な故ぜか、叱しかられるのではないか、という気持ちになりながら、火に近づいて少年の向かい側に腰を下ろした。

（無茶ばかりするから、そういう目に遭うんだ）

　どこかで聞いたような、それでいて初めて聞くような声で、今までの経けい緯いを知っているとでも言いたげに彼は言った。（こんなところまで来てしまうなんて）

　こんなところとはどこだろう。

　もう一度、あたりを見回す。しかし闇を見み透すかすことはできない。いつもできていたことができなくて、不安になった。

　ゆらりと少年は立ち上がり、火を巡めぐって隣となりに来た。膝ひざをついた彼は、そっと手を伸のばしてくる。細い指先が喉もとにふれた。

（ああ、）

　吐と息いきのような呟つぶやきとともに、少年は眉を寄せた。火に照らされた瞳ひとみの色は、明るい金色に見える。

（こんな傷をつくって……ばかな子だ）

　白雪は目を瞠みはった。体ごと、少年に向き直る。まるで、自分を知っているかのような言葉。

（まだおまえは、ここに来てはいけないのに）
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　知っているかのような、……知っている。

　白雪は慄ふるえた。

　この子はわたしを知っている。

　わたしはこの子を知っている。

　名を呼びたくても声が出ない。ずっと呼びたかった名なのに。

　白雪のさまを見て、少年はどことなく怒ったように眉まゆを寄せた。

（あんな目に遭わせた俺に、そんな顔をして見せるな）

　そんな顔って、どんな顔だろう。自分がどんな表情で少年を見つめているのか、わからない。少年の目の中に映る自分の像はさほどはっきりとは見えない。

（戻もどれ）

　少年は、短く言うと白雪の腕うでを取った。そのまま立ち上がるので、白雪も引っ張り上げられる。

　白雪は、どうしていいかわからず、少年を見た。

　そう、彼は少年だった。最後に見たときの姿、痛々しいあの……

（俺を憐あわれむな）

　少年は、本当に命を落としたときの姿でここにいるのだと白雪は悟さとった。

　厳しい口調だったが、彼の白雪を見る目はやさしい。

　白雪は、ふるえる指先を伸ばして、彼の頰ほおにふれようとした。だが、寸前でそれを振ふり払はらわれる。

（行け）

　彼は低く呟くと、白雪の背後を指し示した。（迎むかえも、来ている）

　え、と白雪は振り返った。

　ゆらゆらとうごめく火ほ影かげを受けて、長身が闇の中に浮かび上がっている。知っている男だったが、よく見えないので誰なのかまでは見み極きわめられない。

　その背を、少年の手が押した。白雪はよろめき、一歩、前へ踏み出す。

　男が手を伸ばして、白雪の肩かたを支えた。

　白雪は彼にすがりついた。

　──七樹に。

　とたんに、あたりが光に満ちた。




　意識がゆっくりとさめていく。

　最初に、体の上に何か重いものが載のっている感触がやってきた。なんだろう？　旅の夜半に、暖を取るためにありったけの荷物を体の上に載せていたときのようだ、と白雪は思った。

　目をあけると、深い緑色が視界いっぱいに広がる。冬の木立を、白雪は思った。

　冬ならば寒いはずだろうに、体はぽかぽかしている。特に、表面が。何か、重いものが載っている部分が……

「……！」

　白雪は、自分の上に載っているものを指先で探って、ぎょっとした。

　上に載っているのは。荷物などではない。人だった。

　白雪はそれが誰かを認識した瞬しゆん間かん、体が痛むのもかまわず、大あわてでずり上がった。そのはずみで、白雪にのっていた者は床ゆかに転げ落ちる。ごつん、と音がしたにも拘かかわらず、彼は目をさまさなかった。

「白雪、だいじょうぶか」

　灰桜が覗のぞき込んでくる。その後ろで青磁がずるずると七樹を引っ張って、長なが椅い子すに寝ねかせた。

（わたし、どうしたの）

　声に出したつもりだったが、口がぱくぱくとしただけで、喉の奥がひゅうひゅうと鳴る。

「まだ、しゃべれない」と、灰桜が首を振る。「七樹が、白雪を癒いやしてくれたから、目をさませただけなんだ。しばらくは、寝ていなくてはだめだ」

（彼が？）

　白雪は驚おどろいた。頰が上気していくのがわかる。目をさましたら体の上に載っていた顔が、脳のう裏りにひらめいた。

「七樹の魂こんの力を使った」

　灰桜は、どこか誇ほこらしげに説明した。「あいつの魂には、まだ封ふう印いんがかかったままだ。なのに、魂に封じられた力を使いこなしていた」

　白雪は驚いて、すぐ近くにいた蘇芳を見た。すると蘇芳は、灰桜の言葉を肯こう定ていするようにうなずく。

「彼が、君を癒してくれたんだ。竜珠の施療がきかなくて……」

　蘇芳の後ろから黒曜が視線を投げかけてくる。

　彼のどこか不安げな顔つきに、意識をなくす前のことを白雪は明めい瞭りように思い出した。

（あの人は？）

　白雪が唇くちびるだけ動かして問うと、黒曜が眉を上げる。

「それは、あの、女か」

　黒曜の声こわ音ねににじんだ警けい戒かいに、白雪は戸と惑まどいながらもうなずいた。

（あの人に、ひどいことをしないで）

「してはいない。琥珀が、眠ねむらせた。今は祈き禱とう所に寝かせている」

（だったら、あの人が目をさましてからでいいの、会わせて）

　白雪は頼たのみ込んだ。

「しばらくは目をさまさないだろう。眠っているといっても、睡すい眠みん状態ではなく、仮死状態だ。竜珠がきかないから、琥珀が薬を使った」

　答える黒曜の口調は剣けん吞のんだった。「君のことだから、殺したり、傷つけたりするなと言うのは、わかっていたが、会わせるのは、」

（でも、わたしとあの人が話し合わないと、何ひとつ話が進まないのよ、……それと、あの人、怪け我がをしてるはずだから、治してあげて、黒曜）

「……」

　白雪の心語での懇こん願がんが聞こえているはずなのに、黒曜は押し黙だまる。

「確かに君の言うとおりだ、白雪」

　蘇芳がなだめる。「だが、今の君は声が出せない。せめて声が出るようになってからにしよう。いくら話し合いたくても、式師の彼女に、君の心語は伝わらないだろうから」

　灰桜が枕まくら元もとに寄って、白雪の顔を覗き込む。

「白雪の声が出ないと、俺も、白雪の中に入れないから、……早く治してくれ。その傷は、あとは白雪自身で治すしか、ないんだ」

　白雪は眉を寄せたが、しばらくすると黙って目を閉じた。










　懐なつかしい感かん触しよくが頰に当たっている。

　ゆらゆらと揺ゆれる背中に負われているのだと、七樹は気づいた。

（せいじ）

　声を出すと、ん、と返事があった。

（目、さめたか）

　青磁の声が、背中越ごしにくぐもって聞こえる。（まだ寝てていいぞ）

（ううん……自分で、歩く）

　七樹がそう答えると、青磁はその場にしゃがんで、下におろしてくれた。

　手をぎゅっと握にぎられる。

　あたりを見回すと、遊里の大路だった。夕方だから、そろそろ商売が始まる時刻だ。赤い格こう子し窓の中から、きらびやかに装った女性たちがくすくす笑いながらこちらを見ている。

（行くぞ）

　青磁は七樹の手を握ったまま、早足で歩き出す。歩ほ幅はばの合わない七樹は、それについて行こうと必死になって走った。

　遠くから聞こえる、ゆっくりとした清すが搔かきの、美しい音色。

　夕ゆう闇やみの中に点ともされた、明るい灯ともし火び。

　遠く、美しい……過ぎ去った時間の、向こう側。

　ゆらゆらと、世界が揺れていた。




　ゆらゆらと揺れる中、七樹は目をさました。

　あたたかい。

「何喰くってこんなにでかくなったんだ、こいつ」

　青磁の声が、した。

「さあねえ」

　答えたのは、琥珀だった。

　彼が自分をよく思っていないのは知っている。斎王に近づく虫の存在が許せないのだろう。

　琥珀が斎王を特別に想っているのは、少し見ただけでわかった。鈍にぶい七樹でも、他人の色いろ恋こいは傍はたで見ていると滑こつ稽けいなほどよくわかる。

　青磁も、彼女を愛しているのだろう。黒曜も、もちろん蘇芳も。

　自分がどう想ったとて、このように愛されている彼女には、夜風ほどの影えい響きようも与あたえないに違ちがいない。

「七樹、目ぇさましたんなら、歩けよ」

「……なんでわかった」

「体に力が入ってる」

「ちぇ」

　七樹は身を起こして、青磁の背から滑すべり降おりた。といっても、青磁より背が高くなってしまったので、青磁が脚あしを抱かかえていた手を放しただけで、地面に立っていた。

「おまえ、重てえんだよ」

「青磁よりでかくなったからな」

　言いながら七樹はあたりを見回した。斎宮殿と親王御ご所しよのあいだの庭園らしい。満ちた月が昇のぼりきってあたりを照らしていた。

「お姫ひいさんは？」

「おまえが落ちて、しばらくしてから目をさました。で、意識のないおまえが上にのってたから、突つき落としたんだ。すごい音がしてたが、どこも痛くないか？」

「……別に」

　打ち身くらいあるかもしれないが、七樹はそれよりぎゅっと胸が詰つまって痛くなった。突き落とすくらいいやだったのかと、少し落ち込む。

「今、あいつには、蘇芳と黒曜がついてる」

「で、俺は青磁と琥珀に監かん視しされてるってわけだ」

「琥珀は、別におまえを監視してるんじゃないさ。これ以上斎宮殿に置いておいたらあの女に何をするかわからなかったから、連れて戻もどってきただけだ。蘇芳と黒曜は、白雪が言い聞かせてたからまあなんとか辛しん抱ぼうできるだろう」

　七樹は複雑な気持ちになった。あんなに愛されている斎王を殺されかかったのに、当の本人は自分に危害を加えた者に何もするなと命じるのだ。尋じん常じような神経の人間には聞き容いれがたいのではないだろうか。近衛の忍にん耐たい力に、七樹は内心で舌を巻いた。

「冷えるから、早く行こうよ」

　琥珀が促うながした。三人は揃そろって歩き出す。

「四よつ羽はは、どうなるんだ」

「それは白雪が決めることで、僕らには何もできない」

　琥珀が淡たん々たんと答える。「できれば僕は、さっさと国土から叩たたき出して、二度と入ってこないように呪のろってやりたいけど、白雪はかなり彼女を気にしてるっぽいから、無理だろうなあ」

「気にしてる、ねえ」

　七樹は呆あきれた。白雪の考え方が理解できない。

「俺は？」

「灰桜に提案されたんだが、おまえは放っておくことになった」と、青磁が告げる。

「は？」

　意外な答えに、七樹は思わず青磁を見る。

「逃にげても、灰桜には居場所がわかるから、と言っていてな、それを信じることになった」

「それって、俺の魂こんの前生が、あいつと関係あるからか？」

「らしいね」

　琥珀の声はひどく不ふ機き嫌げんそうだった。「君は、ずるいな」

「何が」

　詰なじるような口調に、七樹はひっかかる。

「灰桜を通じて、白雪とつながってる」

「つな、がって？」

「灰桜が言ってたんだよ。その気になれば、おまえとあいつはお互たがいの居場所がわかるんだってさ」

「……その気になりたくなんかねえよ」

　少なくとも彼女はそんなことを望んではいまい。

「なってもらうことがあるかもしれない」

　青磁が落ち着き払はらって言った。

「なんでだよ」

「あいつはすぐふらふらどっかにひとりで行っちまう、わるい癖くせがあるんだよ。今回の件だってそうだ。時津原で起きた事件を自分で把は握あくしたいからって、俺たちに何も言わずに、夜中に勝手にひとりで出ていっちまったんだぜ。一国の王だって自覚に欠けるんだよ」

「……そうだったのか」

　それで夜中に川で溺おぼれるという状じよう況きように陥おちいるのか、と納なつ得とくする。

「だから、あいつがいなくなったら、おまえに訊きくからな、これからは」

「これからって、……」

「それに、よくよく考えてみたら、白雪が今どこにいるかがわかる人間を、他国に出せるわけないんだよね」

　琥珀が忌いま々いましげに言った。「だから、七樹にはこの先ずーっと、神杖にいてもらわなきゃならないよ」

「冗じよう談だん、だろ」

「笑えない冗談なんか言うか」

「代われるものなら、僕と代わってほしいよ」

　琥珀の声は切なげだった。




　親王御所の寝しん所じよへ七樹を送り届けたあと、琥珀は半ば怒おこって、青磁に訴うつたえる。

「白雪はいつからあんな趣しゆ味みになったんだろう」

　青磁は一いつ瞬しゆん、何を言われているかわからなかった。琥珀はさらに愚ぐ痴ちる。

「白鷺さまのほうが、よほどましだよ」

「……なんという無礼」と、そこでようやく理解した青磁は呟つぶやいた。「祥琳さまは、素す晴ばらしい方じゃないか。それに、俺の弟に何か問題でも？」

「僕だって青磁の弟だけどね。──青磁は平気なの」

「平気も、何も」

　青磁は溜ため息いきをつく。「あいつも、七樹も、ちっともお互いがどう思ってるかを感じ取ろうとしてねえだろ。……なんであんなに自己完結してるんだ」

「別に僕としてはそのまますれ違っててくれていいけど、……怖こわいからだと思うよ」

　琥珀はそう言ってから、忌々しさのあまり舌打ちした。「白雪は、七樹を怖がってる」

「七樹もそれは同じだ」

　青磁が空を見上げて呟いた。

　見守ってきた少女が大人おとなになっていく。

　自分の想いなどかなうはずもないとわかっているし、よく考えれば色いろ恋こい沙ざ汰たとは異なっているとも思う。

　いとおしくて傷つけたくない、そのために守るし、笑ってほしいと強く願う。必要ならばこの身など、いくらでも削けずろう。だが、命を捧ささげるのを彼女は好まない。

「まあ、……なんでもいいさ、丸く収まってくれれば」

　できれば、何もかも。




　その夜から、七樹はおかしな夢を見るようになった。

　といっても、最初は感かん触しよくだけだった。楽しい夢で、いつも傍にいる大切な人と手をつないで歩く、という他た愛わいないものだった。

　それが徐じよ々じよに明めい瞭りようになって、白雪の見ている夢を見ているのだと気づいたのは三日めだった。

　夢の中で目をさますと、大きな手が額に当てられる。熱があるんだよ、とその人は言う。苦い薬をのまされて、そのあとで蜜み柑かんをもらって食べる……他愛のない夢だが、何な故ぜかきつく胸が締しめつけられるのだ。その、大きな手に触れられると、息苦しくさえなる。これは自分の苦しみではないと、七樹はすぐに察した。

　これは、彼女の夢だ。

　──彼女の中の大切な思い出が、夢となって七樹に流れ込んでいるのだった。
















　白雪の声が出るようになったのは、一いち旬じゆんほど経たってからだった。

「ずいぶんと無防備ね、あなたは」

　琥珀と黒曜が連れてきた四よつ羽はは、両りよう腕うでを赤い紐ひもで縛められていた。七樹が捕ほ縛ばくされたときと異なり、手が前にされているのは、女性だからだろうか。

「そうでもないわ」

　寝しん台だいで起き上がった白雪の肩かたに、夏乃が上うわ衣ぎをかける。白雪はそれへうなずくと、枕まくら元もとに立てかけられた九連環杖を手にして、掛布の上に置いた。

「この中でなら、わたしにはこれで充じゆう分ぶんなの」

「それが九連環杖？」

「そうよ。──あなたたちは、神杖のことをよく知っているのね、四羽さん」

「もともと神杖の生まれだもの。と言っても、七樹の他はみんな、物心つく前に出国しているけれど」

　白雪の胸がざわついたのは、彼の名を聞いたからだ。

　聴きき取り調査をした青磁の報告で、七樹の仲間についてはある程度は判明していた。

「あなたと、話をしたいの。みんなには下がってもらいます」

　この言葉に、琥珀と黒曜が驚おどろいたように顔を見合わせた。

「白雪、その……それは、ちょっと」

「だいじょうぶよ」

　言いかけた琥珀に向かって、白雪は微笑ほほえんだ。「九連もいるし、もう灰桜だって呼べるもの。灰桜の力があれば、式の影えい響きようを受けずに済むでしょう」

「せめて、灰桜を傍そばに置いてくれないか」

「わかったわ。──灰桜」

　横になっていると、白雪の影かげと他のものとの影が融とけ合ってしまうので、灰桜が出入りできなくなる。そのため、白雪が快かい癒ゆするまではと、灰桜は白雪の影の中に入らずにいた。以前ならば、白雪の影の中でしか回復できなかったが、今はそうでもないという。──七樹の傍にいることで、回復できると言うのだ。

　四羽は、風のように現れて、寝台の上に脚あしを投げ出して座った少年を、じろじろと見た。灰桜はまったく気にしたふうもなく、白雪の隣となりにぴったりとくっついて、にこにこしている。いやに機嫌がいいようだ。

「それが、輝き石せき？　ただの子どもに見えるけど」

「これでも、輝石よ。輝石はあなたたちの式を壊こわせるわ」

「それは、聞いたわ。本当かどうかまでは、見るまで信じられないけど」

　黒曜が椅い子すを引いてきて、四羽の後ろに置いた。その気配に四羽はぎょっとしたように振ふり返る。

「座れ」

　黒曜の、頭ごなしの命令を、白雪はほとんど初めて耳にした。四羽は何か言いたげに黒曜を見上げたが、視線を白雪に戻もどして、その椅子に腰こし掛かける。

「……その、輝石の力とやらで傷を治したの？　竜珠も、戻っているじゃない。竜珠じゃあの傷は治せないはずなのに」

「そうよ、でも、灰桜の力じゃないわ」

「七樹だ」

　灰桜が、自じ慢まんするように答えた。

「七樹が……？」

　四羽は驚いて目を瞠みはる。

　七樹の前生については、自分が話すべきではないと判断した白雪は、話題を変えた。

「それより、四羽さん、これからあなたがどうなるか、わかります？」

「拷ごう問もんなら、わたしにはきかないわよ」

「そんなめんどうで手間のかかることはしないわ」

　それに、と白雪は四羽に手を伸のばした。「体は、だいじょうぶ？　青磁に打たれたんでしょう。薬で眠らされてたとも聞いたわ」

　寝台の上をいざって近づき、左手で体に触れると、四羽は何故か赤くなった。

「別に、……なんともないわ。治して、もらったし」

「ああ」

　白雪は、左手に伝わってきた感触で、四羽を癒いやしたのが黒曜だと知る。「頼たのんでおいてよかったわ、ありがとう、黒曜」

　黒曜は憮ぶ然ぜんとした顔つきで白雪から視線を逸そらした。不本意だったのだろうが、白雪の望みを聞き容れてくれたのだろう。彼らしいやさしさだった。

　ふと四羽の視線を感じて見ると、彼女は何故か目を伏ふせた。

「この人たちは、あなたの言うことならなんでも聞くのね。どうやってしつけたの？」

　嘲ちよう笑しようじみた言葉に、しかし白雪は腹を立てはしなかった。四羽の挑ちよう発はつは見え透すいていて、可愛かわいくさえ感じられる。

「四羽さんは、何歳？」

「七樹より、三つ上よ。……何笑ってるの。ばかみたい」

「それ、よく言われるわ。だからきっと、そうなんでしょうね」

　白雪の答えに、四羽は呆あつ気けに取られた顔をした。自分のばかさを認める人間が、彼女の周りにはいないようだ。めずらしい生きものでも見る目つきをしている。

「ねえ四羽さん、わたしの手紙、読んでくれた？　九条に渡わたしたんだけど」

「読んだわ。だから、来たんじゃない。言いたいことがあるなら隠かくれてないで出てこいなんて、どれだけ人をばかにしてるのかと思ったわよ」

「そんなつもりはなかったけど、……ごめんなさいね」

　白雪が苦く笑しようすると、四よつ羽はは呆あきれたようだ。

「あなたは簡単に謝るのね」

「わるいと思ったから、謝っただけよ。思わなければ謝らないわ」

「軽々しい斎さい王おうだわ。そんなで、よく玉座にいられる」

「そうね、他ほかに人がいないの。こう見えてもうちは人材不足なのよ」

　白雪はのらりくらりと受け流す。「ところで四羽さん、その人材不足の神杖は、正式に竜珠を廃はいする方向へ動き始めています」

　白雪が告げると、四羽は絶句した。

　まだ退室していなかった琥珀と黒曜は、黙もくしてふたりの会話に口を出さない。騎き士しと異なり、近衛は斎王の発言を遮さえぎることは許されていなかった。

「……ずいぶん唐とう突とつね。それは本気なの」

「ええ、本気よ。それでね、四羽さん。あなたたちに協力してほしいの」

「な、にを……」

　協力、という言葉に、四羽が弱よわ腰ごしになったのが感じられた。できるだけ平へい和わ裡りにことを運ぶよう心がけているのは本当らしい。

「神杖には、竜珠であること自体がなりわいそのものだという人が多いんです。竜泉や竜道を封ふうじたり、竜珠を壊して呪じゆ詞しや術が使えなくなると、食べるのに困るようになる人が、十人にひとりはいるわ」

　四羽は黙だまって、白雪を見ている。その不信に満ちた目つきは、白雪に街の裏路地にいる野の良ら猫ねこを思い出させた。

「だから、そういう人に式を教えてください」

「式を？」

　四羽の目つきが変わった。心底、不思議なものを見るような目で白雪を見る。

「あなた、本気で言っているの？　竜珠に式は扱あつかえないのよ」

「それは、竜珠の力と理力が両立できないからでしょう？　竜珠を壊せば、理力を使えるようになるって、……教えてもらったわ」

「あいつ、他に何をしゃべったの？」

　四羽は尋たずねた。「無理に訊きき出したわけでもなさそうだけど」

「青磁が、訊ける範はん囲いで訊いてくれただけよ」

「ああ、お兄さんだっけ」

　四羽は鼻を鳴らした。

「ところで、どうかしら、さっきの提案」

「……………………わたしの一存では答えられない」

　四よつ羽はは困こん惑わくの表情を浮うかべる。「統とう帥すい、──わたしたちに指図をしている方でなければ、判断はできないわ」

「その統帥って、つまり、あなたたちの上司、でいいのかしら」

「そうなるわ」

「その方に、天藍まで来ていただけないかしら。丁重にお迎むかえするわ」

「はあ!?」

　さすがにこれには、四羽が声をあげた。

「陰かげであれこれされるより、ちゃんと顔を合わせて話したほうが、誤解もとけると思うし、」

「あなたは本当に頭が弱いの？　わたしたちは、あなたの国に無断で入り込んでるのよ。あなた、わたしに殺されそうになったのよ。ふつうだったら、仕返しをするものでしょう。でないと侮あなどられるわよ」

　四羽は何故か、焦あせったようにまくし立てる。だが白雪は首を振った。

「侮られるのはいやだけど、侮るほうがどうかと思うわ。それに、仕返しなんてしたくない。自分がされていやだったことなんて、ますますしたくないし。次にまたそういうことをされないように気をつければいいわ」

　白雪が本心をありのままに述べると、四羽はゆっくりと瞬まばたいた。信じられない、とでも言いたげな顔つきだ。

「あなた……」

　四羽はぼんやりと呟つぶやいた。「そりゃあ、騎士だの、近衛だのが侍はべるわね。ひとりで放っておいたら、何をしでかすかわからない」

「それ、よく言われるけど、」と、白雪はむっとしつつ返した。「わたし、そんなにばかじゃないわよ。それなりに強いし、守ってもらうより、守るほうが性に合ってる」

「七樹みたいなこと言ってるわ」と、四羽は鼻を鳴らした。「あいつもそう言って、攻こう撃げきの式はあまり使わないのよ。治ち癒ゆに特化したのはそのせいだもの。臆おく病びよう者ってみんなにからかわれてたけど、弱虫なわけじゃないのよ。おかしな子なんだから。……どうしたの？　急に赤くなって」

　白雪は、思わず顔を背けた。頰ほおが熱い。

「なんでも、ないわ」

「白雪、具合がよくないのなら、」

　琥珀が声をかける。それへ白雪は首を振ふって見せた。

「平気よ、それより琥珀、夏乃さんに頼んで、お茶を持ってきてもらって。三人分ね。頼んだら、もう下がってくれてかまわないから」

　琥珀は黒曜を見た。黒曜は眉まゆを寄せたが、白雪と灰桜を見比べ、最後に四羽を見おろした。と、四羽がその視線に気づいてじっと見返す。

「……行こう、琥珀」

「え、ええええ?!」

　黒曜の言葉に、琥珀は素すっ頓とん狂きような声を上げる。だが黒曜はかまわず、すたすたと部屋を出て行った。琥珀は白雪を見、部屋の出口を見ていたが、やがて諦あきらめたように拳こぶしを胸の前で合わせ、膝ひざを曲げて礼をした。

「では、陛下、失礼いたします」

　正式な退出の礼をとった琥珀は、そそくさと部屋を出て行く。

「……わたしがあなたを殺すとか、考えないの」

　沈ちん黙もくを破るように、四羽が呟いた。

「そんなことをして、何かいいことある？　こちらはあなたたちが望んだように、竜珠を廃すると言ったじゃない。それに、聞いてるわ。できるだけ平和裡にことを進めたいのでしょう。ここで無理に血を流しても、利点は何ひとつないでしょう」

「──その通りよ」

　悔くやしそうに四羽は肯こう定ていする。

「では、さきほどの件、お願いします。あなたたちの、その統帥って方に、お話ししたいから来てくださいって、伝えて」

　そう言ってから、あ、と白雪は気づく。「もちろん、今すぐにとは言わないわ、あなた、体が弱ってるもの、少し休んで」

　四羽が、恥はじるように顔を背けた。

「どうしてわかったの」

「さっきさわったら、……黒曜の癒した跡あとがあったけど、それとは違ちがうところで、ずいぶんと疲つかれてるのがわかったわ」

　四羽の体は、どこもかしこもがたついているようだった。施療に詳くわしくない白雪がさわっただけで、その体の不具合が感じ取れてしまったのだから相当なものだ。

「そんなになるまで、あなたは、働いたのね」

「──世界が凍こおりついて誰もいなくなってしまうのは、いやなのよ」

　四羽は恥じるように早口で言った。










　白雪の回復は早かったが、それでもしばらくは寝ねたり起きたりして過ごした。

「よく殺されずにいるよな、俺たち」

　七樹はそう言いながら、斎宮殿に入った。隣となりを歩いていた四羽は、そうね、とうなずく。

「あの子、頭がおかしいのよ」と、四羽は決めつけた。「……でも、あの子はあの子なりに、誠意を尽つくそうとしてくれているのはわかるわ」

「ふうん？」

　斎宮殿の中は静かだ。ふたりはこの中での自由を保障されており、出入りも自由だった。縛いましめられることもない。寝ね泊とまりしている親王御ご所しよからの道程は、誰かしら近衛が必ずついてくる。今日は、黒曜だった。

　毎日、午後には会いに来ること。白雪はふたりにそうするよう頼たのんだ。そうでないと心配だから、とあの少女は言うのである。四よつ羽はは呆あきれた。自分を殺そうとしかけた相手を心配するなんて、頭がおかしいにもほどがある、と四羽は思う。

「これ」と、四羽は首からかけた小こ袋ぶくろを指にひっかけて見せた。「中に、手紙が入ってるわ。統帥に渡わたしてくれってことづかったの。記き錐すいだけど、統帥に渡せば手紙に戻もどるように術をかけたそうよ」

「で、四羽は船団に戻るのか。統帥に報告するなら、」

「あんたは無理なんでしょう」

　そう言ってから、何故か彼女はにやにやした。

「伝えておいてくれよ、ちゃんと。……なんだよ、その笑い方」

　七樹は怯ひるむ。

「よかったわね、あんた、強制的にあの子から離はなれられなくなったんだから、少しは情を持ってもらえるわよ」

　遠回しな四羽の言葉に、七樹は黙だまり込んだ。言い返す言葉を探し当てる前に、四羽が先に寝しん室しつへと入っていく。

「白雪、具合はどう」

　自分が喉のどに穴を空けた相手にかける言葉ではない。だが、四羽は気にしていないようだった。

　七樹は気き後おくれしてその場に立ちすくむ。その鼻先を、ふと甘い匂においがかすめた。

「……桂かつらか」

　呟きながら寝室に入ると、白雪の枕まくら辺べに、明るい小さな花をいっぱいにつけた小枝が置かれていた。甘い匂いの源みなもとはあれらしい。この強い甘さを、七樹は嫌きらいではなかった。

「七樹、お菓か子しをくれるって」

　寝台の傍そばに立っていた四羽が振り返った。その手には、ちいさな橙だいだいのようなものが載のっている。よく見ると、橙を象かたどった饅まん頭じゆうのようだ。

「由永がお茶うけにくれたのよ。今、お茶をいれるから、一いつ緒しよにいただきましょう」

　どうやら斎王は機き嫌げんがいいらしい。にこにこしながら寝台を降りた。七樹はどきりとして足を止める。床ゆかに下ろされた素す足あしの白さが眩まぶしかった。

「もう動けるの？　ばけものなみね」

　四羽が呆れたように言いながら、饅頭をもりもりとかじった。

「ひっどい、化けものって」

　白雪は部屋の隅すみで茶をいれながら、くすくす笑った。彼女が動くたびにそのしろがねの髪かみがきらきらと光をはじいて、やわらかなまばゆさがあたりを満たす。

　まるで真昼の天空に昇のぼったはかない月のようだと、七樹は思う。

「もう一個、もらうわね」

「四羽さん、お茶も召めしあがって、でないと喉に詰つまるわよ」

　はい、と白雪は、取っ手つきの茶ちや碗わんを四よつ羽はに渡した。それからもうひとつを七樹に差し出す。

「……ありがとう」

　七樹はかすれた声で礼を言いながら、それを受け取った。あたたかさが指に染みる。

「わたし、もう行くわ」

　二個めの饅頭を茶で流し込んだ四羽が、からの茶碗を台に返した。「このあと、施療なの。早くしないとあとでうるさいから」

「黒曜が？」

　白雪は返された茶碗を手にしたまま、目を瞠みはった。

「中身も全部何もかも治してやるから、出国までは施療に専念しろって言われたのよ」

　四羽は我が身を酷こく使ししてきたという。そのためにすっかり弱り、自分の命が長くないと悟さとって斎王の竜珠を砕くだくという考えに至ったようだ。早く事を為なさねばという焦あせりが、彼女をあのような行動に走らせたのだろう。

　白雪に命じられていやいや四羽の施療をした黒曜は、たちまち腹を立てながら彼女の全身をくまなく施療することとなった。内臓ももちろんだが、四羽は今までに受けてきた傷もほとんどろくな手当てをしなかったため、痕あとがたくさん残っている。それが黒曜には何よりも信じがたいらしい。

「黒曜がうるさいんだ……」

　白雪の呟つぶやきを聞いたか否いなか、四羽はさっさと寝室を出ていった。

　白雪はそれを見送ると、ゆっくりと七樹に向き直る。

「……食べる？」

　白雪は菓子箱を持ち上げると七樹に見せた。おずおずとした問いに、七樹は無言でうなずく。

「こっちへ、どうぞ」

　白雪はからの茶碗を枕辺の台に置くと、ぎこちなく七樹を招いた。七樹は彼女を真ま似ねして、湯気を立てる茶碗を台に置くと、寝台の傍に置かれている椅い子すに腰こし掛かけた。白雪は寝台に腰こしを下ろす。座った反動でふわふわとその体が揺ゆれて、銀ぎん髪ぱつがきらきらした。

　その美しさに、七樹は見とれた。

　……彼女を好きだと感じる気持ちは、もうごまかしがきかない。だから、傍で見ていられる機会があったらありがたく活用させてもらうことにしていた。

　どうせ自分が彼女の近くにいられるのも、そう長くはないだろう。

「生菓子だから、今日中に食べてって、言われたの」

　白雪は促うながすように、箱の中が七樹に見えるように傾かたむけた。中には色とりどりの美しい形をした菓子が並んでいる。うさぎを象ったもの、木の枝を象ったもの、橙を象ったものなどが綺き麗れいに鎮ちん座ざしていた。

「中の餡あんは、こしたのと、粒つぶが残ってるのと、白いのですって」

「これは？　なんだ？」

　木の枝を象ったものを見て、七樹は尋たずねる。

「それは、これ」

　白雪は笑って、枕まくら元もとを指し示す。「金きん桂けいよ、これは琥珀が持ってきてくれたの」

　その笑え顔がおに、七樹の胸はちくりと痛んだ。

「それ、こないだも咲さいてなかったか？」

「今年は、三度めですって。金桂が三度咲く年は、冬の寒さが厳しいそうよ」

「これからは、毎年三度咲くようになるかもな」

　そう言ってからふと、白雪を見ると、悲しげな顔をしていた。七樹は自分の軽口を後こう悔かいした。

「これ、もらう」

　七樹はぶっきらぼうを装って、うさぎの饅頭を手に取った。よく見ると、ちゃんと耳の中は薄うすい桃もも色いろになっている。鼻はな面づらも淡あわく同じ色に染まっていて、目も赤い。手の込んだ可愛かわいらしさになごんだ七樹は、思わず微笑ほほえむ。

　と、白雪がじっと見つめているのに気づいた。

「あ、これ食べたかったのか」

　手にしたうさぎを箱に戻そうとすると、白雪は首を振ふった。

「そ、うじゃないの……他ほかにも、あるし。遠えん慮りよしないで」

　白雪はそう言うと、箱を台に置いた。

　七樹は再び、うさぎの菓子を手のひらに載せた。白雪を見て、次いでうさぎを見る。

　可愛らしいつぶらな瞳ひとみと、白い毛並み。他に共通点があるとしたら、

「うさぎって、可愛いけど凶きよう暴ぼうなんだよな……」

　思わず呟くと、自分の茶を手にした白雪は、え、と顔を上げた。

「なあに？」

　首をかしげるさまが愛らしい。

　七樹はそんなふうに感じる自分を疎うとましく思った。

　いくら彼女を想っても報われるはずもないと諦あきらめは最初からついている。

　なのに。

「いや、あんたってうさぎみたいだと思って。よく喰くうし、凶暴だし」

　白雪は顔を真っ赤にして、茶器を持った手をぶるぶると震ふるわせた。




　よく食べるのも凶暴なのも事実だが、改めて言われるとこたえる。

　しかもそれを、彼に。

「わるかったわね、凶暴で」

　声がとがるのを止められないのは、本当のことを言われたからだ。反射的に手が出ないだけましだろうか、と自問する。

「いや、まあ……それが必要な凶暴性だったら、別にいいんじゃねえかな」

「何よ、必要な凶暴性って」

　くだらない会話だが、白雪の胸は弾はずんだ。

「弱々しいと、すぐ喰われちまうだろ。喰われたくなかったら、多少は凶暴でないと。……それに、あんたは一国の王なんだから、民たみを守るためには凶暴にならないとだめだろ」

「あなたに言われなくてもよく知ってるわよ」

　どうしてこんな答えしか返せないんだろう。白雪は自己嫌けん悪おに陥おちいった。七樹がこれくらいで機嫌を損ねたりする男でないのが救いだ。

「あんたはそういうとこが、ちゃんと王さましてて、いいな。理想ばっかりでなまぬるくもあるんだけどさ」

「それ、誉ほめてるの？　貶けなしてるの？」

「誉めてるつもりなんだが」

「とてもそうは聞こえないわよ」

　中身のない応おう酬しゆうでも、彼の声を聞いていると、何故か体が火ほ照てってくる。心臓がやたらと自己主張するせいだろう。腹に力を入れていないと、泣き出してしまいそうなほどの不安定さで、白雪の心はゆらゆらと揺れる。

　灰桜が、自分と彼をつないだからお互たがいの場所がわかると告げたとき、白雪はひどく安心した。彼がどこか遠くへ行ってしまっても必ずわかる。それが、うれしかった。

　そうだ、うれしかった。

　自分が使えない女だと思われていてもいい。凶暴だと思われるのもしかたないだろう、あれだけ殴なぐったのだから。
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　どう思われようと、彼が無事でいてくれればそれだけでいいと思うし、その安否がわかるのならば、いつも安心していられる。

　いつかは彼も遠くへ行ってしまうだろうから。

　それからも消息さえわかれば、それで……

　──それでいい、と思い込むように、白雪は努力した。

「あ、これ旨うまい」

　うさぎをかじった七樹が、感心したように言った。「あんまり甘くない。このうさぎ、いいな。好きだ、これ」

　その言葉に、白雪は飲みかけていたお茶にむせそうになった。が、なんとか悟られぬよう飲み込む。喉のどがひりついた。

　自分に似ていると言われたうさぎを好き、と言われただけで、こんなに動どう揺ようするとは。

「……気に入ってもらえて、よかったわ」

　なんとか表情を取り繕つくろって笑いかけると、七樹はうさぎの菓子を口にしたまま、止まってしまった。

　そんなにも、その菓子が気に入ったのかと白雪は思った。










　そんなふうに笑われると、いつまでも諦めきれないじゃないかと、七樹は思った。
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　こんにちは、菅沼です。
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　というわけで今すでに次巻に取りかかっています。どんなお話にするかはちゃんと編集さんと話し合って決めてはあるのですが、書き終えるまではどうなるか自分でもわからないのでドキドキです。

　最終巻刊行は二〇〇八年五月一日の予定です。みなさまくれぐれもどうぞよろしくお願いいたします。




　二〇〇八年一月下げ旬じゆん発売のザ・ビーンズという雑誌に、斬月伝というお話の短編を載のせていただけていますので、そちらも是ぜ非ひぜひご覧くださいませ。挿さし絵えが星宿姫伝と同じく瀬せ田たヒナコさまでして、短編マンガも描かいていただいてます。これがとても素す敵てきな仕上がりで、完成稿こうを拝見したとき、うっひゃー恥はずかしーと身み悶もだえしてしまいました（笑）。

　内容もすべて瀬田さんが考えてくださったのですが、読ませていただいて、話を書いているわたし以上にキャラを把は握あくしていただけているなあ……と感激しました。今回の巻末四コマでも思いがけない人物を描いてくださって、ここまで気にかけていただけるとは書き手冥みよう利りに尽つきるなあとうれしくなってしまいました。本当にありがとうございました。




　最後になりましたが、読者さまのおかげで星宿姫伝もあと一歩でおしまいの運びになりました。きっちり終わらせられるようがんばります。

　その後もまた、応おう援えんどうぞよろしくお願いいたします。




　ではでは、五月にお会いできますように。





不要物を捨てると高くて薄うすい本が増えてますます部屋はみつしりだよ！　ふしぎ！　菅沼理恵　拝　












螺旋細工　　http://www.rasenzaiku.com/
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